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　美しい人間の娘に恋をしたトーカンヤは時間を司つかさどる神だった。彼は娘の美しさが永遠に保たれるようにと、時間の魔法をかけてやる。そのために娘はいつまでも歳としをとらなかったが、彼女のまわりの人間たちだけが老いて死んでいった。そのことを嘆き悲しんだ娘は崖がけから身を投げてしまう。自らの計らいにより娘を死に追いやってしまったトーカンヤは何日も何日も泣き暮らし、やがてあふれでる涙によって右目を流されてしまう。その右目は空へとのぼり、やがて月になったという。

　月の光には微量の魔力が宿っていて、月夜の晩には時間の流れが遅くなる、という古い伝承だ。



　少女は祈る気持ちで窓の外に浮かぶまるい月を見あげた。冴さえ冴ざえとした蒼あおい光が彼女の銀糸の髪を、透けるような白い肌を、金色ゴールドの美しい瞳ひとみを静かに照らしている。そこは石の壁に囲まれた塔の最上階だった。塔は暗い森──戻らずの樹海レメルデイアの中に隠されるようにして佇たたずんでいる。

　突然、外側からカチャカチャとカギをはずす硬い音が響いた。それはつまり、少女のいるその部屋が外側から施錠されていたことを意味していた。

　少女は固唾かたずを飲んで訪問者を待つ。

　やがて扉はゆっくりと開かれて──。








第一章　詩人の奇行



「レイン！」

　名前を呼ばれた次の瞬間、

「うわっ!?」

　突然、天地が反転した。比ひ喩ゆではなく文字どおりの意味で。

　レイン・レッドハートは背後よりシャツの襟をつかまれて、椅い子すもろとも床の上にひき倒されたのだった。

　直前まで目をとおしていた書類がひらひらと宙を舞って、レインの顔にふり注ぐ。窓から差しこむ朝日が聖徒会室の中で漂うほこりを浮きあがらせていた。

「……差し支つかえなければ、なぜ、ぼくがこんな目に遭わなければならなかったのかを教えてほしいな」

　床の上に転がされた格好のまま、レインは自分の頭上あたりに仁王立ちする小柄な少女を見あげた。スカートから、にょっきりと細い脚が伸びている。レインの位置からだとスカートの中までまる見えだったが、少女に恥じらう様子はない。

　ぷくぷくしたほっぺたを膨らませて、少女はレインを見おろしている。

　長く伸ばされた白銀の髪に、透明感のある白い肌、どこか冷徹な印象を与える金色ゴールドの瞳ひとみ、華きや奢しやな手足──一流職人の手による陶人形のような少女。

　グライムス学院の聖徒会長、イヴリン・ブラッドベリだ。聖徒たちには《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の名でおそれられている。

「ことは急を要する。レイン、わたしについてこい！」

　イヴリンがレインのシャツを強くひっぱる。

「ついてこいって、いったいどこへ？」

　ずるずると床をひきずられながら、レインは琥珀色アンバーの瞳を瞬まばたかせた。

「《聖者の歯車ロードギア》が必要になった」

「──はあ？」

　レインはぐいぐいとひっぱってくるイヴリンの手から逃れて、のっそりとからだを起こした。ベストやズボンについたほこりを払い、正面からイヴリンの顔を見つめる。

「どうした、急に。今までそんなものに興味はなかっただろ？」

「きさまはわたしの従僕なのだから、黙ってついてくればいいんだ！」

　めちゃくちゃなことを言うのは今にはじまったことではないが……。

　レインは大げさにため息をついてみせた。

「もしかしたら気づいていないのかもしれないから教えておくけど、ぼくは今とても忙しいんだ。学園祭の事後処理がたくさん残っているから遊んでいる暇なんかないんだよ」

　先日おこなわれた学園祭。その目玉イベントとも呼べる召喚獣レースが阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄と化したことは記憶に新しい。

「ここだけの話だけど、誰だれかさんがまったくの戦力外だから、仕事が片づかなくて困ってるんだ。そう、誰かさんが、ね」

「そうか、あの新人の会計は戦力外か。ここは思い切りよくクビにしてしまおう」

「アホ。リリアはとても頼りになる。戦力外はおまえだ、おまえ」

　レインは「おまえ」とイヴリンの小さな鼻を人差し指で押しあげる。ふにふに。

「褒め言葉として受けとっておく」

　鼻をふにふにされながら、イヴリンが偉そうにふんぞりかえった。

「どこをどう聞いたら褒め言葉に聞こえるんだよ」

「む……」

　イヴリンが眉み間けんに小さなしわを寄せる。

「きさま、まさか、このわたしを愚ぐ弄ろうしているのか？」

「ぼくの皮肉がようやく通じたようで喜ばしいかぎりだ」

　ふにふに、ふにふに。

「がうっ！」

「ぎああああああああああああああああああっ！」

　レインの右手にイヴリンが食らいついてきた。

「はなせ、バカっ！」

「もがはがふごふご」

　レインは腕をふりまわしてイヴリンをひきはがそうとしたが、うまくいかない。

「かくなる上は！」

　レインは無事なほうの左手でもって、イヴリンの脇わきの下をくすぐりはじめる。

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　イヴリンは笑い声をあげて、あっけなくレインの右手を解放した。

「や、やめろ！　そ、そこは弱いのだ、うひゃひゃ」

「知らなかった。イヴがくすぐりに弱かったなんて」

　でも、ちょっとおもしろい。せっかくの機会なので、日ごろの恨みをこめて、レインはイヴリンの脇の下をくすぐりまくる。イヴリンは手足をばたばたさせた。

「うひゃひゃ、し、死ぬー、息が、す、吸え、ない……」

「《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》敗れたり」

　ぜったいに一般聖徒にバラしてはいけない弱点だな、とレインは思った。

　そのときである。

　ばたん、と扉の開く音がした。

　新人会計こと、リリア・マリアス・バラードの姿が目に飛びこんでくる。

　美しい豊かな赤毛がふわりと揺れた。瞳ひとみもきれいな紅玉ルビー色だ。つりあがった眉まゆと、結ばれたくちびる、ピンと伸びた背筋が凛り々りしさを印象づけるのだが、柔らかそうな頬ほおの丸みは甘やかな少女の面影を残していた。

「あなたたち、ちゃんと仕事してた、で、しょ、う……ね……」

　リリアは、レインとイヴリンを見て、あんぐりと口をあけた。

「な、ななな……」

　リリアは「な」をくりかえして、震える指をレインに向けてくる。人差し指にはめた銀の指輪が窓から入ってくる日差しを受けて、きらきらと光っていた。

「……な、なにしてるわけ？」

「なにって、この使い物にならない小娘に──」

　説教をしていたところだけど、と言いかけて、レインは口をつぐむ。

　レインの腕の中で脱力して、くてっとなっているイヴリンの着衣は大いに乱れていた。シャツはめくれて、ちっちゃなおへそが覗のぞいていたし、スカートからは華きや奢しやな足が惜しげもなくさらされていた。頬は上気し、瞳は夢でも見ているみたいにとろんとしている。

















　なにやら卑ひ猥わいなことをしていたように……見えないこともない。

　イヴリンは「はぁ、はぁ、ふにゃ」と浅い息をこぼす。

「さ、さいてーよ、さいてーっ。見損なったわ、レイン！」

　顔を真っ赤にさせてリリアが声を荒らげた。

「あ、いや、違う、誤解だ。話せばわかる」

「成敗してくれるわ！」

　リリアは素早く腰のホルダーに手を持っていった。

　けれど、その手がなにかをつかむことはなかった。

　ほんの少し前まで、そこには美しい魔銃剣ガンブレードがおさめられていたのだが、今はもうない。レインが暴走した際に、とめようとして刃が折れてしまったからだ。

　リリアは一瞬だけ、悲しげな表情を浮かべる。

　が、次の瞬間にはレインに向かって猛然と突進してきた。

「どりゃあああっ！」

「うわ!?」

　どん、と突き飛ばされ、レインは床で頭を打つ。目の前に星が瞬いた。

　レインがひっくりかえっているあいだに、リリアはイヴリンの小さなからだを抱き起こしていた。スカートの裾すそを直し、シャツでおへそを隠してやっている。

「レインのケダモノめ！」

「いやあ、それほどでも」

「褒めてない！　バカ！」

　レインは自力で起きあがってリリアに向き直る。

「腕に食いつかれたから、少しくすぐっただけで、ぼくは変なことなんてしてない」

　ほら歯形、とリリアに腕を見せる。

「女の子をこんなになるまで、くすぐっている時点で、十分ヘンタイよ！」

　まあ、確かにやりすぎたような気がしないでもない。途中から楽しくなってしまったのは事実だし……あれ、ぼくって本当にヘンタイなのか……？

　と、そこで勢いよくイヴリンが立ちあがった。うつむき加減のために、白銀の髪が顔を隠してしまって、その表情ははっきりしない。

「なあ、イヴ。その、ちょっとやりすぎだったよ。悪かった、謝る」

　けれどもイヴリンは反応しない。握りしめたこぶしがぷるぷると震えている。

「……イヴ？」

　レインはもう一度呼びかけ、イヴリンの顔を覗のぞきこもうとした。

　すると、イヴリンはレインを睨にらむようにして、キッと顔をあげる。



「わたしを辱めた罪は万死に値する」



　言って、イヴリンが右手をあげた。

「きさまになど、もう頼まない。ここで果てろ」

「ちょ、ちょっと待て！」

　レインの制止の声を、しかし、イヴリンは聞いていない。

「──魚は溺おぼれ、鳥は墜おち、太陽は西からのぼって東へ沈む」

　魔法詠唱とともにイヴリンの右手に蒼あおい光が集まる。

「──屍し者しやは蘇よみがえり、生者は死なず、地獄の門は開かれる」

　リリアがレインに先んじて動いた。床を蹴けり、執務机の上を滑って反対側に着地する。

「なんなのよ、もう！」

「──花に刃を、傷口に蜜みつを、われに混こん沌とんの理論を」

「ぼくのせいじゃない！」

　はずだ。レインもすぐさまリリアにつづいた。机の向こうへ飛びこむ。

「──汝なんじの名は絶滅志願者。自らをも破壊し、むさぼる者」

　瞬間、イヴリンの小さな手の中で蒼い光球が握りつぶされ──。



　　　　　†



「はい、これ、今日の分は終わったから」

　リリアがにゅうっとファイルした書類をレインのほうへ押しだしてくる。

「……普通に手渡してくれると嬉しいんだけど？」

　リリアは紙を細く巻いて棒状にしたものを使って、遠くからレインに書類を提出してきたのだ。それはあまりにもあんまりであろう。リリアは今朝からずっとこんな調子でレインを遠ざけているのだった。

「近づいたらなにされるかわからないもの。あ、こっから先は進入禁止だから」

　いつの間にか、床に線がひかれている。

「許可なく進入した場合、敵対行為とみなします」

「えっと、あれ、ぼくの陣地、狭すぎない？」

　よく見ると、床にひかれている線はレインが作業している机をぐるりと囲っている。

「これだと、ぼく、線の中からでられないじゃん」

「でてきたら容赦なく攻撃します」

「はは、目がマジっぽいな」

　レインは笑ったけど、リリアは笑わなかった。

　え、嘘うそ、本気で？



　一日の授業を終え、放課後になった。

　修繕魔法でもって修復された聖徒会室にはレインとリリアの二人の姿しかない。イヴリンは今朝、聖徒会室を破壊したきりだ。いたとしても、どうせ仕事もせずに漫画本カートウーンを読み散らかすだけなのだろうから、それは構わないのだが……。

　──《聖者の歯車ロードギア》が必要になった。

　イヴリンの言葉を思いかえす。

　王室の公式文書によれば、かの天才魔導師、サー・イル・グライムスは、その生涯を通じて、一四の魔導具をつくりあげている。そのうち九つの魔導具の行方が確認できていない。破壊されたか、他国に流出したきり紛失してしまったのだ。

　そのため現存するグライムスの魔導具は五つと言われている。

《聖者の歯車ロードギア》

《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》

《憑匣パラダイス０》

《愛匣パラダイス４》

《病人形マイ・フエア・レデイ》

　そのすべてがグライムス学院にて厳重に保管されている。はずなのだが、それを確認した者はゼロに等しい。保管室には強力な回廊魔法がかけられており、誰だれも辿たどりつくことができないのだ。今までに大勢の魔導師たちが学院にかけられた回廊魔法を解除しようと試みたが、いまだになし遂げた者はいない。

　入室が許されるのはただ一人、聖徒会長の職を二年間務めた者だけ。

　学院が創設されてから一八〇年のあいだに聖徒会長の職をまっとうした者は四人しかいない。彼らはグライムスが遺のこした魔導具の一つ、《聖者の歯車ロードギア》を授けられ、自身の願いを叶かなえてもらったはずだ。

　しかし、どういうわけか、四人が四人ともその詳細を記録に残していなかった。保管室の場所も明かすことなく、魔導具の姿形も公にしていない。彼らは口を閉ざし、そして予告もなく姿を消した……。

　イヴリンならば聖徒会長の職を最後まで務めあげられるはずだ。職務をまっとうすれば確実に《聖者の歯車ロードギア》を手に入れることができる。

　それが、なぜ急にグライムスの魔導具を必要とするのか？

　と、そこでレインの思考は中断させられた。リリアが棒状の紙でぐにぐにとレインの頬ほおをつついてきていたからだ。

「……なに？」

「べつに。ただの嫌がらせ」

「あ、そう」

　リリアは紅玉ルビーの瞳ひとみでじーっとレインを見つめながら、ぐにぐにと紙の棒でレインの頬ほおをつつきつづけていた。

「できればやめてほしいんだけど……」

「今朝、ブラッドベリとなにかあったの？」

「だから、べつにやましいことは──」

「そうじゃなくて、ブラッドベリの様子ちょっと変だったし……、レインもなにか考えごとしてるみたいだったし……その、なんなら相談にのってあげないこともない、けど？」

「……もしかして、ぼくのことを心配してくれてたりする？」

「な、なに言ってるのよ！」

　レインの問いかけに、リリアは顔を真っ赤にした。

「し、心配なんてするわけないじゃない！　うぬぼれないで！」

　べしべし、と紙の棒でレインの頭を叩たたく。

「こ、これはあれよ、『情けはひとのためならずOne good turn deserves another.』ってやつよ。恩を売っておけば、あとで自分に有利になるからなのよ！　打算よ、打算！　決して、わたしがレインを心配しているわけではない！　勘違いされては困る！」

「そんなに力強く否定しなくてもいいと思うんだが」

「あと相談料とるしね！」

「あ、お金をとるんだ？」

「当たり前でしょ」

「当たり前なのか」

「当然よ、当然！」

　変なやつ、とレインは心の中で呟つぶやいた。

　そのとき、ドン、という爆発音とともに校舎が大きく揺れた。聖徒会長、と書かれたプレートがぱたりと倒れる。レインとリリアはお互いの顔を見あわせた。

「なによ、今の？」

「あんまり考えたくない」



　広大な敷地面積を誇るグライムス学院だが、現場はすぐに見つかった。西校舎の五階から煙がもくもくと吐きだされていたからだ。空気を浄化するために放流されている影魚シヤドウフイツシユがその煙に群がっている。

　西校舎は建物全体が乱数魔法にかかっているため、普段からひと気も少なく、聖徒への被害は心配しなくていいだろう。

　乱数魔法というのは確率を変動させる魔法のことだ。おかげで、西校舎では教室や廊下などの位置が無秩序的に変化してしまうことが日常と化していた。

　聖徒たちからは箱庭迷宮ラビリンスと呼ばれている。

　はるか昔に、とある一人の聖徒が授業中に魔法実験に失敗してしまったせいで、このようになってしまったのだと言われているが、真相は定かではない。

　とにかく、そんな事情があるために、現場は西校舎の五階であろうと思われたが（いつまで五階に定着していてくれるかわかったものではないが）、辿たどりつくのにはすいぶんと苦労させられた。

　階段をのぼったり、おりたりする。地上から五階を目指して進むのに、おりるとはどういうことなのだ！　と思うが、とにかくおりるときはおりるのである。

「こいつはひどいな」

　現場の惨状を目の当たりにしたレインはぽつりと呟つぶやいた。

　各教室を仕切っている壁はことごとく消失し、床に走った亀き裂れつは下の階にまで達していた。窓という窓も割れて、硝子ガラスが散らばっている。破片の表面は虹にじ色の明滅をくりかえしていた。もともと実験室の多い西校舎に使用されている対魔法強化硝子ガラスだ。外へ魔法が飛びださないようにするために設置されている。それがすべて割れているということは、桁けた違いのエネルギーがぶつけられたということを意味していた。

　こんなことができる者は学院の中でもかぎられるだろう。

「フロア全体が被害にあったようね」

　レインの隣でリリアも目を細めていた。彼女は、舞いあがるほこりを吸わないように、口もとを白いハンカチーフで押さえている。

「ここは立ち入り禁止だ、フォックス」

　突然、卑怯者フオツクスの名前で呼ばれ、レインはふりかえる。

「……一応、ぼくらも聖徒会執行部なんですよ、封規委員長」

　オスカー・ベネトン。封規委員のリーダーだ。アッシュブルーの髪と、鋭い鷹たかの目を持ち、白いコートをまとっている。同じ格好の封規委員の面々が彼のうしろに並んでいた。

「これはどういうことだ？」

「どう、と言われましても」

　オスカーの厳しい口調に、レインは肩をすくめながら答える。

「この状況をひき起こした犯人はブラッドベリ以外にありえない」

「封規委員長だって、これくらいできるんじゃないですか？」

　オスカーは端整な顔を歪ゆがめ、視線をさらに鋭くさせた。

「やつの首に手た綱づなをつけておくのが、おまえの仕事だろう？」

「まさか。ぼくはただの書記です。仕事は議事録の作成と、雑用ですよ」

　議事録なんて書いたことないけど、と心の中でつけたしておく。

「戯たわ言ごとを。やつはどういうつもりで、こんなことをした？」

「ぼくにはわかりかねますね。本人に聞いてくださいよ」

「その本人は今どこにいる？」

「こちらこそ知りたいところです」

　レインとオスカーはしばしのあいだ睨にらみあう。

　かなり大きな爆破だったこともあり、野次馬たちが集まりだしていた。封規委員たちが彼らを追いかえそうとしているが、手が足りていないようだ。中にはオスカーのおっかけのような女子聖徒たちの姿もある。大勢が一度に押し寄せたために、脆もろくなったフロアの床が抜けたりして、という考えが浮かぶ。

　オスカーはレインから目線をはずすと、今度はリリアを見やった。

「執行部に入ったそうだな、ミス・バラード」

「ええ」

「賢い選択とは言いがたいが、せいぜい職務をまっとうするがいい」

　オスカーはコートをひるがえして、レインとリリアに背を向ける。レインはホッと息をついた。同時に、つん、と脇わき腹ばらをつつかれる。

　ふりかえると、リリアが紅玉ルビーの瞳ひとみをじっとりさせてレインを見つめていた。

「いったい、これはどういうことなのよ？」

　声をひそめるようにしてリリアもオスカーと同じことを訊たずねてくる。

「これ、ブラッドベリの仕業なんでしょ？　どういうつもりなの？」

「さあ、どういうつもりなんだろうね？」

　レインがあいまいに答えると、リリアがぐいっと顔を寄せてきた。問い詰めるつもりなのか、せいいっぱい怖い表情をつくって、レインとの距離をなお詰めてくる。おかげで制服越しに胸が当たっていた。本人は気づいていないようだが、かなりの凶器である。

「きみって、なんて言うか……変なところで無防備だよね」

　リリアは真剣なのだろうけれど、こちらにとっては精神衛生上よろしくない距離だ。

「はぐらかさないでちょうだい。なにか知ってるんでしょ？」

　レインは身を反らせるようにして、リリアからはなれる。

「そのことについては、あとで話そう」

　今は封規委員の面々がいるので、この話題は避けたい。

　リリアは不満そうにくちびるを、むにゃと曲げる。

「ちゃんとあとで説明してよね。ぜったいだからね」

「わかってるよ」

　崩落した壁の隙すき間まから影魚シヤドウフイツシユが流れこんできていた。ぱくぱくと口を開閉している。空気中にまき散らされたチリを吸いこんでいるのだ。

　レインはくしゃりと髪を撫なであげ、割れた窓から青空を望んだ。薄く白い雲が浮かんでいる。視線をさげれば、グライムス学院の学院章エンブレムの中にもあしらわれているアザミの花が咲き誇っているのが見えた。花言葉は「権威と独立」だったか。

　と、そのとき、また爆発音が響いた。

「──っ!?」

　校舎全体が大きく揺れる。聖徒たちの悲鳴があがった。

　レインとリリアが立っていた場所が斜めに傾く。

　そうと理解したときには、すでに遅い。

　床は崩れはじめ、レインとリリアは空中に投げだされていた。

　内臓が浮きあがる、あの不快感。

　リリアがとっさに腰のホルダーへ手を伸ばしたのがレインの目に映る。今日だけで二度目の光景だ。それは彼女のからだにしみついた動作だったのだろう。魔銃剣ガンブレードは、よほど頼りになる相棒だったらしい。

　しかし、今回ばかりはそれがリリアの命取りとなる。

　なにかにつかまるチャンスをふいにしてしまったのだから。

「リリアっ!!」

　レインはとっさにリリアの手をとった。同時に、左手で分厚い強化硝子ガラスの破片を握りしめ、壁に突き刺す。二人分の体重がかかった瞬間にギシリと肩が軋きしんだ。脱だつ臼きゆうする一歩手前か。それはリリアのほうでも同じだったらしく、痛みに顔をしかめている。

「だいじょうぶか？」

　レインが呼びかけると、リリアはゆっくりと顔をあげた。細かい砂の粒がぱらぱらとふってきていて、リリアは目を細めている。

「なんとか。ありが──」

　ありがとう、そう言おうとしたであろうリリアが目を見開いていた。

「レイン、その手……」

　強化硝子ガラスを握りしめている左手のひらから赤いしずくがしたたっていた。リリアはきっとあの悪夢を思いだしているに違いない。

「まさかこんなところでピンチを迎えるとはね」

　レインはあくまでも軽い調子で言った。

「それにしても、きみは予想以上に重いな」

「こ、こんなときになに言ってるのよ！」

　リリアは端整な顔を、くしゃりと歪ゆがめる。

「ていうか重くないしっ！　むしろ重くない！」

「心配いらない、誰だれにも内緒にしておくからさ」

　レインはリリアに笑ってみせる。けれど、実際にはまるで笑えない状況にあった。ここは校舎の五階だ。なんの装備もなく、この高さから落ちればさすがに無事では済まないだろう。

「無事か、フォックス！」

　頭上からオスカーの声がふってくる。オスカーは険しい表情を浮かべながら、こちらへと手をのばしていた。アッシュブルーの髪は砂ぼこりで汚れている。

「おかげさまで」

　と、レインは応じた。

「リリアがちょっとばかり重いんですけどそれはここだけの内緒にしておいてください」

「内緒じゃなくなってるし！　あと重くないってば！　なんでそういうこと言うのよ！」

「あぶないってば。暴れるなよ」

「……あとで覚悟しなさいよ！」

「楽しみにしてる」

　オスカーは、レインとリリアのやりとりを無視して、レインが握っている破片を支えるようにしてつかんだ。そのためにオスカーの手のひらからも赤い血がしたたる。

　同時にオスカーが魔法の詠唱をはじめた。それはごくごく初歩的な生成魔法であった。壁に使われている石材を利用して、レインたちに足場をつくろうとしているらしい。

　しかし、その魔法詠唱は成功しない。魔力の集束とともに紫電が生まれはしたものの、それは弾はじけて消えてしまった。

「強化硝子ガラスのせいか……」

　対魔法強化硝子ガラスの細かな破片が壁に付着しているために生成魔法を阻害しているのだ。西校舎は外からの魔法を受けつけず、同時に中で発生している乱数魔法も外部へ飛び火しない。それはとりもなおさず対魔法強化硝子ガラスがすべての魔法を遮断していることを意味していた。

「急いでロープを用意しろ！」

　オスカーがほかの封規委員を怒鳴りつける。

　空を飛べる幻想生物でも召喚すればよさそうなものだが、へたをすればその衝撃だけでレインもリリアも地上に落ちてしまいかねない状況にあった。

　ぱらぱらと石の粒がふってくる。とっさの判断で硝子ガラスの破片を壁に突き立てたまではよかったけれど、さすがにそろそろ限界だ。レインとリリアの二人を支えている硝子ガラスの破片が壁から抜けかけている。

　レインはもう一度下を向いた。視線を感じたらしいリリアもこちらを見あげてくる。

「合図をする。きみの身体能力なら足場がなくても飛べるだろ？」

　レインはリリアに告げた。

　それだけでリリアはレインがなにをしようとしているか察したらしい。

「ちょっと待って、それだとレインが──」

「悪いけど時間がない」

　レインは深く息を吸いこみ、目を閉じた。

　人間のからだは全力がだせないように設定されている。出力を全開にすると肉体が崩壊してしまうからだ。けれど、レインはその制御リミツターを解除することができる。

　無理やりに回路サーキツトを開通させる。心臓が高くはねあがり、大量の血液がからだの中を駆けめぐった。体温が上昇する。肩や手の痛みが消える。後頭部が痺しびれる。

　レインは渾こん身しんの力を右手にこめる。左手は壁に突き立った硝子ガラスの破片に手をかけたまま、

「飛べ！」

　リリアを上へと投げる。レインの見立てどおり、リリアは猫のようなしなやかさで、安全地帯に着地した。

　ほとんど同じタイミングで破片が壁から抜け落ちる。

「間にあった」

　レインは呟つぶやく。

「ダメ!?」

　リリアがとっさにレインへと手を伸ばした。

　けれど、互いの指先がかすかに触れあっただけで届かない。

　絶対的な距離。

　絶望的な断絶。

「レインっ!?」

　リリアの声がひどく遠い──。



　　　　　†



「まったく、ひどい目に遭った」

　シャワーからあがったレインは、部屋着をまとい、髪についたしずくをタオルでごしごしと拭ぬぐう。

　レインが寝起きしているのは寮の屋根裏部屋なので、そこにはさすがにトイレも浴槽もない。従って、どちらも階下にある共同のものを利用していた。

　レインはタオルを首にひっかけ、左手を眺める。対魔法強化硝子ガラスの破片で切った傷はすでに塞ふさがっていた。極小汎用魔法式機関ナノマシンを血液中に回遊させているレインのからだは、常人よりも数倍の早さで怪け我がを治してしまえるのだ。

　陶器の水差しを手にとり、コップに水を注ぐ。それをひと息で飲み干した。



　あれから起こったことはそう多くない。

　まず、レインは五階もの高さから地面に叩たたきつけられたりはしなかった。

　乱数魔法のおかげだ。西校舎にある、すべての教室、すべての廊下、すべての階段は、同確率で移動・発生する。まったくのランダム。

　落下の直前に、五階のあの場所が一階へと転移したため、レインは大きな怪我をすることもなく、ちょっと背中と腰を打っただけで助かった、というわけだ。

　最悪でもリリアは助けないといけないとは思ったが、べつに自分が犠牲になるつもりもなかった。そろそろ転移するころだと思っていたし、アザミの花壇に落ちさえすればいくらか衝撃も吸収されるだろうと期待していた。

　ということをリリアに説明したところ、リリアは顔を真っ赤にさせて「バカなんじゃないのっ！　死にたいの？　死ねば？」と憤った。

「悪かったよ」

「なんで、そういうことちゃんと言わないのよ？」

「言う暇がなかったんだ」

　リリアはむっとした顔をした。

　それから「手、だして」とぶっきらぼうに言って包帯を巻いてくれた。

　そんなことをしなくても怪我はすぐに治るのだけれど、口にはださないでおいた。



　それはそれとして──二回目の爆破の現場となったのは図書館だったらしい。

　レインは医務室へ運ばれてしまったために直接確認してはいないが、西校舎と同じように極大の火力でもって禁書保管室が破壊されたと聞いている。

　禁書保管室は図書館の地下にある。閲覧に制限のある書物が保管されているために、高度な魔法によって施錠されていた。その扉が破壊されてしまったことで、何冊かの禁書が脱走しているらしい。鳥が羽ばたくように、紙をばさばさとさせている本を医務室の窓から何冊か見かけたし、中には紙片から文字だけが抜けだして逃走しているものもあるそうだ。図書委員が回収に追われている。

　一般の聖徒たちは突然のテロリストの暴虐にすっかり怯おびえていた。

　犯行が目撃されたわけではないが、おそらくはイヴリンの仕業だろう。

　学院の規律と治安を守るために組織されている封規委員は、一連の破壊行為によって面めん子つを潰つぶされ、たいそうご立腹の様子だ。総動員でイヴリンの行方を捜索中のはずだが今のところ発見・捕獲したという報告は受けていない。

「……イヴのやつ、どういうつもりなんだ？」

　レインが呟つぶやいた、そのときだった。

「きゃああああああああああああああああああっ！」

　聖徒会執行部特別寮の中を悲鳴がこだまする。

「リリア？」

　首に巻いていたタオルをはぎとると、レインは脱衣所を飛びだしていた。急いでリリアの部屋へと向かう。あの悲鳴はリリアのものだった。

「どうした、リリアっ！」

　レインは勢いよくリリアの部屋の扉をあけはなつ。

　最初に目に入ったのは脱ぎ捨てられたブーツとスカートだった。視線を少し上へとスライドさせると、今度は妙になまめかしい脚が目に入った。日に焼けていない肌はつやつやしている。つづいて小さなリボンのあしらわれた白い下着に気づく。上着ジヤケツトは着ておらず、ブラウスのボタンははずされていて、襟にタイがひっかかっているだけだった。

「……実に絶景であるかな」

　レインが言うと、

「死なす！」

　リリアが、トン、と床を蹴けって、こちらに突進してくる。

「うわああ、待て待て！　冗談だって！」

















　リリアの手には、どこから調達してきたのか、木剣があった。白刃取りの要領で、レインは木剣を受けとめる。もう少しで頭を割られるところだったのだが、それよりもちらちらと見える下着が気になってしかたない。

「乙女の着替えを覗のぞこうなんて極刑に値するわっ！」

「ぼくはリリアの悲鳴が聞こえたから、こうして──」

「問答無用っ！」

　リリアが木剣でレインを押し切る。レインはとっさに身をひいた。びゅん、と木剣が風を切る音がする。手加減はないらしい。

「異議あり。これは冤えん罪ざいだ。きちんと検証すれば無罪を立証できる。その自信がある」

「申し立ては却下されました」

「横暴極まりないな！」

　横一閃びゆん、

「うおっ！」

　からの、逆袈裟切りびゆん。

　レインはあっという間に壁際に追い詰められてしまう。そして、ドン、と顔のすぐ横に木剣が突き立てられた。先端が壁にめりこんでいる。

「ま、待てよ。きみは誰だれかに覗かれて悲鳴をあげた。ぼくはそれを聞いて駆けつけた。ここには時間差があるはずだ。ぼくが覗き魔なら、そのあいだに逃げてる。わざわざ、きみの前に姿を現したりしない」

「犯人は現場に戻ってくるとも言うわ。なにより、レインには前科がある」

「ないよ！」

「わ、わたしの裸を見たくせに！　許してないんだから！」

　以前、立ち入り禁止区域に指定されている裏山で、リリアが水浴びをしているところを偶然見てしまったことがある。あれをまだひきずっているらしい。

「きみが勝手に脱いだんだろ」

「わたしが見せたがったみたいな言い方しないでっ！」

「そう言うなら、今もちゃんと服着てくれよ。さっきから目の毒なんだ」

「っ!?」

　リリアは慌ててシャツをひっぱって下を隠したり、胸の前をあわせたりしている。

「レインのバカ、バカ、バカ！　なんで早く言わないのよ！」

「ぼくは悪くないはずだ」

「うしろ向いてて！」

　レインは言われたとおりに壁のほうを向いた。ずぽっと木剣が壁から抜かれると、そこに穴ができた。しゅるしゅるとリリアが服を着替える音がする。

「とにかく、ぼくはこそこそと覗のぞいたりしない」

　壁を向いたままレインは言った。

「ぼくならいっそ堂々と覗くね。逃げも隠れもしない！」

「今そんなことしたら、レインの命はないと思ったほうがいいわ」

「自重します」

　ぱさっ、しゅるしゅる、じーっという音がしばらくつづいた。

「いいわ」

　リリアのお許しがでて、ふりかえる。リリアは質素な部屋着に着替えていた。

「もっと、かわいい服を買えばいいのに」

「……べつにこれでいいのよ」

　それより、とリリアはまた木剣の先端をレインへ突きつけてくる。

「この寮にはわたしたちしかいないんだから、覗きの犯人は必然的にあなたってことになるわね。単純な消去法でしょ？」

　それを聞いたレインはダークブラウンのくせ毛をくしゃくしゃとかきまわした。

「……なるほど、そういうことか」

「なにがなるほどなのよ？」

　紅玉ルビーの瞳ひとみをじっとりと疑わしげに細めながら、リリアが言う。

「犯人がわかった。犯人は──この中にいる」

「──はあ？」

「はじめて寮にきた日に、リリアはぼくに寮監はいないのかって訊きいたのを覚えてる？」

「ええ。こんなに広いのに管理人がいないのは変だと思ったから。それがなによ？」

「あのときぼくは、いないわけじゃないと答えたはずだ。おいおい紹介する機会もあるだろうってね」

「……そういえば、そんなこと言ってたかも」

「この寮には、ぼくとリリアのほかにもう一人いる。今も、この部屋の中にいるはずだ」

「この、部屋の、中に……？」

　リリアはきょろきょろとあたりを見まわした。

　リリアが使用している部屋は、レインが使っている屋根裏部屋とは違って、きちんとしている。たっぷりとスプリングのきいたベッド、飴あめ色いろに磨かれた備えつけの机に、飾り彫りのある椅い子す、床には絨じゆう毯たんが敷かれ、窓にはカーテンがかかっている。暖炉はないけれど、壁に沿ってパイプが走っており、寒くなればその中を温水が流れる。そうすることで寮全体が暖かくなるという仕組みだ。

「誰だれもいないじゃない……はっ、もしかして、その……ゆ、幽霊的な……」

「いや、そういうのじゃない。そこは安心していい」

　リリアはホッとした表情を浮かべる。けれど、すぐにキッと目をつりあげた。

「言い逃れしようってわけ？」

「違うよ。あいつはこの部屋の中にいるはずだ」

「あいつ？」

「だから、聖徒会特別寮の寮監だよ」

　レインは「おい」と呼びかける。

「スピカ、いるんだろ？　隠れてないで、でてこいよ」

　っていうか、でてきてください。そして無実を晴らしてくれ。

　レインの呼びかけに──応答はない。部屋はしーんと静まりかえっていた。

「スピカ？　なあ、おーい」

　リリアの紅玉ルビーの瞳ひとみがさらにじっとりしてくる。

「い、いや、これは口からでまかせとかそういうんじゃないんだ。うちの寮監は擬態魔法に精通しているから、今もなにかに擬態しているんじゃないかと思うんだ」

「擬態魔法？」

「そうだ。形あるものならばその質量を問わず、なんにでも化けることができるらしい。あいつは人見知りが激しくてね、たぶん掃除かなにかをしていて、リリアと鉢合わせしそうになったものだから隠れたんだ。そうだろ、スピカ？」

　呼びかけるが、やはり返事はなかった。リリアの目がますます疑惑の色をおびていく。

「嘘うそじゃない！」

「でも嘘くさい」

　いったい、どうすれば……。ん？　いや、待てよ。もしかしたら──。

「なあ、リリア」

「なによ？」

「きみの《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》を発動させられないか？」

　レインの言葉にリリアの表情は硬くなる。

「……どういう、こと？」

「あれが本当に魔法無効化魔法であるなら、スピカの擬態魔法も解けると思わないか？　ここにスピカがいるのは間違いない。あいつがいるってわかれば、ぼくにかけられた疑いも晴れるだろう？」

「まあ……そういう理屈になる、のかしら」

「だろ？」

「でも……」

「あれから一度でも発動させたことは？」

「……ない、けど」

　地獄のごとき天空競技場でレインの傷喚魔法を破ったのは、リリアの指輪が生みだした光の魔法だった。顕現した白い翼がレインの闇やみを祓はらったのだ。

「指輪を見せてくれないか」

　リリアは少しためらうようにしてから、木剣をおろして壁に立てかけた。それからむすっとした顔のままで、指輪を抜いてレインに差しだす。

「汚く、しないでよ？」

「もちろん」

　受けとった指輪はほのかにリリアの体温を残していた。指でつまんで光にかざす。くもりのない銀の表面にユリの紋章が刻まれていた。指輪の裏側に目を凝らす。そこには古語らしき文言が並んでいた。

「古い言葉みたいで読めないんだけど、これ、なんて書いてあるの？」

「《翼ある者へ祝福と戒めを》」

「祝福と戒めねえ。きみのお父上がつくった魔法式……でもないよな？」

　リリアの亡き父君は魔法解析士であり、独自の魔法式を構築していた。リリアが愛用していた魔銃剣ガンブレードにもそれが応用されている。

「違うわ。もっと古くからバラード家にあるものだから」

「そうか」

　レインは指輪をリリアにかえす。

「試しに指輪をはめて、さっきの言葉を唱えてみてくれないか？」

「今ここで？」

「頼む」

　リリアはしぶしぶといった感じで指輪をはめると、右手を床と水平に伸ばした。指輪に気持ちを集めるように目を閉じ、大きく息を吸って、長くゆっくりと吐きだす。そして澄んだ声で唱えた。

「《翼ある者へ祝福と戒めを》」

　…………。

　……。

「なにも起きないな」

「なにも起きないの」

　リリアはいくらかしょんぼりした声でこたえた。

「もっかい見せてくれ」

　レインはリリアの右手をぎゅっとつかむ。

「のわわっ!?」

　顔を近づけてリリアの右手の人差し指にある指輪をじっくりと眺めた。目に見える変化は一つもない。なにか発動に必要な条件でもあるんだろうか？

「ちょ、ちょっと、はなしてよ！」

「持ち主に危険が迫ったときに自動で発動するとか……？」

「はなしてってば！」

「いや、だとしたら、あのときだってもっと早くに発動しただろうし」

「ええい、話を聞けいっ！」

　リリアの強烈な左フックがレインのあごをとらえた。一瞬、ふわーっと意識が遠のく。

　それでも本能的につかまるものへと手を伸ばした。

「ちょっと、あっ!?」

　レインがつかんだのはリリアの腕で、そのまま二人そろって倒れてしまう。下になったレインの上にリリアの柔らかなからだが重なった。不意の衝撃で、互いのおでこがくっつきそうなくらいに接近する。その気になればくちびるも重なってしまいそうだ。

　甘い花のような香りがかすかに香った。リリアの体温が伝わってくる。

　西校舎ではふざけて重いと言ったけれど、本当は重くなどない。軽いくらいだ。それでも、そこには確かな存在としての重みがあった。

「うきゃあっ！」

　リリアは顔を真っ赤にして、しゅたっと素早く立ちあがる。

「…………悪い。今のは、ぼくのミスだ」

　レインは自分の髪をくしゃくしゃとかいてから、ゆっくりと立ちあがった。

　リリアは、ぎゅうっと自分の右手を抱きしめるようにしている。

　微妙に気まずい空気が流れる中、リリアが口を開いた。

「わ、わたし、剣ばっかりふってたから、その、女の子の手じゃないみたいに、ごつごつしてる、でしょ？　だから、その……」

　確かにリリアの手にはまめができていたけれど──。

「ぼくは好きだけどな。それは努力している者の手だろ。恥じることはない」

　魔法適性を持たないリリアは、ここまでくるのにどれほどの努力をしてきたのだろうか。

　彼女の手は、その証あかしだ。

　レインの言葉を聞いたリリアは、

「うがああああああああああああっ！」

　突然、絶叫をあげて、レインを突き飛ばした。まるで予期せぬ事態だったので、レインは「うおっ!?」と声をあげて、またひっくりかえる。

「……な、なぜだ」

「は、恥ずかしいセリフは今後罰金制にするからね！」

　リリアは赤い顔をして、ぷいっと、そっぽを向く。

「なんなんだよ……」

　するとリリアが、またしても突然に、

「あれっ？」

　と、声をあげた。

「今度はなに？」

「木剣は壁に立てかけたはずなのに、どうしてだか今はドアのところに落ちてるの」

　リリアが指さすほうをレインも目で追ってみた。確かに、さっきリリアが立てかけた場所から二メートルばかり移動している。

「……リリア、あの木剣、どこで手に入れた？」

「物置に差してあったのを見つけたんだけど……」

　レインは立ちあがって、床にころんと落ちている木剣を拾いあげた。それは装飾もなにもない、剣術の練習をするための簡素シンプルな木剣だ。

「リリア、悪いけど、これ、暖炉で火にくべさせてもらうわ」

　レインが言ったとたんに、その木剣が反応を示した。レインの手からにゅるりと抜けだしたのだ。それを見たリリアが「なんなの？」と驚きの声をあげた。

　木でできているとは思えないほど、くねくねと身をくねらせながら逃げていく。

「待てい」

　レインは木剣のまん中あたりをぎゅっと踏んだ。

「ぴぎゃーっ」

　声がするのと同時に、ぽむっと煙が湧わきあがる。

　煙が消えると、そこにはもう木剣はない。レインがとり押さえていたのは──頭を抱えるみたいにしてまるまっている、一人の少女だった。

「ごめんなさい、ごめんなさい、生まれてきてごめんなさい！」

「ぼくに罪をなすりつけた上でそのまま見捨てようとしたな！」

「ごめんなさい、ごめんなさい、見捨てる気でごめんなさい！」

　少女はいっそうまるくなる。レインは大げさにため息をついて、それから彼女を抱えあげるようにして立たせた。

「ほれ、しっかりしろ」

「……はわわ」

　彼女は生まれたばかりの小こ鹿じかのように、ぷるぷると震えている。

　身長はイヴリンと同じくらいに小柄だった。手足はしなやかで細長い。そこも小鹿めいている。豊かな黒髪を左右に結わえていた。肌は浅黒く、涙を浮かべる瞳ひとみは大きくて、ほのかに赤い。貴族の邸宅に仕える使用人めいた紺色のワンピースに白いエプロンをあわせている。

「リリア、紹介しよう。グライムス学院聖徒会執行部特別寮の寮監、スピカだ」

　レインは少女──スピカをぐいぐいっとリリアのほうへ押しだした。

「レ、レイくん、お、押さないでください」

　スピカは涙目でリリアを見あげ、

「ぴぎゃーっ」

　奇声を発して、その場にぱたりと倒れた。
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　日は沈み、世界は夜の中にとける──。

「いたか？」

「いや、こちらにはいない。そちらは？」

「校舎はすべて確認した。建物の中にはいない」

「どこへいったんだ、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》は？」

「今日の捜索は間もなく打ち切られるそうだ」

「裏山に潜伏している可能性は？」

「あそこは立ち入り禁止区域だ。夜明けを待って、許可を得てからの捜索になる」

　封規委員の者だけが着用を許される白いコートが闇やみの中でいくつもひるがえる。魔法灯ランプを手に駆けまわる彼らの顔には疲労の色が浮かんでいた。

　その様子を眺め、「ご苦労なことだな」とイヴリンは呟つぶやく。

　けれど、誰だれにもイヴリンの姿は見えない。

　迷彩魔法を発動させ、周囲の物体と同化しているからだ。もともと難易度の高い魔法ではないが、完全に消えることができるわけでもない。まったく誰にも気づかれていないのはイヴリンの迷彩魔法の水準が極めて高いためであった。

　イヴリンは音もなくその場を立ち去る。向かった先は中庭だった。そこにイヴリンを追う者の姿はない。噴水のふちに腰かけ、水の中に片足をひたす。

　イヴリンは迷彩魔法を解き、さらさらと流れていく水の音に耳をすませた。そうしていると、ひとの存在を感知した発光天使エンジエルフライがイヴリンのまわりに集まりはじめる。光に照らされたイヴリンの髪はかすかに蒼あお味みをおびた。

　イヴリンはスカートのポケットの中から封筒をとりだした。封筒にはフィッシュボーン伯爵家の家紋が刻まれている。

「必ず助けてやる、アビー」

　イヴリンは手紙を握りしめた。すると手紙は燃えあがり、灰となって風に舞う。

「たとえ、どんな手を使ってもだ」



　一人の封規委員が中庭を訪れる。

　石づくりの時計塔、無人のベンチ、静かに流れる噴水。

　たくさんの発光天使エンジエルフライが明滅しながら、飛び立った。

　そこには何者の姿もない。

　かすかに、なにかが燃えたにおいがするだけ……。
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「ほ、本日のお夕食はハチミツたっぷりトーストなのです……」

　リリアの前にある白い陶器のお皿には、本当にそれだけが、どん、と置かれてあった。つけあわせもなにもない。トーストはハチミツにひたひたにつかっている。

　これはいったい……。

　聖徒会特別寮の食堂はとても広い。

　けれども、そこにいるのはリリアとレイン、それからスピカの三人だけだった。

　スピカは給仕（？）を終えると、カーテンの中に、まるで蓑みの虫むしみたいに隠れてしまった。ひょこっと顔だけ覗のぞかせて、メニューの説明（？）はしてくれたけれど、あとはセルフサービスであるらしかった。

「こっちにきて一緒に食べない？」

　と、リリアは彼女に声をかけてみる。すると、カーテンをぐるぐる巻きにしているスピカは顔面を蒼そう白はくにしてぶんぶんと首をふった。左右に結わえた髪がひょこひょこと揺れて、そこはかとなく、かわいらしい。

「スピカのことは、どうぞお構いなく」

　そうは言われても、すっごく気になるのだけど。

「あいつのことは気にしなくていい。そっとしておいてやってくれ」

　と、レインは言った。ハチミツひたひたのトーストを口に運び、「あまっ」とこぼす。

「でも……」

　リリアがなおもスピカのほうを気にしていると、レインは一つため息をついて、それから声の調子を少しだけ落とした。スピカに聞こえないようにという配慮だと思う。

「スピカはスタンルードの出身なんだ」

「スタンルード……」

　先の世界大戦ワールド・ウオーで、連合国が制圧した国の一つだ。大戦後も混乱がつづき、現在は内戦状態にあると聞いている。

「どういう経緯でブリトニアに入国したのかは定かじゃない。ずいぶん、ひどい目にも遭ってきたようだ。本人は話さないけど。というか、スピカはほとんどなにも覚えていないらしい。故郷のことも、家族のことも、自分の本当の名前も」

「自分の名前も……？」

「それどころか、自分の姿さえもね。身を守るために、スピカはさまざまなものに擬態してきた。自分を捨てて心を殺し、危険をやりすごしてきたんだ。一人で生き残るにはそれしかなかったから。その弊害だよ」

　レインは淡々と語る。この残酷な世界の仕組みを、静かに話す。でも、その琥珀色アンバーの瞳ひとみにはわずかに怒りがあり、いくらかの悲しみがあった。

「わかっているのは、あいつがスタンルードの出身だということだけ。だから、本当の年齢もわからない。もしかしたら、ぼくらよりも年上かもしれない。スピカって名前は前任の寮監がつけた。彼女をここへ連れてきたのもそう。彼は引退し、今はスピカが聖徒会寮の寮監を引き継いだ。ただ、スピカは寮からでない。外へでるのが怖いんだろう」

　そこまで話してレインは微笑ほほえむ。

「ちょっと変なところもあるけど悪いやつじゃない。料理の腕は……イマイチだけど。見かけたら話しかけてやってくれ。たぶん怯おびえてどっかいっちゃうだろうけど」

　リリアはスピカのほうを見やる。

　胸の奥がちくりとした。

　──ああ、わたしのかわいいリリア。

　耳の奥でお母さまの言葉が蘇よみがえる。

　──その顔を見せてちょうだい。きっといつか、あなたを迎えにいくから。それまでどうか無事で。

　一〇年前のこと、まだ戦うことを知らないリリアは甘いお菓子と、母親の柔らかいスカートと、父親のひげで頬ほおずりをされるのが好きな六歳の少女だった。

　月映えの町エクスターは、ダイロンのような大都市ではなかったけれど、海の幸と山の幸の両方に恵まれ、人々は日々の暮らしに満足していた。グレートブリトニア率いる連合国が同盟国と戦争状態にあったけれど、直接的な影響はほとんどなかった。

　そもそも、リリアの父、クライヴ・ノックス・バラードは戦争に反対していたのだ。

　けれど、なにかが狂った。

　大きくて、禍まが々まがしい渦がエクスターを、そしてバラード家を飲みこんだ。

　町をはなれる夜、リリアは二人と一緒にいたいと言って大きな声で泣いた。

　──だいじょうぶ。少しのあいだ、おわかれするだけだよ。なにも心配はいらない。

　お父さまの優しい声。でも、その笑顔には疲れの色もあった。

　──リリア、これを持っておいきなさい。

　お母さまがリリアの小さな手にそれを握らせた。銀色の、ぴかぴかした、ユリの紋章が刻まれた指輪だ。お母さまが肌身はなさず持っていた、大切な指輪。

　──これがお父さまとお母さまのかわりに、あなたを守ってくれますよ。

　お父さまが魔銃剣ガンブレードを、お母さまが指輪を、リリアに持たせた……。

　怯おびえるスピカが、あの日の自分自身リリアに重なる。

　リリアはすっくと席を立った。食事中に立ちあがるのはマナー違反だけれど、そんなことはどうでもよかった。そんなこと、ちっとも重要じゃない。

「……リリア？」

　レインの呼びかけをリリアは手で制して、スピカが隠れているカーテンの前に立つ。よく見ると、スピカの着ている服は、いつの間にかカーテンと同じ生地にかわっていた。

「ちゃんとあいさつしてなかったよね。わたしはリリア。よろしく！」

　しゅぴっと手を差しだす。スピカは差しだされたリリアの手を見て、それからリリアの顔を見て、また手のほうへ視線を落とした。それからおずおずと、

「……よ、よろしくなのです」

　小さな手を伸ばして、リリアの手にちょびっと触れる。スピカの手は小さくて、ぷにぷにしていた。

「今日からわたしたち、お友達になりましょう」

「お、お友達……？」

「そ、お友達。どうかしら？」

　リリアがにっこりと笑いかけると、スピカは恥ずかしそうに顔を真っ赤にした。左右に結わえている髪がぴこぴこと動く。

「ま、前向きに検討させていただきます！」

　そう言うと、スピカはリリアの手をすり抜けて、ぴゅーっと食堂からでていってしまった。とり残されたリリアは自分の手のひらを見つめた。かゆいような、なんだか変な感じがする。ふりかえると、レインがにやにやと笑っていた。頬ほおが熱くなるのがわかった。それをふり払うようにして、リリアはのっしのっしと自分の席まで戻り、どっかり腰をおろした。正面からレインの顔を見据える。

「で？」

「で、って、なにが？」

「そろそろ、今日起こったことを説明してほしいんだけど」

　レインはもしゃもしゃと口を動かし、ハチミツたっぷりのトーストを、ごくんと飲みくだす。水を飲んでから、くちびるをナプキンで拭ふいた。

「もちろん約束は守るよ。なんでも訊きいてくれていい」

「ブラッドベリはなんで学院を爆破して歩いているわけ？」

「《聖者の歯車ロードギア》が必要なんだとさ」

「《聖者の歯車ロードギア》……？」

　どんな願いでも一つだけ叶かなえてくれるという魔導具──《聖者の歯車ロードギア》。

　リリアがこの学院にやってきた理由でもある。

「ブラッドベリは《聖者の歯車ロードギア》を見つけるために学院中を爆破してるって言うの？」

「正確には《聖者の歯車ロードギア》を含む、グライムスの魔導具を保管している部屋をさがしているんだろうな」

「なるほど、ひとの立ち入りが制限されているような場所を重点的に爆破していたのね」

　乱数魔法のかかった西校舎と、図書館の地下にある禁書保管室。この二つは、意味合いは異なるものの、どちらもひとの出入りが制限されているという点では共通していた。

「おそらく。でも、仮に学院をすべて魔法で破壊し、空間を歪ゆがめようとも、魔導具の保管室へつづく扉は姿を現さないだろう。それはイヴもわかっているはずだ」

「学院の聖徒会長はその職を二年間守ることができたら手に入れられるわけでしょ？　ブラッドベリはこの学院の中で一番、《聖者の歯車ロードギア》に近い場所にいるのに、どうしてこんな無駄なことを……」

「『ことは急を要する』とイヴは言ってた。なにか事情ができたんだろ」

「そんなのんきなこと言ってて平気なの？　封規委員が動いてるんでしょ？」

「それはあまり問題じゃない」

　レインは椅い子すの背もたれにからだを預け、天井を見あげる。

「イヴは、ある意味で無欲なんだ。ぼくとのあいだで契約が成立しているのも、そのためだ。なのに、あいつは契約を反ほ故ごにしようとしている。それほどの理由だ」

　イヴリン・ブラッドベリは聖徒会長職をまっとうし、《聖者の歯車ロードギア》を手に入れた後に、レインに譲る。そのかわりにレインは《偽善不全悪夢症MEGA-paranoia》という傷喚魔法を彼女に渡す。

　それが二人の契約……。

　静まりかえった食堂の中を、振り子時計の鐘の音が響き渡った。

「ブラッドベリは、どこにいるのかしら？」

　リリアが呟つぶやくと、レインが椅子から立ちあがる。

「ぼくは、これからイヴリン・ホイホイを仕掛けにいくけど、リリアも一緒にくるかい？」
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　封規委員たちはすでに撤収したようだ。誰だれもいない夜の学院は静まりかえっていた。

　レインは右手に食事を入れたバスケットを、左手に魔法灯ランプをさげている。

　聖徒会役員であるレインは校舎のカギを所有しているので、施錠されたあとでも自由に出入りができる。だから、封規委員たちの一連の捜索活動は、レインからすればあまり意味のあるものではなかった。イヴリンはきっと迷彩魔法でも使って、その姿を消しているだろうし、校舎の中も自由に移動できるのだ。

「──ところで」

　レインは隣を歩くリリアに呼びかける。長い廊下に二人分の足音が響いていた。

「怖いのはわかるけど、もうちょっと距離を保とう」

「こ、こ、怖くないわよ！」

「胸が腕に当たってるんだ」

「はなれてよ、ヘンタイ！」

「いや、ぼくじゃなくてね」

　凄すご腕うでの剣士であり、超一流のアスリートでもあるというのに、リリアは怖がりである。幽霊とか怨おん念ねんとか、そういうものに恐怖を覚えるらしい。そんなことでよく裏山で一週間も野宿なんてできたものだと思う。でもまあ、幽霊というのはもう死んでしまっている者をさすのだろうから、どんな攻撃でもダメージを受けないのか。剣も魔法も銃も通用しないなら、それはなかなか怖い存在なのかもしれない。

　リリアは一応、レインの腕をはなしてはくれたけれど、周囲をきょろきょろ見まわしたあと、そろそろとレインのシャツの袖そで部分をつまんだ。

「も、もうちょっと、ゆっくり歩いてよ」

　いつもは凛り々りしい眉まゆが、今だけ、へんなりとたれさがっている。

「そういえば、こんな話を聞いたことがある」

　リリアの様子を見て、レインは口を開いた。

「むかし、この学院にいた女子聖徒の話だ。仮にＡさんとしておこう」

「ちょ、ちょっとなんの話よ？」

　リリアがきゅうっとレインの袖をひっぱってくる。

「Ａさんは聖徒会役員だった。仕事のせいで遅くなってしまったある日のこと、Ａさんが暗い東校舎を歩いていると、突然、公衆電話が鳴りだした」

「公衆電話が!?」

「そう。公衆電話にも番号はあるわけだから、鳴ること自体はおかしくない。そのとき、周囲にはＡさんしかいなかった。責任感の強かった彼女は受話器をとりあげた」

　レインとリリアが歩いているのは、ちょうど話題にしている東校舎だった。

「ちょ、ちょっと、やめてよ」

「もしもし、とＡさんは言った。しかし、電話の向こうは無言だった。間違って電話がつながってしまったのかもしれないとＡさんは思い、受話器を置こうとする。でも、かすかに電話の向こうからなにかが聞こえた。Ａさんは『なんですか？』と訊たずねた」

　どこかで蛇口の栓が緩んでいるのか、ぽたん、ぽたん、と水が滴る音がする。

「電話の向こうの相手はひどく小さな声で『いい？』と訊きいてきた。どうやら女性のようだ」

「あー、あー、あー。聞こえない聞こえない、聞こえないもんっ！」

「Ａさんは重ねて問いかけた。『なにがですか？』。すると相手は『てもいい？』と言う。意味不明だったので、『はっきりお願いします』と、Ａさんは促した。電話の向こうの相手は答えた。『そっちにいってもいい？』、次の瞬間、Ａさんは肩をぽんと叩たたかれた。驚いてふりかえると、そこに知らない女が立っていた。彼女は言った。『きちゃった』」

「──っ!?」

　リリアはレインのシャツを強く握る。

「以来、Ａさんの姿を見た者はいない。東校舎の公衆電話は死者とつながる電話と言われている学院の七不思議の一つだ。最新の魔法科学でも説明できない不思議なお話」

「そ、そんなのべつに怖くないわ！　ちっとも怖くない！　ぜんぜん平気！　それに今の話おかしいし。Ａさんがいなくなっちゃったなら電話の内容なんてわかるはずないし！」

「そうかい？　でも、ほら」

　レインは耳のうしろに手を当てる。耳をすますように。

「な、ななな、なによ？」

「電話の音が聞こえないか？」

「そ、そんなのぜんぜん……」

　じりりりりりりり。

「ぎあああああああああああああああああっ！」

　リリアが悲鳴をあげて、レインに抱きついてきた。ふやんとした感触……い、いや、なにか違うぞ。抱きつかれたというよりも、

「ぐ、ぐるじ……」

　骨が軋きしむ。息が吸えない。このままだと死んでしまう。

「お、おおお、お化けから、で、電話!?」

「リ、リリア……お、落ちつけ。あれは、死者からの電話なんかじゃない。死んだやつが、電話料金を払えるわけがない」

　少し怖がらせすぎたようだ。

「……で、でも、ででで、電話が、」

「メルに頼みごとをしていたんだよ。この時間に電話がくる約束だった」

　電話はまだ鳴り響いている。レインはリリアの手から逃れて、受話器をとりあげた。

『遅かったじゃないか、レイン』

　メルの声が聞こえてくる。

　メル・ホワイト。現職のダイロン市議であるブランドン・ホワイト氏の愛まな娘むすめで、戦挙管理委員会に所属している。レインの数少ない友人の一人だ。

「まあ、いろいろあって。それより、メル、なにかわかったか？」

『ひと使いが荒いね、きみは。こんな短時間に調べられることなんて限られているに決まっているじゃないか』

「今わかっていることだけでいいんだ」

『昨日、イヴリン宛あてに封書が一通届いた』

「封書？」

『フィッシュボーン伯爵家からだ』

「聞き覚えのない名前だな……」

『蒼の谷ロツドストンに土地を持つ古いお家だよ』

「ふーん」

『内容まではさすがにつかめていないから、そのことと彼女の奇行とが、どのような因果関係で結ばれているのか、はたまた結ばれていないのかは、わからないけどね』

「そうか」

『それと、これは情報と言えるものじゃないけど、イヴリンの行方はいまだに不明だよ。学院の中にはいるはずだけど』

「ああ、それはわかってる。サンキュな」

『ふふ。きみへの貸しは増える一方だな。そろそろ清算してもらおうかな』

「お手柔らかに頼むよ」

　電話を切ると、リリアがすごい形相でレインを睨にらみつけていた。

「どうした？」

「どうした、じゃない！　バカ！　このバカ！」

　リリアはレインの手から魔法灯ランプをひったくると、どすどすと階段をのぼっていってしまった。レインは肩をすくめてから、それにつづく。

　レインたちが向かったのは聖徒会室だった。扉をあけるが、当然のように中には誰だれもいなかった。とはいえ、イヴリンが迷彩魔法を使っているとしたら、レインにはそれを見破るだけの魔法的技量はない。それはリリアも同じだろう。ただ、彼女なら、微妙な空気の流れや、気配から迷彩魔法を見破ることもできるかもしれないが。

「イヴ」

　レインは暗くら闇やみに呼びかける。

「いるのかわからんけど夕飯だ。ちゃんと食べないと、からだを壊すぞ」

　返事はなかった。








第二章　囚われの姫君



　あれは一年ほど前のことか。



　ひどい部屋だな、というのが第一印象だった。

　床に書類が散乱していた。あちらこちらに脱ぎ散らかされた衣装ドレス、ソファの上に投げだされた漫画本カートウーン……妙なにおいがすると思ったら食べかけのお菓子や、空になった食べ物の容器なども床に捨てられていた。

　どこからか入りこんだらしい、小さな影魚シヤドウフイツシユがぱくぱくと口を動かし、せっせと室内の空気を浄化していた。

　イヴリンはソファの上にあった荷物を足でぺいっと床の上に落として、そこへ腰かけると、レインが持参したサンドイッチをたったの二口で食べてしまった。

「もっとないのか？」

　ちゅぽん、ちゅぽん、と指についたソースを舐なめながらイヴリンが訊たずねてきた。

「悪いな、今はこれしか持ちあわせてないんだ」

　月の光を思わせる銀の髪は、塔に幽閉されたかの姫君のように長かった。

「きさま、わたしが怖くないのか？」

　イヴリンが金色ゴールドの双そう眸ぼうでレインのことを見あげてきた。

　グライムス学院の聖徒会長、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》ことイヴリン・ブラッドベリといえば、挑戦者をことごとく返り討ちにし、そのころには学院の全聖徒からおそれられていた。触らぬ神に祟りなしLet sleeping dogs lie.といった感じで、誰だれもがイヴリンを避けていたのだ。

　けれど──。

「いいや、怖くはないな」

　と、レインは答えた。実際に怖くはなかった。

「きさま、会長の立候補者かなにかか？　挑戦なら受けてやるぞ？」

「残念ながらぼくは〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉なんだ。勝負にならない」

「ああ、学院の恥さらしというのはきさまのことか」

「お見知りいただけているようで光栄だよ」

　グライムス学院開校以来、はじめての魔法適性・零の聖徒ということで、レインもそれなりに有名ではあった。陰口を叩たたかれるのは当たり前だったし、貴族のご令息からは廊下ですれ違ったときに飲み物を顔にぶちまけられたこともあった。

　イヴリンはソファの上で足をのばして、ぽりぽりと太ももをかいた。

「で、〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉が、会長わたしになんの用だ？」

「頼まれて書類を提出にきた──ということになっている」

「どういう意味だ？」

　イヴリンは端整な顔をしかめた。レインはすぐには答えなかった。散らかった部屋の中をぐるりと見渡し、それからイヴリンをもう一度見つめる。

「退屈そうだな」

「極めて退屈だ。最近は挑戦者もいないんだ。憂さ晴らしの戦闘には事欠かないと思ったから会長になったのに、これでは意味がない。ああ、そういえば、口を開いたのも一週間ぶりくらいかもしれない。のどが変だ」

　そもそも、イヴリンはかの闇やみ一族ブラッドベリの娘だ。それだけでも十分に恐怖の対象だろう。誰もが彼女をおそれているから、誰も彼女のそばには近寄らない。だから、イヴリンには話し相手がいない。それでも、恥さらしの〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉のことくらいは、耳に届いていたらしいけれど。

　イヴリンはソファの上でごろりと寝転がり、足をばたばたさせた。短いスカートがばさばさとめくれあがった。

「きさま、なにかおもしろいことをやれ」

「おもしろいこと？」

「そうだ。わたしの退屈を紛らわせろ」

　レインはイヴリンに向けて右手を伸ばした。なにも持っていないことを示してから、一度手を結ぶ。次に開くと、そこには一匹の小さな蒼あおい蝶ちようが生まれている。蝶は羽をひらひらさせて飛びあがった。

「……子供だましだな」

　確かに魔法を使える彼女にすれば子供だまし以外のなにものでもなかっただろう。そんな手品などいくらでも魔法で再現できるのだから。

「会長の仕事はしないのか？　見たところ、書類が山積しているようだが？」

「めんどうだ」

「身も蓋ふたもない言い方だな」

「それに、一人でどうにかなる量じゃない」

「なるほど」

　イヴリンは相変わらずつまらなそうな目をしていた。

　聖徒会長に選ばれた者はグライムスがかけた呪のろいにより、学院の敷地からでられなくなる。イヴリンはこの小さな箱庭の中で、話し相手もおらず、ひとりぼっちだった。

　レインの生みだした蝶は部屋の中をひらひらと飛び、それからイヴリンの頭の上にとまった。レインは床に散らばっていた書類を拾いあげて、足場を確保してから、イヴリンのそばに近寄った。

「なあ、イヴリン・ブラッドベリ」

「なんだ？」

　レインは、あらためて彼女の金色ゴールドの瞳ひとみを覗のぞきこんだ。

「ぼくがおまえの学院生活を楽しくしてやろうか？」



　風はなく、とても穏やかな一日だった。

　あの日、レインとイヴリンは密ひそやかに契約をかわしたのだ。
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　夜を徹してイヴリンが現れるのを待ったが、結局、イヴリンは現れなかった。

　イヴリン・ホイホイ作戦は失敗に終わったということだ。

「甘いにおいに誘われて、やってくるかと思ったんだけどな」

「……レインはブラッドベリのことをなんだと思ってるわけ？」

「森で生息する新種の動物とか、なにかそういうやつかと」

　スピカがつくってくれたハニートーストはそのままレインたちの朝食とした。

「一度、寮に帰って身支度を整えてくるか」

　あくびをこぼしながら、レインが言うと──、

　ドン！

　昨日と同じく巨大な破壊音が響いた。校舎がかすかに震動し、眠気も吹っ飛ぶ。

「朝っぱらからなにしてやがる。今度はどこだ？」

　レインは聖徒会室の窓から外を望んだ。うしろからレインを押しのけるみたいにしてリリアも顔をだした。抜けるような青空を背景にして、もくもくと黒煙がのぼっている。

「門ゲートのほうだわ！」

　リリアが指さしながら叫ぶ。でも、レインの目に入ったのは煙だけではなかった。いつだかメルに言ったように、レインの視力はずば抜けていいのだ。

「あれは……」

　銀糸の髪をなびかせるイヴリンと、

「どういうことだ？」

　メル・ホワイトの姿がある。

　メルはジパングからの舶来品だという簪カンザシを媒介にして防御魔法を展開させていた。この距離でも水晶クリスタルのような壁を見ることができる。

　二人はあきらかに戦闘状態にあった。

「あいつら、なにしてんだよ」

　レインは奥歯を噛かみしめた。すぐさま聖徒会室を飛びだし、廊下の一角に設置されている消火栓と書かれた箱を蹴けり破る。箱の中にはホースが丸められており、片方の先端は給水栓に接続され、もう片方は放水を調節するための金具が装着されていた。レインはホースを手にして、急いで聖徒会室に戻る。

「ちょっと、そんなのどうするつもり？」

「時間がないんだ」

　レインは窓の外へホースを投げた。それから急いでベストを脱いで、ホースに巻きつける。それを上から握りしめて、窓枠に足をかけた。

「レインっ!?」

　リリアの戸惑いの声にきちんと答えている余裕はない。

「ぼくは先にいく」

　窓枠を蹴って、思い切りよく飛びだした。ホースを伝って一気に滑りおりる。ただし、ホースの長さは地面まで三、四メートルほど足りていない。最後はジャンプして地面に着地した。そのまま、イヴリンとメルがいるはずの門ゲートへ向かって走りだす。

「いったい、どういうつもりだ、イヴ！」
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　──それよりも三〇分ばかり前のこと。



「ねえ、メルメル、電話だってさ」

　メル・ホワイトが女子寮の食堂で、トングをわっしわっしと開閉させながら、クロワッサンを一つでがまんするか、それとも二つ食べてしまうかで悩んでいると、ルームメイトのマーガレットが声をかけてきた。そばかすがチャームポイントのマーガレットは、オスカー・ベネトン封規委員長のファンクラブに入っている。

「ありがと、マギー」

　メルは朝食のクロワッサン問題を一時中断して、寮の共有電話ボックスへと向かった。

「お待たせしました、メル・ホワイトです」

　電話の相手はホワイト家が雇っている私立探偵からだった。

　メルはレインに頼まれて、探偵にブラッドベリ家の動向をさぐらせていたのだ。

　探偵はまず電話での報告を詫わびた。プロならば第三者に聞かれる可能性がある通信は避けるべきだ。それでも電話を利用したということは、情報の機密性がそれほど高くないことを意味している。同時にある程度の緊急性をも有しているのだろう、とメルは察した。

　探偵は簡潔に事実を述べた。

「どうやら、クロワッサンを二個食べている場合じゃないみたいだね」

「は？」

「いやいや、こちらのことだよ」

　一度通話を切り、すぐさま聖徒会の特別寮へ電話をかけたのだが、誰だれもでない。レインは学院にいるのだろうか。でも、昨夜のように電話の約束もしていない。

　とにかく学院へ向かおう。そう判断して、メルは寮を飛びだした。

　聖徒会室を目指して、学院の門ゲートへつづくスロープをかけあがる。

「待っていたぞ、戦管の小娘」

　唐突に声をかけられ、メルは足をとめた。

　朝日に透ける銀の髪、金色ゴールドの双そう眸ぼう、人形のような華きや奢しやな手足。

　歴代最強の聖徒会長と謳うたわれ、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の名でおそれられている学院の頂点、イヴリン・ブラッドベリが木の上に腰かけていた。

「やあ、イヴリン。ずいぶん早いね」

　軽く答えつつ、メルは身構える。昨日から封規委員を中心に捜索されていたにもかかわらず見つかることのなかったイヴリンが自分から姿を現したのだから。

「ふん」

　イヴリンは鼻を鳴らし、にやりと笑った。少女の格好を借りた悪魔の笑みだ。

「ボクを待っていたというのは、どういうことだい？」

　イヴリンはスカートをひるがえらせながら、ひょいと木から飛びおりる。

「なんてことはない。戦管の会議室にかけられている魔法をちょっとばかり解除してもらいたいだけだ。きさまにはその権限があるだろう？」

　戦挙管理委員会が使用している会議室には何代もの委員たちが、一〇〇年以上の時間をかけ、いくえにも施した防御魔法がかけられている。戦管の許可なく入室はできない。イヴリンであってもそれを突破するのは簡単ではないはずだ。

「理由を聞かせてほしいな」

「四の五の言わずに、わたしの言うとおりにしろ」

　微笑ほほえみながらも、イヴリンは威圧的に言う。イヴリンは小柄だが、メルは巨人にでも見おろされているような気分だった。額を汗が伝う。

「納得できる理由を提示できないのなら、たとえ聖徒会長相手でも許可できない」

　メルのきっぱりした返答に、イヴリンは深い息をついてみせた。

「今のわたしは気が立っている。めんどうなことにならないうちに案内しろ」

「悪いけど、戦挙管理委員は中立機関なんだ」

「そうか、わかった」

　言って、イヴリンは右手を掲げた。

「少しばかり調教してやる」

　メルは胸のポケットから素早く簪カンザシを抜いた。

「防衛倫理プロテクトコード──《赦さずの殻ハート・シエイプト・ボツクス》」

　魔法壁を展開させたのと、イヴリンの魔法がメルを襲ったのは同時だった。

　衝突によって、互いの魔法式が虚空を躍り、弾はじける。

　メルの能力認定は〈ＬＥＶＥＬ４ストラングラーズ〉である。けれど、相手が〈ＬＥＶＥＬ５ダムド〉であっても、その攻撃を防ぐことができるだけの自信があった。

　けれど慢心は許されない。

　目の前の少女は最強の聖徒会長イヴリン・ブラツドベリなのだ！

　イヴリンが地面を蹴ける。メルが展開させている魔法壁に突進し、右手を突きだした。魔法壁が反応し、イヴリンを弾きかえそうとする。並の魔導師ならば手も足もでないはずだ。それどころか、こんなふうに無理に突破しようとすれば逆に大おお怪け我がをしてしまう。

　けれど、イヴリンは微動だにしない。膨大な魔法式が空中で文字化され、消費されていく。暴風が生みだされ、木々が大きくしなった。地面には亀き裂れつが生じている。魔法壁の内側にいるメルのもとにも強い風が届く。

「さすがは戦挙管理委員に名を連ねるだけのことはある、悪くない」

　イヴリンはにやりと笑う。

「だが、甘い。式に綻ほころびがあるぞ？」

　イヴリンの手がメルの魔法壁をゴムかなにかのようにたわませる。

「くっ！」

　ダメだ、このままでは突破されてしまう。

　魔法壁を張りつづけているあいだはメルに攻撃の手段はない。守りに徹していなければすぐにでも破壊されてしまうだろう。けれども、イヴリンを相手にするにはもっと強力な魔法壁が必要だった。そうするには、今の魔法壁を一度解除する必要がある。おそらく、その瞬間に捕ほ捉そくされてしまうだろう。仮にそれを逃れられたとしても、強力な防御魔法を展開するための魔法詠唱がイヴリンの第二撃よりも早くに終えられるはずがない……。

「さあ、おしまいだ」

　そして──魔法壁が破られる。砕けた式が破片となって飛び散りメルの頬ほおを傷つけた。

「覚悟しろ」

　イヴリンの細い腕がメルへと伸ばされ──。



「おイタがすぎるぞ、イヴ」

　彼の声がした。



　　　　　†



　ギリギリのところで間にあった。レインはイヴリンとメルのあいだに割って入る。

「邪魔をするな！」

　メルへと伸ばされていたイヴリンの手が、今度はレインの首をとらえた。そのまま強い力で押し倒され、背中をしたたかに打つ。

　イヴリンの小さな手に力がこもり、気道が圧迫された。それでもレインは強くイヴリンを睨にらみ据えた。

「おまえはいったい、なにをしているんだ？」

「きさまには関係ない」

　レインは自分の首を押さえているイヴリンの手首を握りしめる。

「おまえは聖徒会長なんだ。そしてぼくは書記だ。おまえの暴走を食いとめるのも──」

　ぼくの役目なんだよと、レインがいつものように口にしようとしたところで、

「今日かぎりで聖徒会長など辞めてやる」

　イヴリンは言い捨てる。その目は真剣そのもので、迷いのようなものは見当たらない。

「……おまえ、なに言ってる？」

「聖徒会長であるかぎり、回廊魔法グライムスの呪いで、この学院からはでられない。ならば、わたしは聖徒会長を辞める」

「本気で言ってるのか？」

「そうだ」

「ぼくを裏切るのか？」

　イヴリンは一瞬だけ躊ちゆう躇ちよを見せた。それでも最後にははっきりと言った。

「……そうだ。きさまとの契約は解消する。聖徒会執行部も解散だ。《聖者の歯車ロードギア》が欲しいのなら、レインが聖徒会長に立候補すればいい」

　戦管専用の会議室には会長の名が刻まれた石板モノリスが保管されている。聖徒会長に選ばれた者は、聖徒の承認を得ると、自動的にそこに名前が刻まれるのだ。同時に回廊魔法に囚とらわれ、学院の敷地内に閉じこめられてしまう。

　聖徒会長であることと、石板モノリスに名前があることは不可分なのだ。

「石板モノリスを壊すつもりだったのか？　それでメルを襲ったのか？」

　イヴリンは答えない。

「外へでたいのか？」

　なおもイヴリンは答えない。冷たい瞳ひとみをレインに向けているだけだ。

「それは伯爵家から届いた手紙となにか関係があるのか？」

　レインが踏みこんだ質問を口にすると、イヴリンの顔に明らかな動揺が走った。

「どうして知っている!?」

　イヴリンが激昂した瞬間、レインは強く目をつむった。

　直前に、鮮やかな紅を視界の隅にとらえていたからだ。

　リリアは片膝ひざをついて、大きな石を握った右手をふりあげていた。そして左手を使い、地面になにかを突き立てている。レインの勘違いでなければ、あれは閃せん光こう弾だ。

　イヴリンはレインの言葉に動揺して、リリアに気づくのがわずかに遅れた。

　そのわずかの時間は、しかし、戦場では決定的なミスたり得る。

　レインはまぶたを閉じていたものの、リリアが閃光弾に向かって石をふりおろすさまが、まざまざと想像できた。本来ならば魔銃剣ガンブレードの撃鉄ハンマーが弾丸を叩たたくことで発動する閃光。リリアはそれを石で代用するつもりなのだ。

　世界が光に満たされる。

「く、うっ!?」

　イヴリンの苦く悶もんの声がレインの耳を打った。

「悪いな、イヴ」

　レインは囁ささやき、琥珀色アンバーの瞳ひとみを開く。

　イヴリンの全身を巨大なシャボン玉を思わせる半透明の膜が覆っていた。

　メルが生みだした魔法壁だ。シャボン玉の表面には『漢字』とかいう異国の文字を配列した魔法式が浮かんでいる。

「こんなもの！」

　イヴリンは魔法壁にこぶしを叩たたきこんだ。壁は大きく変形したが、イヴリンが手をひくと、もとの形に戻った。イヴリンは不思議そうに自分の手を見つめていた。

「ふん」

　イヴリンはすぐさま魔法の詠唱をはじめる。

《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の名に恥じない不気味な文言が並んだ。

　イヴリンが創造する地獄。

　イヴリンが再演する悪夢。

　──しかし。

「……ぐおっ……なんでだ！」

　その爆撃によってさえ魔法壁が破られることはなかった。ただ、シャボン玉がぽよん、ぽよんと揺れただけだ。それは、場違いにも牧歌的な光景だった。

「無駄だよ、イヴリン」

　と、メルは誇らしげな調子で言った。

「ボクの最高傑作なんだ。きみが相手でも二四時間は耐えられる自信がある」

　シャボン玉のような薄い膜でしかないのに、魔法壁に綻ほころびはない。イヴリンが発動させた爆撃魔法はシャボン玉の中から飛びだしてはこなかった。そのために、ダメージを受けたのはイヴリンただ一人だけだった。制服がズタズタに切り裂かれている。

「くそっ！」

　イヴリンはぐにぐにと魔法壁を押したり、蹴けったりしている。

「魔法式が複雑で、詠唱に時間がかかるのが最大の難点だけど、強度は確かだ。きみがレインと話しているうちに組ませてもらった」

　レインがイヴリンと会話を長引かせて時間を稼ぐ。次いでリリアが油断しているイヴリンの視界を奪う。最後に詠唱をすませたメルの魔法でイヴリンを拘束する。

　レインとリリア、そしてメルの三人による、打ちあわせなしの即席連係プレーというわけだ。なんとかうまくいった。レインはそっと薄い魔法壁に触れる。向こうからイヴリンがこぶしをふったが、それがレインに届くことはなかった。

「とりあえず捕獲はできたな」

　イヴリンはシャボン玉の中で「がうがう」と吠ほえている。

　さて、これからどうしよう？



「わたしをここからだせ！　さもないと、ひどい目に遭わせるぞ！」

　イヴリンは壁を殴りつづけている。でも、シャボン玉みたいな壁、というか膜は、ゆよーん、ぽよーんと柔らかく揺れるだけだ。表面を油膜みたいに魔法式が流れていく。

　場所を移して、そこは聖徒会室であった。一般の聖徒が登校してくる前に、ここまで移動してきたのだ。

「ええい、忌々しい！」

　力技で破壊できないものに、イヴリンはかなり苛いら立だっている。駄々をこねる子供みたいに手足をばたばたさせていた。先ほど、イヴリンが魔法壁の内部で爆撃魔法を発動させたので、制服は焼け焦げて、ところどころが破けてしまっている。おかげで白い素肌があちこちから覗のぞいていて、なんだか背徳的な光景だった。

　そんなことをあらためて認識していると、急に左耳をひっぱられる。

「痛い」

　見れば、リリアがとても怖い顔をして、レインを睨にらんでいた。

　ほとんど同時に右足を踏まれている。

「痛い」

　今度はメルだった。レインのブーツの上でがしがしと足踏みをしている。

「二人ともなんだよ？」

「なんだよ、じゃないわよ！　女の子がこんな格好になってるのに、ガン見とかありえないでしょうがっ！」

　リリアが言うと、メルがそれにつづく。

「ミス・バラードの言うとおりだ。紳士たるもの、その態度はいかがなものかと思うね」

「いや、そんな急に責められても……」

「やんわりと目をそらすくらいのことをすべきだって言ってるのよ」

　リリアがレインの左耳をぐにぐにとひっぱってくる。

「それともなんなの、女の子の下着見れてラッキーとか思ってたわけ？」

「きみはそんなにハレンチなことを考えていたのか！　見損なったよ、レイン！」

「憶測でものを言うな。って言うか、イヴの下着なんて今さら見飽きてる」

「「どういうこと!?」」

「あ、いや……ぼくはイヴのお世話係みたいなものだし……」

　リリアの目が三角形にとんがる。

「この犯罪者め！　そういえば、わたしの……は、裸とか着替えとかも覗のぞいたし……。うう、謝って！　今すぐこの場で謝って！　そして慰謝料を払って！」

「だからいちいち蒸しかえすなよ」

　そして金銭に結びつけるな。

　ふと気づくと、リリアのひと言で、メルの顔が固まっていた。ぽかんと口をあけて、目を見開いている。でも、すぐに猛然とレインにつかみかかってきた。

「ど、どどど、どういうことだ、レイン！」

「うわっ!?」

「ボクの裸とか着替えとか見てないのに、ミス・バラードのことは覗いたというのか！」

「落ちつけ、メル。言動が微妙におかしなことになっている」

「え、あ、いや、今のはその……」

　レインから手をはなし、こほん、とメルは咳せき払ばらいをした。顔が真っ赤になっている。

「し、失礼した」

　むにゃむにゃと言って、メルはうつむく。さらさらした金髪ブロンドがメルの頬ほおに影をつくる。

「ちょっと動揺してしまって……」

　レインは下を向いて真っ赤になっているメルの頭をぽんぽんと撫なでるようにして叩たたいた。

「まあ、気にするな」

　その様子を、リリアがじっとりした目で見ている。

「……なに？」

「べつにっ！　なんでもっ！　ないけどっ！」

　変なやつ。

　とにかく、今はこんなことをしている場合ではないなとレインは気持ちを切り替える。

「イヴ」

　呼びかけるが、イヴリンは反応しない。

「さっきのつづきだ。伯爵家から届いた手紙にはなんて書いてあったんだ？」

「きさまには関係ない」

　イヴリンはいじけたようにシャボン玉の中で寝がえりを打つだけだった。

　ゆよーん、ぽよーん。

「最初にちゃんと言ってくれていれば、ぼくだって協力したさ。今からでも話してくれ」

　イヴリンは答えなかった。カチ、カチ、と部屋の中で時計の針が進む音がする。

「アヴリル・ブラッドベリ」

　なにも言おうとしないイヴリンにかわって、メルが口を開いた。その名前をだしたとたんに、イヴリンが勢いよく起きあがる。

「なぜ、知っている？」

　金色ゴールドの瞳ひとみを鋭くさせて、イヴリンはメルを睨にらみつけた。

「それは誰だれなの？」

　リリアが訊たずねる。

「イヴリンの双子の妹君だよ」

「初耳だな。イヴには妹がいたのか？　それも双子の？」

「少し前まで、アヴリル・ブラッドベリは公式には存在しないことになっていた」

　なるほど。貴族の家系で双子は喜ばれない。

　大昔は、双子や三つ子を宿した母親を畜生腹と呼んで蔑さげすむことがあった。犬や猫のように一度に子を生むことは卑しいこととされたのだ。

　現在ではそのような偏見はなくなりつつあるが、やはり、貴族などの相続問題をはらむ家系ならば、双子は忌むべき存在と言わざるを得ないだろう。正確には、ブラッドベリ家は貴族ではないが、権力を二分しかねない双子が歓迎されるとは思えなかった。

「アヴリル・ブラッドベリは、存在を秘匿され、幼少期より屋敷の外へでることを禁じられて育てられた。そうだね、イヴリン？」

　イヴリンは返事をせず、メルを睨にらみつづけている。

「だが先ごろ、存在しなかったはずのアヴリル・ブラッドベリの名前がブラッドベリ家の末席につけくわえられる、ある事件が起こった」

「なにがあった？」

　レインは先を促す。

「それを説明するにはフィッシュボーン伯爵のことを紹介しなければならないね」

「フィッシュボーン伯爵家なら聞いたことがあるわ」

　リリアがあごに指を当てて考えこんでいる。

「確か、高名な魔法人形師ドールメイカーがいたはずよ」

「ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンだね。フィッシュボーン伯爵家の現当主だよ。フィッシュボーン伯爵家は王室から追放されたブラッドベリ家を最初に保護した一族だ。以来、一〇〇年近く交際がつづいている。田舎貴族のフィッシュボーン伯爵家は闇やみ稼業のブラッドベリ家とあえて懇意にすることで独自の地位を確立し、発言力を維持してきたんだね」

　ウィルフレッドの名を聞いてからのイヴリンは、憎悪のこもった表情を浮かべている。

「その伯爵さまと、イヴの妹とのあいだになにかがあったわけだ？」

　レインが言うと、メルはうなずいた。さらさらの髪がふわりと揺れる。

「このたび、二人の結婚が決まった」

　なるほど、それが送られてきた手紙の内容なのか。

「それは……めでたい話ではないんだな？」

「まだ一七だぞ！」

　イヴリンが声をはりあげる。

「学校にかよっていないのなら結婚していておかしくない年齢だ」

「アビーは結婚なんて望んでいない！」

　まるで悲鳴のようだった。

「あいつは、わたしを縛りつけるための人質なんだ」

「人質とは穏やかじゃないな」

「わたしのために犠牲になろうとしているんだ。アビーには魔法適性がない。閉じこめられ、自由を奪われ、その揚げ句に政略結婚だぞ！　あいつのことは、わたしが守ってやらなければならないんだ！」

「……なるほど」

　レインの中で、イヴリンがひき起こした一連の騒動の裏側が見えてきた。

　イヴリンは規則に縛られたりしない。ブラッドベリ家に籍を置くことにも固執しないだろう。今でこそ聖徒会長の座におさまっているために学院の外へでることはかなわないが、そうでなかったとしたら、勝手にどこかへ消えていたかもしれない。

　イヴリンを自由にさせないために、双子の妹は人質とされた。

　その妹が、今度は望まぬ結婚を迫られている。イヴリンは、妹のところへ戻ろうとしていた。そのための《聖者の歯車ロードギア》であり、聖徒会長を辞職するという発言だったわけだ。

「ずいぶん大切にしているんだな」

「黙れ」

「なんだ、家族想おもいを指摘されたものだから、恥ずかしいのか？」

「ここからだせ、さもないときさまを八つ裂きにする」

「それは怖い」

「冗談だと思っているのか？　こんな魔法壁、本気になれば破れないわけがない」

「だろうな。おまえが本気になれば、そこからでることも、ぼくを八つ裂きにすることもできるだろう」

「なら」

「ダメだ」

　イヴリンの言葉を遮るようにしてレインは言った。

「おまえを学院の外へはださない」

　なぜなら、聖徒会長を一度辞めた者は二度と立候補できないからだ。イヴリンに聖徒会長を辞められては困る。これは自分のエゴだ。イヴリンをこの学院に閉じこめているのは他ほかならぬレイン自身だ。そして、これは譲れない。

「きさまっ！」

　イヴリンが牙きばをむくが、レインはあくまでも淡泊に応じた。

「落ちつけよ。折衷案がある」

「……折衷案だと？」

　レインはイヴリンの金色ゴールドの目を見つめた。

「ぼくがおまえの妹を助けにいく。伯爵さまから花嫁を強奪してきてやろう」

　イヴリンがレインの琥珀色アンバーの瞳ひとみを見つめかえしてくる。

「どうだ、悪くない案だろう？　ここにおまえの妹を連れてきてやる」

　少なくとも、《聖者の歯車ロードギア》をさがすよりも、ずっと簡単だ。

　レインはシャボン玉の膜にこぶしを押しつける。イヴリンはレインのこぶしを少しのあいだ眺めていた。リリアもメルもなにも言わなかった。沈黙が部屋の中を満たす。

「伯爵家にのりこむというのか？」

「そうだ」

「あそこにはブラッドベリの護衛もいるぞ」

「うまくやるさ」

　イヴリンはわずかに口を閉ざし、それから言う。

「……どうやって、レインを信じればいい？」

「信じるな。残念ながら、ぼくは嘘うそつきだ」

「その言葉も嘘か？」

「可能性はある」

「ふん、嘘つきだという言葉が嘘なら、きさまが正直者ということになるではないか。でも、きさまが正直者ならそもそも嘘をつくはずがない。矛盾が生まれてしまう」

「おまえは賢いよ」

「バカにしているだろう？」

「まさか、心にもない」

　イヴリンはようやく小さく微笑ほほえんだ。緩んだくちびるからかすかに息がもれる。

「今の言葉は嘘だな」

　やがて、イヴリンが右のこぶしを突きだしてきた。

　シャボン玉を隔てて、レインのこぶしとぶつかりあう。

「……一度だけだ。騙だまされてやる」

　イヴリンはレインの目を見つめながら言った。

「どうか妹を助けてくれ」

「しおらしいじゃないか」

「褒め言葉として受けとっておく」



　　　　　†



　車掌の笛の音を合図に、列車のドアが閉められた。レールの軋きしむ音を響かせて、ゆっくりと車体が動きだす。

　仕切り部屋コンパートメントのボックス席に向かいあうようにして、レインとリリアは腰かけていた。

















　リリアは肘ひじをついて、レースの手袋をした手のひらに、ほっぺたをのせた姿勢で、外を睨にらむみたいにして見ている。ほっぺたのお肉がむにっと寄っていた。

「もしかしてだけど怒ってたりする？」

　訊たずねると、ぎゅいん、とリリアに睨まれる。

「どうして、わたしがこんな格好なのよっ！」

　リリアはフリルがたっぷりあしらわれた衣装ドレスのスカートをばさばささせた。

「こんなって、それ高いんだぜ？」

「そうでしょうよ！」

「それに、かわいいじゃないか。よく似合ってるよ？」

「か、かわ……っ！」

　リリアはうにうにとくちびるを波立たせている。

「かわいくないっ！」

「怒りどころがわからん」

　学院の制服姿は目立ちすぎるので、レインとリリアは事前に服を着替えていた。

　リリアはいいところのお嬢さんといった装いだ。ふわふわしたスカートはリボンとフリルで飾られている。頭には花飾りのついた帽子をのせていた。豊かな赤毛は邪魔にならないよう、サイドで結んである。

　対するレインは、お嬢さまの付き人という感じで、ウールのズボンと、肘ひじにパッチのついたツイードの上着ジヤケツト、平たい鳥打ち帽ハンチングをかぶっている。

　どちらもメルが用意してくれたものだ。

　メルは学院に残った。イヴリンの世話というか、見張りをしてもらう必要があった。また、封規委員のことも対応してもらわなければならない。

「これだとむしろ目立つんじゃないの？」

「きみはね。ぼくは普通だよ」

「わたしも普通の格好でよかったのに」

「リリアが普通の格好をしてもダメさ。逆に浮いてしまう」

「……なにそれ、どういうこと？」

「姿勢がよすぎる」

「え？」

「食べ方もきれいだし、細かな仕草がちゃんとしすぎてる。しゃべり方を少し乱暴にしただけではダメなんだ。きみは根っからのお嬢さまだよ。だから、その衣装ドレスでいいんだ。きみが着れば、それが普通だから、誰だれもなんとも思わない」

　リリアは頬ほおを膨らませて、またスカートをばさばささせた。ぴかぴかの白い靴が覗のぞく。

「動きにくいわ。戦うときはどうするのよ」

　その発言にレインは思わず笑ってしまう。

「な、なに笑ってるのよ？」

「だいじょうぶ、お嬢さまは戦わなくていい。従者に任せろよ」

　ふん、とリリアは鼻を鳴らした。

「ところで、なにか作戦はあるの？」

「いいや。とくに用意してないけど、なにかある？」

「ないわよ。自信満々そうだったから、なにかあるのかと思ったのに……」

　そう言うリリアを見て、「意外だな」とレインは口にした。

「きみがイヴの妹を助けるのに、こんなに協力的なんて」

「べつにブラッドベリのためじゃないわ。ただ、貸しをつくっておきたいだけ」

「なるほど」

「それに政略結婚みたいなのって好きじゃないの。好きでもない男と無理やり結婚させられるんだとしたら助けてあげなくちゃ」

　リリアはレースの手袋をした手をぎゅっと握りしめる。同性として思うところがあるのだろう。

「頼りにしてるよ」

「従者はあなたのほうでしょ」

「そうだった」

　レインは肩をすくめ、窓の外を見る。列車のスピードがあがり、景色が流れていった。ヴァレンタリア駅を出発した高速列車は知識の都エレンブリツジを通過し、炭鉱の町ノツクスブルムを経由して、古代遺跡で有名な無音都市メリルフイールドまで向かう。なんの問題もなければ五時間くらいで到着するはずだ。そこから馬車かなにかに乗りかえて無事に山を越えられれば、蒼の谷ロツドストンに着く。フィッシュボーン伯爵邸はそこにある。

　ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーン伯爵。

　女王陛下ハー・マジエステイの命に背き、王室を追放されたブラッドベリ一族を最初に保護したフィッシュボーン家の現当主であり、魔法人形師ドールメイカーでもあるらしい。どうせ暇を持て余した貴族の道楽であろうと思ったのだが、そうでもないようだ。若くしてすでに三つの魔法特許を取得しており、彼の構築した汎はん用よう魔法式の一部は発条人形ピノツキオなどにも利用されている。

　彼はブラッドベリの自宅に招かれた際にアヴリルを見初め、すぐさま婚約を申しこんだのだとメルは語った。ブラッドベリ家はそれまでアヴリルの存在を認めていなかったのだが、このことを機に最下位の序列とはいえブラッドベリ家の人間としてアヴリルを認知し、伯爵の申し出を受け入れた。

　二人の結婚が実現すれば、ブラッドベリ家とフィッシュボーン伯爵家の関係は盤石なものとなろう。

　長く、ブラッドベリ家が所有する戻らずの樹海レメルデイアから外へでることを禁じられていたアヴリルは、現在、フィッシュボーン伯爵家にその居を移しているという。

　コンコンとコンパートメントのドアがノックされ、レインは思考を現実に戻す。

「はい」

　と答えると、たっぷりとひげを蓄えた、ずんぐりむっくりの車掌がやってきて、「切符チケツトを拝見」と言った。レインは付き人らしく、自分とリリアの分の切符チケツトをとりだして車掌に渡した。彼は特殊なハサミで二人の切符チケツトに切りこみを入れる。

「そちらのお嬢さんは？」

　車掌がしゃべると、ひげがもさもさと動いた。

「彼女の切符チケツトも、ちゃんとだしましたけど？」

「そうじゃなくて、そちらの小さなお嬢さんのさ」

　車掌が指さしたほうに目をやる。コンパートメントの上には荷物をのせる棚が備えられていた。そこにはレインたちが持ちこんだ旅行鞄トランクと、

　おやつをもぐもぐ食べているスピカの姿があった。

　浅黒い肌に、ほのかに赤い瞳ひとみ。豊かな黒髪を左右で結わえている。使用人めいた紺色のワンピースに白いエプロンを重ねた格好をしていた。

「おまえ、そこでなにしてやがるっ！」

　レインは勢いよく立ちあがった。

「はっ、見つかったのです！」

　スピカは言い、ごそごそと頭を隠す。でも、尻しりは隠れていない。

　おそらく、荷物の中にあるものに擬態してついてきたのだろう。油断も隙すきもないやつだ。レインはぐいとスピカを棚の上からひきずりおろした。

「ぴぎゃーっ、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい」

「そちらのお嬢さんの切符チケツトは？」

「すいません、こいつは赤の他人です。なので無賃乗車をしていようと関係ありません。煮るなり焼くなり好きにしてください」

　レインはスピカの首根っこをつかんで、ぐいっと車掌につきだす。スピカは細い手足をぱたぱたと動かして暴れた。

「レイくんは鬼なのです！　ひとの皮をかぶった悪魔なのです！　バナナの皮で滑って転んでしまえばいいのです！」

「なんだって？」

「ごめんなさい、ごめんなさい。本心を言ってごめんなさい」

「おまえ、本当は人見知りでもなんでもないだろう……」

「ちょっと、レイン」

　リリアがぺしっとレインの手を叩たたき、スピカを助けだす。

「かわいそうじゃない」

　それから、車掌に向かって「この子もわたしたちの連れですの」とお嬢さま然とした調子で言った。リリアに笑いかけられ、ずんぐりとした車掌は顔を赤くしている。

「そうでしょう、レイン？」

　お嬢さまに言われて反論する付き人なんていない。

「……ぐ、いい性格してるじゃないか」

　レインはスピカの分の切符チケツトを新たに購入した。ちなみにこの旅費は、レインが地下闘技場で稼いだ賞金フアイトマネーから捻ねん出しゆつしている。

　あとで聖徒会予算から落とせないものだろうか……。



　車掌がいなくなってから「どうしてついてきたんだ？」と、スピカを問い詰める。

「あの、えっと……その」

　スピカはもじもじと指を組みあわせながら、レインを見あげ、視線を落とし、リリアを見て、また視線を落とし、ということをくりかえした。

　それからようやく言った言葉が、

「ス、スピカもお役に立ちたいのです」

　だった。

「レイくんとリリアさんがロッドストンに向かうというお話が聞こえたので、あの、スピカも、なにかできないかな、と思って……」

　レインは額に手を当てて大きなため息をつく。そのため息に、スピカはびくんっとなった。そのまま目を伏せて、ぎゅうううっとスカートを握りしめる。

「なによ、今のため息？」

　リリアが目を尖とがらせてこちらを睨にらんできた。

「呆あきれてものも言えない、のため息」

　スピカ、と呼びかける。スピカは下を向いたままだった。

「この列車はエレンブリッジで一度停車するから、おまえはそこでおりるんだ」

　スピカは返事をしない。

「遊びにいくんじゃないんだぞ？」

　スピカはやはり返事をしなかった。

「ちょっと待ちなさいよ」

　リリアが割って入ってくる。

「なんであなたが決めてるのよ」

「なんでって、そりゃ……」

「今は、わたしがお嬢さまなんでしょ？」

「まあ、そういう設定だけど」

「で、レインはわたしの付き人なわけよね？」

「……一応は」

「じゃあ、決定権はわたしにあるんじゃなくて？」

「それはあくまでも、そういう設定だっていう話であって」

「スピカはこのまま連れていきます。あなたはわたしの決定に従えばいいのです」

「な!?」

　レインの驚きをよそに、スピカは顔をあげて「リリアさんは天使ですか？」と言って、その腕に抱きついていた。スピカが抱きつくと、リリアの胸のあたりが押しあげられて、むにゅんと動く。

「それに比べて、レイくんときたら外道なのです。鬼畜なのです」

「そうね。もっと言ってやりなさい。わたしが許すわ」

「レイくんなんて、あれです、えっと、うっかりパンツの中にスカートの裾すそを挟んで恥ずかしい思いをしてしまえばいいのです！」

　いや、スカートなんてはかないし……。

「……とんだ、下げ剋こく上じようだな、おい」

　まあ、いいか。寮からでるのを怖がっていたスピカが、外へでられたのだから。

　あと、スピカがリリアの胸を押しあげている光景は、眼福だしね。
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「──旦だん那なさま」

　突然、背後より声をかけられ、ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンは手を休めてふりかえる。

「ああ、アンナ、きみか」

　ウィルフレッドは赤みをおびた長い黒髪を肩まで垂らしている。白いドレスシャツの袖そでをたくしあげ、革製のエプロンをしていた。ウィルフレッドは清潔な布をとりあげて、オイルまみれの手を拭ふいてから、左目にはめていた片眼鏡モノクルをそっとはずす。

「どうかしたのかい？」

「お仕事中に失礼いたします」

　使用人服を着た少女──アンナ・リデルが深々と頭をさげた。

「何度も声をおかけしたのですが、お返事がなかったもので、大変ご無礼とは承知しておりましたが、勝手に扉をあけさせていただきました」

「ああ、すまなかった。どうも熱中していたようだ」

　そこはフィッシュボーン伯爵邸の地下にある、ウィルフレッドの工房だった。書棚を埋めつくす大量の書物、水晶クリスタル製の地球儀、人体模型と骨格標本、切りだされていない大小様々な宝石の原石、歯車、コイル、分解された内燃機関エンジン、実験器具の数々、薬品のつまったビンなどが所狭しと積みあげられている、ひどく雑多な空間だった。

　ウィルフレッドの前には木製の作業台があり、そこにひとが一人横たわっている。

　いや、実際には、横たわっているのはひとではなく、ひとを模した機械人形オートマタだ。

　服を着せられていない機械人形オートマタには生殖器がなく、従って、それは男でも女でもない。顔つきは中性的で、胸もなかった。少年と言えば少年だし、少女と言えば少女だ。

　頭髪がないことでいっそう性別がわかりにくくなっている。機械人形オートマタの鋼鉄製の頭ず蓋がい骨こつは切り開かれ、人間でいえば脳に当たる部位が外へ飛びだしていた。

　作業台のわきには大きさも形も違うハサミやクリップ、ピンセット、ネジまわし、メス、ペンチ、機械油などが置かれてある。

「それで、なにか用かな、アンナ？」

「お茶の用意が整ってございます。お部屋でアヴリルさまもお待ちです」

「おや、もうそんな時間か」

　ウィルフレッドは懐より懐中時計をとりだし、時刻を確認した。

「わかった、すぐにいこう。未来の伯爵夫人を待たせるわけにはいかないからね」

　ウィルフレッドは懐中時計をしまい、革のエプロンをはずした。それから今一度、作業台に横たわる機械人形オートマタを見おろす。

　魔法式を抜いているので起動するはずはない。しかし、その機械人形オートマタがほんの一瞬だけ右手を動かしたようにウィルフレッドには見えた。

「この世はさながら未完の人形劇パペツトシヨーだな」

　小さな声でウィルフレッドは呟つぶやく。

「ひとはみな、神の前では等しく無力な人形にすぎぬ。自らの意志で動いたつもりが、よくよく見れば、つながれた糸に操られるばかり」

「なにか仰おつしやいましたか、旦だん那なさま？」

「きみの『アンナ』もなかなか板についてきたなと思っただけさ」

　そう告げると、アンナは憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべた。

「そんな顔も新鮮だ」

　ウィルフレッドは微笑ほほえみ、壁に立てかけていた杖ステツキをとりあげる。杖ステツキの握りの部分には黒い卵のような黒曜石オブシデイアンが飾られていた。

「ところで、もう封書はイヴリンのもとに届いただろうか？」

「間違いなく」

















「ふふ、実に楽しみだな」

「くれぐれも油断なさいませぬよう」

「もちろんだとも」

　言って、口もとを緩める。

「さあ、それでは愛いとしいひとのもとへ参ろうか」

「心にもないことを」

「おや、これは手厳しい」

　ウィルフレッドは使用人をともない、工房をあとにした。
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　なんの問題もなければ五時間でメリルフィールドに到着しているはずだった。が、結果的には八時間もかかってしまった。大きな問題が発生したわけではないが、途中点検や燃料補給に時間をとられて発車時刻が遅れたためだ。ダイヤが乱れるのはいつものことなので誰だれも騒ぎだしたりはしない。レインたちもある程度は覚悟していたのだが……。

「お尻しりが痛いわ……」

　着飾ったリリアがスカートの上からお尻を押さえて苦い顔をしていた。

「ぼくもだ。腰も肩も首も痛い」

　旅行鞄トランクをひきずりながら、レインもうんざりして呟つぶやいた。

「スピカもお尻が割れてしまいそうなのです」

　スピカは死んだような顔をしてへたりこんでいる。

　三人ともダウンである。へろへろである。レインの場合、リリアやスピカよりも早くに回復するはずなのだけれど、痛いものは痛かった。

「これはもうダメだな。宿を見つけて、今日はそこで休もう」

　まだ日没まで少しばかり時間はあったけれど、今、乗り物を手配して出発したとしても山を越える前に夜になってしまう。夜の移動は望ましくない。

　幸いにも、ここは古代遺跡の観光名所としても有名なメリルフィールドだ。

　宿の看板はいくつも見える。実際、最新式の発条人形ピノツキオを従えた、観光客らしい紳士淑女の姿がとおりをいきかい、呼びこみが声をはりあげていた。遺跡に向かう人々が乗合馬車の前で列をつくっている。



　無音都市──メリルフィールド。

　千年以上むかし、この地には、背中に翼を持った翼の民アルコンテスなる人々が暮らしていたと言われている。

　彼らは高度な知識と技術を有していたが、どういうわけか地上から姿を消してしまった。神の怒りに触れたために絶滅させられたという伝説から、病気が蔓まん延えんして滅びてしまっただとか、翼は退化して消えてしまったのだとか、あるいは逆に翼を使って空へ帰っていったなど、いくつかの説が唱えられているが真相は定かではない。

　そもそも、翼の民アルコンテスなる人々が本当に存在していたのかどうかさえ謎なぞだ。

　その遺骨が発掘されたわけでもなんでもなく、遺跡に残された壁画や文献から、かつて背中に翼を持つ人々が存在していたらしい、と言われているだけなのだ。

　彼らが実在したという確たる証拠はどこにもない。しかし、彼らが遺のこしたとされている遺跡は、今では年に数万人の人々が訪れる観光名所となっている。



「で、どうして、三人で一つの部屋なわけ？」

　リリアがじっとりした目をレインに向けながら、不満を口にした。

「しょうがないだろ、あいてる部屋がここだけだったんだから」

　観光名所を甘く見すぎていた。予約なしのレインたちは、なかなか今晩の宿を見つけることができなかったのだ。一〇軒ほど回って、やっとひと部屋を確保したものの、そこは聖徒会寮よりもずっと狭い、物置のような部屋だった。当然ながら浴室などはなく、粗末なソファとベッドが一つずつあるだけ。窓にかかっているカーテンも妙に黄ばんでいた。

「まあ、格安だしさ、節約になっていいだろ。なにせ、誰だれかさんの切符チケツト代が追加されたからね」

　じろりとスピカを睨にらんでやる。スピカはぶるぶると震えて、リリアのスカートのうしろに隠れた。

「お嬢さまをこんなところに泊まらせるのは心苦しいけどがまんしてくれよ。もちろん、ベッドはリリアが使ってくれていい。ぼくはソファで寝るから」

「変なことしようとしたら、」

「わかってるってば」

　降参するようにレインは両手をあげた。じとーっとリリアに見つめられる。

「……なら、いいけど」

「それよりも夕飯を食べにいこうぜ。腹が減った」

　宿屋の一階が大衆食堂になっていた。味つけは大雑把だったが、量が多く、それでいて安かった。お嬢さまスタイルのリリアはいくらか目立ちもしたが、観光名所なので、貴族のご令嬢の姿があったとしても極端に不自然というほどではない。

　食事を終えて部屋に戻ると、最初にスピカが眠りに落ちた。八時間も列車に揺られていたのだから疲れもする。レインもリリアもくたくただった。なので、服を着替えて（リリアが着替えているあいだは部屋の外で待たされた）、早々に眠ることにした。

　リリアとスピカは一つのベッドで、レインはソファの上に横になる。ベッドは妙にぎしぎしと軋きしみ、ソファは表面がはげかけていたが、野宿よりもましではあろう。

「おやすみ」

　リリアが言った。

「ああ、おやすみ」

　レインも答える。間もなく眠気が訪れ、レインの意識は深いところへ落ちていった。
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「蠱コ毒ドクというまじないを知っているか？」

　男の声が聞こえる。

「大陸に伝わる古い呪のろいの法だ」

　そこは、どことも知れない薄暗い部屋だった。男が誰だれと話しているのかもわからない。彼は椅い子すに腰かけているらしい。くせのある黒髪に黒いシルクハットをかぶっている。上等そうな黒の上着ジヤケツト、よく磨かれた革靴、指には赤い宝石のついた指輪をはめていた。

「まず容器を一つ用意する。その中にさまざまな毒虫を閉じこめると、彼らはお互いを敵とみなし、共食いをはじめるのだ。相手を食らった毒虫はその毒の力をも有するようになる。一匹目が食い殺され、さらに一匹がへり、もう一匹、また一匹……」

　男の声には抑揚がない。

「そうやって生き残った最後の一匹には強力な毒呪が宿ると言われている」

　そこで、男は笑みに似たものを浮かべた。

「実に興味深いだろう？　わたしは常々思っていたのだよ。英雄とは困難な環境にあって創作される生贄であるとね」

　男は琥珀色アンバーの瞳ひとみを細める。

「さあ、毒虫を集めようじゃないか」

　……奇妙な夢だった。
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　青白い光に照らされている。

　真夜中に目を覚ましたレインの頭上をふわふわとしたものが漂っていた。

「……んぁ？」

　夜になると光を発する発光天使エンジエルフライだ。しかし、ダイロン市内で見かけるものとは異なり、その姿は波間を漂う海月クラゲ──ジェリーフィッシュのようだった。大きさは手のひらよりもいくぶんか小さい。細長い触手がゆらゆらと揺れている。

　どこから入りこんだのだろう？

　ソファからからだを起こす。列車の座席ほどではないけれど、ソファの上もお世辞にも快適とは言いがたい。腰のあたりに鈍痛があった。

　リリアとスピカは仲よくシーツの中にくるまっている。

　レインは海月ジエリーフイツシユ型の発光天使エンジエルフライをそっと手でつつみこみ、それから裸足はだしのまま窓の前に立った。迷いこんでしまった発光天使エンジエルフライを外へ逃がすために、カギをはずす。

「……こいつはすごいな」

　幻想的な光景に、思わず声がもれた。夜空を泳ぐ無数の発光天使エンジエルフライが、涼しげな青白い光を投げかけている。一瞬、リリアとスピカを起こしてやろうかとも思ったけれど、二人とも疲れているだろうし、今日のところはそっとしておくことにした。

　無音都市の名にふさわしく、物音一つしない。古代の遺跡には可聴領域の音波を吸収してしまう働きがあるらしい。日常会話くらいならば支障はないが、遺跡の内部で大声をだしても、五メートルもはなれてしまえば、聞こえなくなってしまうのだとか。今回のような旅でなければ一度見学にいってみたいものだ。

　一説によると、魔法の詠唱を不可能化するために、翼の民アルコンテスが発明したのではないかと言われているけれど、その真意も、仕組みも、まるでわかっていない。

　レインはしばらく窓辺に腰かけて、その光景を眺めていた。

「……そういや、変な夢を見たな」

　ふと思いだして呟つぶやく。目覚める少し前に妙な夢を見た気がする。ただ、目が覚めたら夢の輪郭は失われてしまう。もう、よく思いだせない。

「……どこかで会った気がする」

　けれども、それ以上を思いだすことができない。

「疲れてるのかな。寝よ寝よ」

　レインが立ちあがった、そのときだ。



　りぃぃぃぃん。



　甲高い鈴の音を思わせる音が響いた。

　同時に、世界から一切の音が消失する。

「（なんだ？）」

　口にだしたはずなのに自分の声が耳まで届かない。

「（なにが起こってる？）」

　無音都市ではこれが普通なのか？

　それとも自分の耳がおかしくなってしまったのだろうか？

　突然、部屋の中を明かりが満たした。先ほどの発光天使エンジエルフライとはくらべものにならないほどに強い光だ。ふりかえると、リリアのからだがゆっくりと宙に浮かびあがっているのが目に飛びこんでくる。

「（……リリア？）」

　するりとシーツが滑り落ちる。リリアは目覚めない。スピカもベッドの上でまるくなっているだけだった。

　光の源はリリアの指輪だった。

　昨日調べたときにはなにも起こらなかったのに、なぜ急に……？

　レインはリリアのほうへ一歩近づく。さらに一歩。もう一歩。

「（なにかに反応したのか？）」

　すべての音が消失する寸前に聞こえた、鈴のような音。あれがきっかけだったのか？

　でも、それはどうしてだ？

　リリアの指輪から翼が生みだされる光景を思いだす。

「……（翼の民アルコンテス）」

　その言葉が頭をよぎった。存在すらあやふやな古代の民。

　彼らが遺のこしたとされる遺跡のそばで、リリアの指輪が反応した。

　これは偶然なのか……？

　やがて、指輪の光が弱まってきた。宙に浮かんでいたリリアのからだも、水の中に沈んでいくかのようにゆっくりとベッドの上に戻ってきた。

「……今のはなんだったんだ？」

　自分の言葉も聞こえるようになっている。レインはリリアのベッドのそばに立ち、その手をそっと握った。指輪はほのかに温かかったけれど、もう光を発したりはしなかった。

　と、リリアがぎゅっとレインの手を握ってくる。

「……お父さま……お母さま……」

　リリアが呟つぶやいた。閉じられたまぶたの隙すき間まから涙が一筋こぼれる。

「……いか、ないで」

　強く、強く、レインの手を握る。普段は気丈な彼女だけれど、それはそうふるまっているだけなのだろう。心の奥に刻まれている傷は決して浅くはない。

「だいじょうぶ、ぼくはそばにいるよ」

　レインが囁ささやいた次の瞬間、リリアの目がぱちっと見開かれる。美しい紅玉ルビーの瞳ひとみが枕まくら元もとに立つレインをとらえた。

「悪い、起こしちゃったか」

　リリアはしぱしぱと目を瞬かせた。

「なあ、リリア、今──」

　そのときである。

「ぎゃあああああああああああああああああああああっ！」

　真夜中の無音都市にリリアの絶叫がこだました。無音都市は、もはや無音ではない。

「ぴぎゃーっ」と、スピカも驚いて飛びあがっている。

「バカ、まよな」

　かだぞ、と言い終える前に、リリアは自分の手をもぎとる。

「信じらんない！　変なことしないって言ったのに！」

「変なこと？　ち、違う！　誤解だ。ぼくは──」

「こんの────ヘンタイっ！」

　顔を真っ赤にしたリリアの平手がべちんっとレインの頬ほおに炸さく裂れつした。
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「レイくん、顔、すごいですね？」

　スピカが真っ赤に腫はれたレインの左頬をつつきたそうにしている。ちっちゃい指をぷるぷるさせながら伸ばしてきた。

「触るな。ほっとけ」

　レインは鳥打ち帽ハンチングを深くかぶって、スピカから目をそらした。

　血液中に極小汎用魔法式機関ナノマシンを回遊させているレインは、常人よりも何倍も速く怪け我がを治してしまえる。そのはずなのに、まだ腫はれているということは、かなりの力でひっぱたかれたのだということを意味していた。実際、リリアに叩たたかれてからの記憶がない……。

「わたしは悪くないわ」

　ぷんっと頬ほおを膨らませてリリアは馬車の窓から外を覗のぞく。

　メリルフィールドから目的地のロッドストンまでのあいだに列車はない。線路をひく計画はあるらしいのだが実現されるのはずっと先のことになるだろう。

　徒歩での移動はあまりにも時間がかかるので、山越えの馬車を雇うことにした。それでも、おそらく二時間はかかるだろうと言われた。

　舗装されていない道を進むせいでかなり揺れる。

　結局、レインはリリアに昨夜のことを話せていなかった。リリアはレインが寝こみを襲ったものと思いこんでいるらしい。説明させてほしいと言っているのに、朝からまともに口をきいてくれないのだ。

「だからさ」

「ヘンタイ」

「あのなあ」

「恥知らず」

　少し話しかけるだけで、この調子だ。

　レインは深く深くため息をついた。それから窓の外へ目を向ける。

　うっそうとした森の中は、日中だというのに薄暗い。気温もいくらか低いようだ。

　しばらく車内は無言に支配されていた。

　けれど、その静寂は馬のいななきによって、かき消されることとなる。

「ぴぎゃーっ」

　馬車が揺れをともなって急停車し、スピカが悲鳴をあげた。

　外から「なんだおまえたちは!?」という御者の声がする。

　レインは素早く窓の外へ視線を走らせた。お世辞にもまともとは言いがたい格好の男が二人見える。それぞれ斧おのと剣を構えていた。

「まずいな、盗賊だ」

　辺境地域ではそれほど珍しくもない。先の大戦が終わり、職を失った傭兵マーセナリーたちの次の就職先が盗賊だ。昼間ならば問題はないだろうと思っていたのだが、どうやら見通しが甘かったようだ。

「リリアとスピカはここで隠れているんだ。カーテンはひいておけ！」

「ちょ、ちょっとレイン！」

　リリアの制止をふり切ってレインは素早く扉を蹴けり開けた。今まさに馬車の扉に手をかけていた男の顔面にクリーンヒットする。

　盗賊たちが異変を察して一斉にレインを見た。

　六人。当然ながら、全員が武器を手にしている。

「てめえ、なにしやがる！」

　顔面に扉を食らわせてやった男が、鉄球を鎖で結びつけた棍こん棒ぼうをふりおろしてくる。

「こっちのセリフだよ」

　レインは鉄球をよけ、男のほうへ一歩踏みこんだ。防具もなにもしてない膝ひざに重い蹴りをお見舞いしてやる。半月板が割れた感触。男は悲鳴をあげてその場に倒れた。

　ちらりと御者に目をやる。殺されてはいなかったが、ひきずりおろされ、顔を殴られていた。助けないといけない。

「この野郎、なにしやがる！」

　べつの男が叫びながら農耕具のような武器を大きくうしろへとふりかぶる。

　レインは男の武器の間合いにあえて踏みこんだ。かぶっていた鳥打ち帽ハンチングが脱げて、地面に落ちる。柄えが長すぎる分、男は接近した敵レインにうまく対応できない。その首筋──頚けい動どう脈みやくに掌底を打ちこんでやった。血流が乱れて、男は気絶する。この盗賊たちはそれほど実戦に慣れているわけでもないらしい。動きがまったくの素人だ。

「あと四人」

　四人が四人とも、レインに視線を向けてくる。その隙すきに御者が走って逃げていくのが見えた。お金を払って雇ったのだから、それは職務放棄になるわけだが、まあ、この場合は仕方がない。

「てめえ、小僧。なにしやがる！」

　なにしやがるってのは流行語かなにかか？

「あなたがこのグループのボス？」

　左目に革の眼帯をした黒衣の男にレインは問いかける。男は手に幅広の重量刀を持っていた。鎧よろいごと立ち切るためのもので、時代錯誤も甚だしい。今どきの戦場で、そんな剣は役に立つどころか荷物にしかなるまい。

「だったらなんだ？」

「ここで退いてくれませんか？」

「ああ？」

「ここで退いてくれれば、こちらも深追いしません」

　男は眼帯をしていないほうの右目を細める。爬は虫ちゆう類るいめいた冷たい目だ。この男だけは、いくらか経験を積んでいそうだった。ひとを殺したこともあるだろう。

「ずいぶんな自信じゃないか、小僧」

「お仲間のお二人が地面に倒れている現実を見て判断していただきたい」

　一人は膝ひざを砕かれてうずくまり、もう一人は完全に意識を失っている。

　眼帯の男を除いた三人は無表情でレインを見つめていた。眼帯の男は転がる二人を一いち瞥べつする。それからレインを見て、目を細めた。

「わかった、手をひこう」

　眼帯の男は言い、剣を鞘さやにおさめる。

「おまえらも武器をおろせ。今回は相手が悪かったようだ」

　部下たちは渋々といった様子で武器をさげた。

　それを確認してからレインも構えを解く。

　しかし、そのとき。

「バカがっ！」

　背後から声がした。急いでふりかえる。馬車の上にいたらしい小柄な男がレインめがけて飛びかかってくるところだった。左右の手に鉤かぎ爪づめのようなものを装着している。

「もう一人いたのかよ」

　最初に数えた六人というのは誤りで、盗賊は七人だったようだ。レインは左手を犠牲にして鉤爪を受けようとした。多少傷ついても極小汎用魔法式機関ナノマシンが働いてすぐに治る。

　しかし、小男がレインに到達する前に、

「わたしを忘れてもらっちゃ困るのよね！」

　リリアが空中にいる小男の足首をつかんで、地面に叩たたきつけていた。

「ぐおっ──なにしやがる！」

　地面に顔を打ちつけた小男もまたそのセリフを口にした。

「背後から飛びかかる卑ひ怯きよう者もののさらに背後から攻撃をしたのよっ！」

　リリアはひらひらした衣装ドレスのスカートをひるがえし、ぴかぴかの白い靴で小男の顔面を蹴けりあげた。小男はうしろに倒れて、それきり動かなくなる。

　それを見て、レインは頭を抱えた。

「へへ、こいつは驚いた。こんなかわいこちゃんが乗ってたなんてよ」

「おれたちツイてるぜ」

「最近ご無ぶ沙さ汰ただったからな、へへへ」

　男たちが下卑た声で笑い、濁った目をリリアに注ぐ。

　戦意を高揚させてどうするんだ。だから、でてくるなと言ったのに……。

「たっぷりと遊んでやるぜ、お嬢ちゃん」

　眼帯の男が再び剣を抜いた。男たちはレインたちを包囲し、じわじわと距離を詰めてくる。レインは一歩後退、リリアは木の枝を拾いあげて構えた。

「どうして、隠れてなかったんだよ？」

「勘違いしないでよね。家来のピンチを救うのも主人の務めだからよ」

「……そんな主人はいない。そして、この主従関係はあくまでも演技だ」

「うっさい！」

　リリアは剣に見立てた枝で、強烈な突きをくりだした。斧おのを手にしていた男の左肩を強く打つ。

「──ぐっ!?」

　男がよろけたところに、もう一打。枝を素早くふり落として手首を叩たたき、斧をからめとってひきぬく。男は斧を地面に落とした。リリアはスカートをばさりと払って一歩踏みこむ。男の無防備な胴めがけて枝をふるった。男はなす術すべもなく、胃液を吐きながら地面に倒れる。

「たっぷり遊んであげるわ、おじさま方」

　リリアはにやりと笑った。

「くそがっ！」

　同じく斧を持った赤ら顔の男が大きくそれをふりかぶる。動作が大きい分、隙すきだらけだ。レインは男の肝臓めがけてこぶしを叩きこんだ。男は泡を吹いて倒れた。

「「あと二人」」

　レインとリリアの声が重なる。

　幅広の重量刀を持つ眼帯の男と、刃こぼれのある剣を構えた男が残されている。

　欠けた剣を持つ男が叫びながら突進してきた。リリアが木の枝で男の剣を素早くちょんと叩く。切っ先がぶれて、男はあらぬほうへ突っこんでいった。レインは男の勢いを利用して、手首をひねり、ぐるりと持ちあげるように、しかし実際にはほとんど力もかけずに男を地面に倒した。咳せきこむ男の胸の上にリリアが足をのせ、起きあがれなくさせる。

「さあ、残るのはあなただけよ？　まだ戦う？」

　この盗賊グループのボスである眼帯の男は六人もの仲間を失い、歯を食いしばっている。

「剣を捨てなさい」

　リリアが命じ、男は渋々と重量刀を地面に投げ捨てた。

「悪かった。見逃してくれ」

「さっきも騙だまそうとしたやつを簡単に信じると思う？　ふん縛ってあげるから、両手を頭の上にのせて、ひざまずきなさい」

　男は頷うなずき、ゆっくりと手をあげていく。

　が、男は懐から素早く自動拳銃ハンドガンを抜いて、リリアに銃口を向けた。

　バン、という銃声が一発。

　鳥たちが一斉に飛び立つ。馬車につながれている馬がいなないた。

　左腕が熱い。見れば、上着ジヤケツトが濡ぬれていた。

　眼帯の男がリリアに向けて発砲する寸前、レインはリリアを突き飛ばしたのだ。食らうつもりはなかったのだが、かすってしまったようだ。

「レインっ!?」

「これくらいなら大したことない」

　眼帯の男は舌打ちをした。

「次ははずさねえ。死ねよ、ガキども」

　そのとき。

「……うわああああああああああっ！」

　場違いにも甲高い声が、森の中を響きわたる。

　今まで馬車の中で隠れていたはずのスピカが声をあげながら飛びだしてきたのだ。

　あのバカ！

「はっ、ガキが、まだ隠れてやがったのか！」

　眼帯の男はとっさに、スピカのほうに狙ねらいをかえる。

「くたばれ！」

「スピカっ！」

　レインは叫んだ。でも、どうしても間にあわない。

「スピカだってお役に立ちたいのですっ！」

　スピカも叫んだ。そして、スピカはぴょんとその場から跳躍する。

「リリアさん！」

　引鉄トリガーがひかれる直前──スピカのからだが視覚化された魔法式につつまれた。

　眼帯の男がはなった弾丸は、スピカの魔法式に弾はじかれてしまう。

　リリアが地面を蹴けっていた。フリルとリボンのスカートがばさりとはためく。

　魔法式につつまれていたスピカが空中にて、ひとふりの剣へと姿をかえた。

　美麗なる装飾が施されたそれはさくりと地面に突き立った。

　それは単なる剣ではない。折れてしまったリリアの魔銃剣ガンブレードと、寸分も違わない見事な擬態であった。

　リリアはそのグリップを握り、魔銃剣ガンブレードを素早くふるう。

　眼帯の男が手にしていた自動拳銃ハンドガンの銃身が真っ二つになった。

　切っ先が、男の首に突きつけられる。

「勝負あったわね」

　リリアはにやりと笑った。
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　窓の外が騒がしい。

　アヴリルは小説ノベルスを閉じて、ベッドからそろりと抜けだした。窓辺に立つと、ロッドストンが蒼あおの谷と呼ばれるゆえんたる、蒼い壁をした家々を望むことができる。

　なんだろう、と思いアヴリルは金色ゴールドの目を細めた。

　遠く、町の広場に人だかりができているようだった。アヴリルのいる部屋まで声が聞こえてきているのだから、かなりのことが起こっているのだろう。

　火事かなにかだろうか。それにしては煙があがっていない……。

　アヴリルは観劇眼鏡オペラグラスを持ちだして、レンズの中を覗のぞきこむ。

　広場には荒縄でぐるぐる巻きにされた男たちが「わたしは盗賊です」と書かれた板を首からさげて座っていた。それを自警団や町の人たちが囲んでいるようだ。

「なにがあったのかしら？」

　アヴリルはぽつりと呟つぶやく──と。

　カチャカチャ、カチャカチャ。

　カギの回る音がした。

「……どなたですか？」

　返事はない。

「……ウィルフレッドさま？」

　アヴリルは首にさげていたお守りのペンダントを握りしめる。

　カチャリ。

　カギがはずされ、樫かしの木でできた扉が開かれた。

　姿を現したのはフィッシュボーン伯爵家に仕えるアンナという少女だった。

「アンナ？　どうかしたの？」

「い、いえ、それが……」

　アンナは口ごもった。その目が泳いでいる。

　すると突然、見覚えのない少年がアンナのうしろから現れる。

「悪いね、ぼくが彼女にお願いしたんだよ」

　くせのあるダークブラウンの髪、琥珀色アンバーの瞳ひとみ、ウールのズボンと、肘ひじにパッチのついたツイードの上着ジヤケツトを着ている。彼はアヴリルを見て、笑みに似たものを浮かべた。

「ど、どなたですか？」

　アヴリルは身を固くしながら訊たずねる。

「驚いたな」

　と、彼は言った。








第三章　真っ直ぐな歪み



　──時間は遡さかのぼる。



　盗賊に撃たれた傷を手当してから（止血すれば自然に治癒する）、馬車に再び乗りこんで（御者が逃げてしまったのでレインが操った）、はしゃいでいるスピカを適当にあしらい（「レイくん、スピカのことを褒めてもいいですよ？」とうるさかった）、ようやくロッドストンに辿たどりついた。荷台にくくりつけておいた盗賊たちは町の広場に放置してきたので誰だれかが牢ろうにぶちこんでくれるだろう。

　すぐさま、フィッシュボーン伯爵家の敷地に侵入し、レインは使用人の少女を一人捕まえた。アヴリルの居場所を訊きくためだ。うしろから近づいて口を押さえたので、怖がらせてしまったかもしれない。

「アヴリル・ブラッドベリがいる部屋まで連れていってくれれば、乱暴はしない」

　レインが言うと、少女は怯おびえたように頷うなずいた。

「手をはなすけど、どうか叫ばないでほしい」

　これにも少女は頷いた。レインはゆっくり少女の口から手をはなした。使用人の少女は怯えた顔のままでレインのことをふりかえった。これ以上、怖がらせたくはなかったのでレインは笑顔をつくってみせた。効果があったのかどうかは疑わしいものだったけれど。

　いずれにせよ、ぐずぐずしている暇はなかった。

「それじゃあ早速いこうか」

　レインは少女に先立って歩きだした。

「あ、あの」

　そこで、少女が怯えた口調のままレインを呼んだ。

「なに？」

「階段は、その、反対側です」

　彼女は細い指でレインが向かおうとしていたのとは逆を指さした。

「気があうね。ぼくも実はそうじゃないかと思っていたところなんだ」

　少女と一緒に、レインは階段をのぼった。磨き抜かれた床、美しい細工が施された手すり、壁には絵画が飾られている。うまい具合に誰ともすれ違うことはなかった。外からかすかなざわめきが聞こえてきていた。おそらく、広場に転がしてきた盗賊たちのことで騒ぎになっているのだろう。

　廊下を渡り、さらに階段をあがる。やがて一つの部屋の前に辿りついた。飴あめ色いろに輝く重たい扉の前で使用人の少女はレインをふりかえった。

「あの……こちらがアヴリルさまのお部屋です」

「そう、ありがとう。できれば中に入れてほしいんだけど」

　少女はこくこくと頷うなずき、カギ穴にカギを差しこんだ。

　そして、扉は開かれた。

　かすかに甘い香りが流れてくる。天てん蓋がいつきの大きなベッドが目に入った。ふかふかの枕まくらと清潔な白いシーツ、そこで寝たら、さぞかし気持ちがいいだろう。たくさんの本が詰められた書棚、きれいに整せい頓とんされた書きもの机、そして──。

「アンナ？　どうかしたの？」

　部屋の中に少女がいた。清せい楚そな白い衣装ドレスに身をつつみ、首にさげたペンダントを握っている。

　レインが（半ば脅すようにして）案内を頼んだ使用人の少女はアンナという名前らしい。彼女は「い、いえ、それが……」と口ごもり、こちらを見た。

「悪いね、ぼくが彼女にお願いしたんだよ」

　レインは部屋の中へ一歩踏みだした。すると、少女がレインに気づいて身を固くした。

「ど、どなたですか？」

「驚いたな」

















　髪形は違ったが、その銀色の長い髪も、金色ゴールドの瞳ひとみも、透けるような白い肌も、どれをとってもイヴリンそのままだった。一卵性の双子であっても、これほどまでに似ているものなのだろうかと驚かずにはいられない。ただ、その表情だけはべつだ。イヴリンは、こんなに不安そうな顔はしない。

「怪しい者じゃない」

　と言ってから、レインは苦笑する。

「……いかにも嘘うそくさいセリフだけど」

　時間は無駄にできないので早々に用件を切りだすことにする。

「ぼくはイヴに頼まれてきみに会いにきたんだ、アヴリル」

「イヴに？」

　少女──アヴリルの顔に花のような笑みが広がった。イヴリンは、やっぱりそんなふうには笑わない。よく似てはいるけれど、二人は別々の人間なのだ。

「では、もしかして、あなたがレインさん？」

「ぼくを知ってるの？」

「イヴの手紙にでてくる男の子はあなただけですから」

　イヴリンが文通をしていたなんてこと、まるで知らなかった。自分のことをどう書いていたのか気にならないこともないが、今はそんな話を悠長につづけている暇もない。

「……でも、あなたがどうしてここへ？」

　アヴリルはイヴリン同様に小柄だ。下からレインを見あげるようにして見つめてくる。イヴリンが肉食系の小動物なら、アヴリルは木の実を頬ほお張ばるリスのようだった。

「きみを助けにきたんだよ」

「……わたしを、助けに？」

「ああ。きみをここから連れだす」

　レインがアヴリルに告げたそのとき。



「それは困るな」



　声がして、レインは背後をふりかえる。

　そこには左目に片眼鏡モノクルをつけた紳士の姿があった。赤みをおびた黒髪を肩に垂らしている。その手には立派な杖ステツキがあった。握りの部分に大きな黒曜石オブシデイアンが飾られている。

「……ウィルフレッドさま」

　アヴリルが呟つぶやいた。

　この男がフィッシュボーン伯爵家の当主、ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンか。想像よりもずっと若く、レインとほとんどかわらない。

　彼のうしろには真っ赤な大陸風の衣装ドレスを着た、顔に刺青タトウーのある女性が控えていた。彼女はさらに三名の男たちを従えており、彼らは一様に古めかしい猟銃ハンテイングガンを構えている。

　思ったよりも早くに侵入がバレてしまったようだと、レインは身構えた。

　刺青タトウーのある赤い衣装ドレスを着た女性が前にでてくる。おそらくは魔導師だ。まとっている空気が違う。

「伯爵殿、わたくしが」

　彼女は氷のように冷たい声でそう言った。

「待ちたまえ」

　ウィルフレッドは刺青タトウーの女性を手で制す。

「わたしはきみに危害をくわえるつもりはない」

　レインに向かってそう言い、彼は穏やかな微笑を浮かべた。

「みなも武器をおろしてくれ」

　ウィルフレッドの命令で、猟銃ハンテイングガンを構えていた男たちは顔を見あわせ、それからゆっくりと銃口を下に向けた。ウィルフレッドは右手に杖ステツキを握ったまま、両手を広げる。

「ようこそ、お客人。当家の主、ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンだ」

「お初にお目にかかります、フィッシュボーン伯爵さま」

「気軽にウィルと呼んでくれ。堅苦しいのは好きじゃないんだ。きみの名前は？」

「名乗るほどの者ではありませんよ」

「無礼者め！」

　刺青タトウーの女性が声を荒らげる。同時に、男たちがまたも猟銃ハンテイングガンを構えた。

「よしたまえ、ヒルダ。みんなもだ」

　ウィルフレッドが微笑ほほえみを絶やさずに、刺青タトウーの女性の肩に左手を置く。

「アヴリルに血を見せる気かい？」

「……失礼いたしました」

　と、ヒルダは頭をさげた。ウィルフレッドはレインのほうへ視線を寄こす。

「すまなかったね、お客人」

「いいえ、気にしておりません、伯爵さま」

「それはなによりだ。ところで、ここでは落ちつかないだろう。どうだね、テラスでお茶でも飲まないかね？　アヴリルも一緒に」

「お心遣いに感謝します。ですが、ゆっくりもしていられない事情がありまして」

「そうか、それはとても残念だ。きみはなかなかおもしろい青年のようだから、いろいろと話を聞きたかったのに」

「ぼくなんかの話では伯爵さまのお耳汚しになってしまいますよ」

　ヒルダが凄すさまじいまでの眼力でもって、レインを睨にらんでくる。ウィルフレッドのほうは穏やかな笑みを浮かべたままだった。

「先ほどちらりと聞こえたのだが、わたしの婚約者フイアンセをここから連れだそうとしているとか？」

「そのとおりでございます、伯爵さま」

　ウィルフレッドはアヴリルへ視線を向けた。彼女は戸惑ったように視線を床に落とす。

「それは困る」

「どうぞ存分にお困りください。こちらの知ったことではございません」

「きみは本当におもしろい」

　ウィルフレッドは肩を揺らして笑った。赤みがかった長い黒髪を手でかきあげる。

「お喜びいただけたようでなによりです」

「だが、ここからどのように脱出する？」

　あくまでも余裕たっぷりにウィルフレッドは言う。なるほど、唯一の出入り口はウィルフレッドたちによって塞ふさがれてしまっている。けれど、逃げ場がないわけじゃない。

「それでは伯爵さまに一世一代の大出し物をご覧にいれましょう」

　レインはその場で恭しくお辞儀をした。そして、アヴリルの胴に右手を回す。

「きゃっ!?」

　アヴリルがかわいらしい悲鳴をあげた。小柄な彼女を持ちあげるのは、そんなに難しいことではない。アヴリルが驚いた表情でレインを見あげた。

「きみをここからだしてあげる」

　彼女に向かってそっと囁ささやく。

「待て！」

　使用人たちが叫び、再び猟銃ハンテイングガンを構える。

「やめろ、アヴリルに当たる！」

　ウィルフレッドは杖ステツキをふるい、猟銃ハンテイングガンをおろさせた。

　だが、ヒルダは右手をレインのほうへ伸ばしている。魔法を発動させるつもりだ。レインは構わずに、窓へ向かって走った。

「アヴリル、目をつむっているんだ！」

　アヴリルが小さな手でレインにぎゅっとしがみついてきた。言われたとおりに強く目をつむっている。レインは窓を突き破り、そのまま──、

「リリアっ！」

　レインは大きく叫び、左手を青い空へ伸ばす。

「つかまって！」

　リリアの声が頭上からふってくる。



　擬態魔法で吊り滑空機ハンググライダーに擬態したスピカと、それを操縦するリリアがいた。



　いざというときのために、二人には屋根の上で待機してもらっていたのだ。

　レインが伸ばした手を、リリアがキャッチする。

「重いのです！」

　吊り滑空機ハンググライダーが谷間を抜ける強い風を受けて滑空した。
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「追いなさい、決して逃がしてはなりません！」

　ヒルダの命令で血気盛んな使用人たちが部屋を飛びだしていく。こうなってしまえば、彼らはもうウィルフレッドの指示など待たない。

「……ふむ」

　呟つぶやき、ウィルフレッドは窓辺に立った。砕けた窓まど硝子ガラスの破片がパリパリと音を立てる。

　そこからは蒼あおの谷を見渡すことができた。古くからある街並みはむかしのままに美しい。四〇〇年も時を刻みつづける広場の大時計、建物の彫刻と、聖人の象。

　アヴリルを連れ去った巨大な翼は、すでに遠い。

　しかし、ウィルフレッドの心は、まるで波のない海のように穏やかだった。婚約者フイアンセが連れ去られたというのに、怒りもなければ、悲しみもない。

「旦だん那なさま」

　呼びかけられて、ウィルフレッドはうしろをふりかえる。そこには伯爵家に仕える使用人、アンナ・リデルの姿があった。この部屋へレインを連れてきたあの少女だ。

「なにかな、アンナ？」

「状況が動きだしました」

　アンナの表情に怯えや不安の色はない。レインをこの部屋へ導いたときとは別人のように無表情だった。

「わかっているよ」

　しかし、ウィルフレッドは動かない。アンナから視線を移し、窓の外をもう一度見る。片眼鏡モノクルの奥の瞳ひとみを細めた。すでにあの翼は見えなくなっていた。

「彼がレイン・レッドハートか」

　ウィルフレッドは名乗っていないはずのレインの名前を口の中で呟く。

「おもしろい成長を遂げたものだ」

「いかがなさいますか？」

「もう少し様子を見たい。彼が《王》に相応ふさわしいのかを見極める必要がある」

　ウィルフレッドは甘く微笑ほほえみ、アンナに視線を戻した。

「ところで、きみはもう少し気をつけたほうがいい」

　ウィルフレッドの言葉にアンナは目を細める。

「なにをでしょう？」

「襟に血がついている」

　指摘された少女は着ている衣服の襟を確認し、それから顔に触れた。しばらく触っていたが、やがて諦あきらめたように息をつき、

「崩れはじめていたのが、皮膚の組織」

　べろりと顔の皮をはがす。同時に、口調までもかわっていた。

「彼に口を塞ふさがれた際にズレたものと思われる」

　はがされた顔は黒い炎につつまれて消えてしまう。

　少女は袖そでで血を拭ぬぐいとった。浮かびあがったのはつるりとした人形の顔だった。およそ体温の感じられない無機的な顔。少女は自身の顔に手をかざす。するとまるで手品のように、人形の顔に変化が及んだ。

　屍し者しやを思わせる白い肌にひかれる、涙模様の化粧。

「必要なのは、新しい顔」

「わたしはそちらのほうが好きだがね。おいで、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカー」

　ウィルフレッドは近寄ってきた少女を乱暴に抱き寄せた。少女は抵抗しない。

「おまえは怯おびえもしなければ、泣きもせず、当然のように笑わないのだな」

「そのように設定したのは、あなた」

　少女は感情のない瞳ひとみでウィルフレッドを見あげた。

「一つあるのが、不確定要素」

「なんだろう？」

「リリア・マリアス・バラード」

「《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》か……いや、今はまだ脅威ではない」

「本当に？」

「ああ。彼女は指輪をしていたのだろう？　それなら──」
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　ここ数日ダイロンの町は好天に恵まれている。今日も朝から雲一つない青空が広がっていた。メルはノックをしてから会議室の扉を開く。

「おはよう、イヴリン。朝食だよ」

　イヴリンはメルが生みだした魔法壁の中に閉じこめられたままだった。白銀の美しい髪を無造作に垂らし、膝ひざをかかえるようにして静かに座っている。

　イヴリンは、公式には、まだ発見されていないことになっている。オスカー・ベネトン率いる封規委員会がイヴリンの存在を嗅かぎつけて、情報開示を要求してきているけれど、戦挙管理委員会の総意として拒否しつづけている。他ほかの戦管が、メルに協力してくれていることに感謝しなければならない。

「今朝はトーストとベーコンとゆでたまごと……」

　言いかけて、メルは口をつぐんだ。昨夜の夕食が手つかずのまま残されていたからだ。

「少しは食べないとからだによくないよ？」

　イヴリンはやはり返事をしなかった。

　メルはため息をつき、魔法壁に触れる。この魔法壁の製作者たるメルだけがシャボン玉をすり抜けて、内部に手を伸ばすことができるのだった。残されている夕食のトレーをさげようとしたところで、イヴリンがメルの手首をつかんだ。

「連絡は？」

「まだない」

　レインとリリアがロッドストンへ向けて旅立ってから二日が経過していた。

　電話の一つくらいあってもよさそうなものなのに、なんの連絡もない。

　イヴリンは少しのあいだ、メルを睨にらみつけていた。金色ゴールドの瞳ひとみは美しいけれど、同時に冷徹な印象を見る者に与える。

　やがて、イヴリンはメルの手首をそっとはなした。メルは昨夜の夕食をさげて、かわりに朝食をのせたトレーを魔法壁の中に押し入れる。

　メルは残った夕食をひと口つまんだ。冷えていてもおいしい。廊下からひとの話し声が聞こえてくる。会議室の前をとおりすぎ、声は小さくなっていった。

「入学したばかりのころの話なんだがね」

　と、メルは口を開く。

　イヴリンは反応せず、膝を抱えて窓の外へ目を向けていた。

「往来で子供が殴られているのを見かけたんだ。まだ七つか八つくらいの、痩せっぽっちの男の子だった。殴っているのは青果店の店主でね。どうやら男の子が果物を盗んだらしかった。男の子はみすぼらしい格好をしていた。食べ物に困っていたんだろう」

　イヴリンは窓の外を見つめたままだったけれど、メルはつづける。

「目に余るものがあったからボクは店主をとめようと思ったんだ。男の子が盗んだ分の果物代を払ってもよかった。でも、ボクがそうするより早く、飛びだしたひとがいた」

　琥珀色アンバーの瞳をした男の子。

　メルと同じグライムス学院の制服を着ていたのだけれど、上着ジヤケツトはなく、シャツの袖そでをまくりあげ、簡単にベストを羽織っているだけだった。ネクタイもだらしなく緩めていて、どう見ても模範的とは言いがたかった。

「彼は店主の腕をつかんで言った。『子供のしたことなんだから許してあげてくれませんか』って。『おまえは関係ないだろ』と店主は怒鳴りかえした。すると彼は答えた。『見ちゃったから、もう関係なくないです』」

　メルはそのときのことを今でも鮮明に思いだせる。

　人だかりができていた。空は今日と同じように晴れていて、でも風は少し冷たかった。

「店主は頭に血がのぼっていたんだろうね。彼のことも殴った。顔を殴られて、彼は地面に倒れた。店主は、今度は彼のことをこれでもかと蹴けりつけた。彼は抵抗しなかった。誰だれも彼を助けようとはしなかった。いくらなんでもやりすぎだったから、ボクは『警察だ』と叫んだんだ。それで野次馬も店主も消えていった。残されたのは彼とボクだけだった。最初に殴られていた男の子もいなくなっていた。きっと怖かったんだろう。ボクは倒れている彼を立たせた。あんなにもやられたのに、彼は笑っていた」

　だいじょうぶかい、とメルは訊たずねた。

　彼は、大したことない、と微笑ほほえんだ。

「自分のことより、殴られていた子供のことを心配していた。『あいつどこいった？』ってボクに訊きくんだ。『きみが殴られているあいだに、どこかに逃げちゃったよ』って教えてあげたんだけど──」

　思いだすだけでメルの口元も緩んでしまう。

「彼は心底残念そうに言ったんだ。『せっかく、さっきのオヤジから財布をスッてやったのに』ってさ」

　メルの言葉に、イヴリンが変な表情を浮かべる。

「……呆あきれたやつめ」

「まったくだ。青果店の店主が彼を殴っているあいだに、店主のポケットから財布を盗んでいたんだからね」

　そして彼はメルに言った。

　臨時収入があったんだけど一緒に食事でもどうかな？

　彼の名前はレイン・レッドハート。

　グライムス学院はじまって以来、例のなかった魔法適性・零の入学聖。

〈ＬＥＶＥＬ０クークス〉の少年。

「ボクの知ってるレインはそういうやつだよ。ピンチをピンチと思っていない節がある。実際に、どんなことがあってもあの調子で切り抜けてしまうんだ。だから、だいじょうぶだよ。きみの妹を連れてきてくれる。ボクはそう信じるね」

　ちょうどそのとき、コンコンと会議室の扉がノックされる音がした。

「はい」

　メルは返事をして、ドアの前に立つ。会議室は防御魔法が張られているので、戦管の許可なく立ち入ることはできない。

「どちらさまかな？」

「ぼくだよ。レインだ。今戻った」

　メルは急いで防壁を解除し、扉をあける。そこには、ずぶ濡ぬれのレインと、同じく濡れて、しかもボロボロになってしまった衣装ドレスを着たリリアの姿があった。

「レイン！」

　イヴリンが魔法壁の中で叫んだ。

「よお、イヴ。ちょっと見ないうちに縮んだか？」

　軽口を叩たたき、彼はそっと横にずれる。レインのうしろにはフードつきのマントをかぶった小柄な人物が立っていた。そのマントもレインたち同様に濡れているようだ。

「……アビー、なのか？」

　イヴリンが声を震わせた。こんなイヴリンを見るのはきっとはじめてだ。

　マントをかぶったそのひとがフードをはぎとる。白銀の髪がこぼれた。

「イヴ？　イヴなのね！」

　アヴリルはわっと駆けだし、一度足もとでつまずきかけたけれど、そのままバランスを持ちなおしてイヴリンのもとへ走る。

　メルはイヴリンをつつんでいた魔法壁を解除した。つんとつつけば、シャボン玉はぱちんと割れる。イヴリンとアヴリルが強く強く抱きしめあうのを横目に、メルたちは会議室をあとにした。



　　　　　†



　レインはごろりと中庭のベンチに寝転がり、漫画本カートウーンを読んでいた。『名探偵ハウス』という人気小説を漫画化コミカライズしたものだ。イヴリンに買ってきたものだが、レインも実は原作のファンだったりする。

　人格破は綻たん者の私立探偵シャムロック・ハウスと元軍医のジェレミー・Ｈ・ワッツのコンビが織りなす痛快探偵小説だ。漫画本カートウーン版は原作を下敷きにしながらもアクション色を強めたオリジナルの展開で、人気がある。今まさに逆上した犯人に襲われるハウスを守るべく、ワッツが敵の前に立ちはだかるシーンだった。確か、ここは原作では……。



　アヴリルを抱えてフィッシュボーン伯爵家から脱出したレインたちは、駅には向かわずに運河を目指し、馬車で南下した。追手を撒まくために陸路を断念した形だ。

　移動中のアヴリルは窓に顔を押しつけるみたいにして外を眺めていた。幼いころから外の世界を知らずに生きてきた彼女には、なにもかもが珍しかったらしい。

　レインは馬を操っていたので馬車の中の会話にはあまり参加できなかったが、リリアとスピカにいろいろなことを教えてもらっていたようだ。スピカは初対面のときには控えめだったが、穏やかに話すアヴリルを見て、自分のほうが上だと思ったらしく、途中からやけに先輩風を吹かせていた。

　運河に辿たどりついたころには真夜中になっていた。船を手配することは望めず、再度スピカに命じて小型船に擬態させた。

「レイくんはスピカに対して横暴なのです！」

「お役に立ちたいんだろ？　ほら、全速前進だ！」

　というようなやりとりがあった。問題はスピカの擬態魔法が五分から一〇分程度しかもたないということだった。途中で何度か水の中に落とされた……。

　それでもどうにかこうにか、翌早朝（つまり今日だ）に、ダイロンに帰りつくことができたという次第であった。

　さすがに力を使い果たしたらしいスピカは寮で泥のように眠っている。

　メルには散々小言を言われ、次の休日あたりに、買い物につきあうという約束を強引に結ばれてしまった。まあ、買い物くらいはつきあうけれども。

　ぐう、と腹の虫がレインに抗議してきて、レインは読みかけの漫画本カートウーンをおろす。

　と、不意に、もしゃっとしたなにかが顔の上にふってきた。

「こんなとこでなにしてるのよ？」

　リリアの声がして、レインはゆっくり起きあがる。

「なにこれ、差し入れ？」

　顔の上にのせられたのは紙袋だった。中になにか入っている。

「リンゴ。余ったからあげる」

「そりゃ、ありがたい」

　レインはベンチに座りなおした。紙袋からとりだしたリンゴを袖そでで拭ふいて、がぶりと頬ほお張ばる。みずみずしい果汁が口の中に広がった。

　リリアは衣装ドレスから学院の制服に着替えていた。スカートのプリーツを気にするようにして、ゆっくりとレインの隣に座る。

「で、これからどうするつもりなのよ？」

「どうするってなにが？」

「伯爵家がなにか言ってくるんじゃないの？　勢いでブラッドベリの妹を連れてきちゃったわけだけど、もう少し穏便に済ます方法もあったんじゃないかと思って」

「確かに思い描いていたのとちょっと違うけど、結果オーライだよ」

　レインは、しゃくしゃくとリンゴをかじる。

「どこがよ？」

「貴族ってのはプライドが高い。婚約者フイアンセに逃げられたなんて恥ずかしいことを公にするはずがないだろ」

「そうかしら。むしろ名誉を重んじる貴族だからこそ、なんらかの理由をでっちあげてでも、あなたを逮捕させようとするんじゃないかしら。わたしたちの身元なんて、すぐにわかってしまうに決まってるもの。そしたら知らぬ存ぜぬじゃすまないわ」

「逮捕ねえ」

「退学かも」

「どっちも大したことじゃないさ」

「大したことじゃない、って……」

　リリアの視線が鋭くとがる。

「最終的に目標が達せられるのであれば過程はそれほど気にしない」

「……それ、本気で言ってるの？」

　レインは肩をすくめてみせた。

「イヴリンは学院をでられないから、ぼくがアヴリルを連れてきた。それだけだ。あとはイヴリンの気持ち次第だよ。アヴリルをどうするかは、あいつとアヴリル本人が決める。それ以外のことは、起こったそのときに考えよう」

「……ただの行き当たりばったりじゃない」

「そうとも言う」

　ゴミ箱に向かって残ったリンゴの芯しんをほうり投げる。うまい具合にガコンとカゴの中に落ちていった。

「でもさ、長年はなればなれだった姉妹が再会できたんだ。それはいいことだろ」

　リリアは口をつぐむ。彼女も家族とはなれる経験をしているから、イヴリンの気持ちが少しはわかるのだろう。

　問題があるとしたら、むしろブラッドベリ家のほうではないだろうか。イヴリンの人質としてアヴリルが幽閉されていたのだというのなら、二人をひきはなそうとする動きを見せるのはブラッドベリ本家に他ほかならない。

「それよりさ」

　レインは話題をかえる。

「メリルフィールドで宿に泊まった夜のことって覚えてる？」

「もちろん」

　という声は隣からではなく、真正面からした。

　気づけば、リリアはレインの膝ひざにまたがるみたいにして馬乗りになっていた。

「え、あれ？」

　動きは見えなかった。リリアはその手に果物ナイフを手にしていて、それがレインののどに突きつけられていた。突きつけられてはいたのだけれど、リリアの柔らかな太ももがレインのことを押さえこんでいて、それはそれでなんかアレだった。

「うやむやにするわけないじゃない」

「目がこわい」

「着替えを覗のぞいたばかりでなく、寝こみを襲おうなどという狼ろう藉ぜきの数々……弁明があるなら聞いてあげる」

「いや、あれは──」

「言い訳をするな！」

「弁明聞く気ないじゃないか！」

　リリアの顔が近い。かすかに甘い香りがする。

「って、そうじゃなくてさ。あの夜、無音都市の遺跡と、きみの指輪が共鳴していたんだ。それは覚えてないか？」

「……なによそれ？」

　リリアは紅玉ルビーの瞳ひとみを細める。

「そうか……。まあ、そうだよな。きみはぐっすり眠ってたしな」

「わたしが鈍感だったみたいな言い方しないで」

「とりあえず、ぼくの上からどいてほしい。この体勢、心臓によくない」

　自分がどういう体勢でいたのかを、ようやく理解したらしい。顔を赤くさせたリリアはレインを突き飛ばすようにしてベンチからおりた。彼女はときどき周りが見えなくなる。誰だれもいなかったからいいけど、今のは、遠目に見たら変なことをしていたようにも見えかねない……。

　まあ、役得だったということで。

　レインはくしゃくしゃと髪をかきまわした。それからあの夜起こったことをリリアに一つずつ説明する。鈴の音を思わせる音がして、町から音が消えたのと同時に、リリアの指輪が反応したこと。リリアのからだが一時的に宙に浮いていたこと。なにが起こっているのか不思議に思い、リリアのそばに寄ったところ、夢を見ていたらしいリリアがとっさにレインの手を握ったこと。だから、決して寝こみを襲ったのではないということ。

「どうしてすぐに言わないのよ！」

「ぼくの話を聞こうとしなかったのはリリアのほうだろ」

　リリアは「そ、それは」とうめいた。

「バラード家はメリルフィールドにゆかりがあったりするのか？」

　無音都市メリルフィールド。翼の民アルコンテスがつくりあげたという奇怪な町。

「聞いたことないけど……」

「そうか」

　レインは腕を組んだ。リリアは本来魔法を使うことができない。指輪が魔導具だとしても、魔法式を発動させることができないのだ。魔法適性を持たない一般人でも使用できるのは汎はん用よう魔法式を使用したものだけ。誰だれでも使えるからこそ「汎用」なのだ。

「もしも可能ならば、一つ実験をしてみたいな」

「実験って？」

「きみの指輪をイヴに使わせてみたいんだ」

　そう告げると、リリアは眉まゆをひそめた。

「抵抗があるのはわかる。ただ、きみもぼくも魔法を自由に使えるわけじゃない。その点、イヴは万能オールラウンダーだ。〈ＬＥＶＥＬ５ダムド〉の肩書は伊だ達てじゃない」

　イヴリンが魔力を注ぐことで、指輪がどんな反応を見せるのか興味があった。それでも反応しないというのであれば、再びメリルフィールドを訪れてもいい。

「あの夜のことはなにか意味があるはずだ。それはもしかしたら、行方不明のきみのお母上ともつながっていることなのかもしれない」

「お母さま……」

　リリアは自分の右手を左手でつつむ。レインが知るかぎり、リリアほどの優秀な剣士はそうはいない。どんな困難もその見事な剣術で乗り越えてきたのだろう。

　しかし、今はひどく弱々しく見える。

　バラード家の事情は複雑だ。古くは月映えの町エクスターを治めていた領主の家系であったが、戦時中に国家反逆罪の容疑により、リリアの両親は逮捕されている。リリア自身は直前に国外へと連れだされ難を逃れた。残念ながら父親は獄中にて亡くなっている。戦後、バラード家の罪は抹消され、リリアの母親は釈放されているはずだ。しかし、リリアは母親と再会することができなかった。

　リリアは生き別れになった母親をさがしている。そのためにも彼女は《聖者の歯車ロードギア》が必要だった……。

「今回の件が片づいたら一緒にエクスターにいこうか」

「──え？」

「きみの故郷にいってみよう。その指輪のことも気になるし、きみのお母上のこともなにかわかるかもしれない」

「……一緒に、きてくれるの？」

「もちろんだ。約束しただろ？　きみの願いはぼくが叶かなえる」

「う、うん」

「そうだ。そのときは、また衣装ドレスを着たリリアが見てみたいな」

「え、な、なんでよ……」

「かわいかったから、かな」

　素直にそう告げると、リリアの顔がみるみる熟したりんごのように赤くなっていく。

「わ、わたしのこと、からかってるわけ？　馬子にも衣装Fine clothes make the man.って、そういうこと？　ええ、ええ、そうでしょうよ！　手だって、こんなにガサガサだしね！」

　リリアは自分の両手をレインの目の前に突きだしてきた。

「なに怒ってるんだよ？」

「怒ってない！　……けど」

　リリアは顔を真っ赤にして、うつむく。叱しかられてふてくされる子供みたいだった。

「前も言ったけど、きみの手は努力してきた者の手だ。ぼくはそれを笑ったりしない。それにきみは、衣装ドレスがとても似合っていた。甘やかされて育った、形だけのお嬢さまより、ずっとね。だから堂々と胸をはれよ」

「ど、どこ見てるのよ！　このエッチ、バカ、セクハラ野郎！」

　リリアは慌てて両手で胸を隠すようにした。

「そういう意味じゃない！」

「うぅ……」

　リリアはレインから目をそらすみたいにうつむく。涼しい風が駆け抜け、リリアの美しい赤毛をさらった。少ししてから、

「……ほ、本当に似合ってた？」

　と、リリアが訊たずねてくる。

「変じゃなかった？」

　リリアはちょっと斜めから、レインのことを上目づかいに見あげてくる。

「ぜんぜん変じゃなかった。すごく似合ってたよ」

「……そ、そっか」

「ああ」

「じゃ、じゃあ、気が向いたら、また着てあげないこともない」

「そうか、楽しみにしてる」

　レインは笑った。

「き、気が向いたらだけどね！」

　リリアは腕を組んでそっぽを向く。



　その後、まるまる二日間、学院をサボっていたレインとリリアは、アイリーンに呼びだされて、こってりと絞られることとなった。アイリーン・ダリア──特別学級Ｌクラスの専任教師だ。きれいな黒髪をおだんご状にまとめていて、ぴったりとした軍用スーツを着こんでいた。そのくせ、妙にヒールの高い靴をあわせていたりする。彼女が歩くとこつこつと音がするのだ。

　アイリーン曰いわく「サボるならサボるって言っとけよ」だそうだ。

「無駄に教室まで足運んじまっただろうが」

「んな無茶苦茶な」

「乳繰りあうのは構わんがな、避妊はしとけよ」

「ち、違います、そんなことしてません！」

　リリアは頬ほおを染めて力いっぱい否定した。

「なんだ、むかしから乳繰り三年、姦かん淫いん八年と言ってだな──」

「そんな卑ひ猥わいな言葉はありません！」

　リリアはさらに力いっぱいに否定した。

　レインは、二人が協力関係にあるのではないかという推理をリリアに聞かせたことがある。実技試験で満点をとったリリアだが、実際には魔法適性を持たない。リリアが実技試験で満点をとるには協力者が必要だ。レインはそれがアイリーンだったのではないかと指摘した。

　ただ、リリアはそれを否定している。アイリーンにも確かめていないし、メルに頼んでアイリーンとバラード家のつながりを調べてもらったりもしていない。

　だから、この二人が本当になんらかの協力関係にあるのか、はたまたレインの妄想でしかないのか、それはわからないままだ。

「きさまらがナニしてようが、どうでもいいけどな」

　アイリーンは一度言葉を切った。美しい形の眉まゆを寄せ、ポケットから巻まき煙草たばこをとりだしてくわえた。

「教室内は禁煙だと思うんですけど」

「バレなきゃいい」

「まったく不良教師の鑑かがみですね、先生は」

「よせよ、照れるじゃないか」

　いつもなら自分が言うタイプのセリフをとられると、無性に落ちつかないものだ。

　アイリーンは指先に火炎魔法を発動させ、煙草に火を点つけた。ふーっとレインの顔に煙を吐きだす。独特の甘い香りがした。

「おまえらが拾ってきた迷い猫だがな」

　アイリーンの言葉に、レインの隣にいたリリアの表情がかわる。レインも動揺しなかったわけではないが、顔にはださないように努めた。

「あれ、どうするつもりだ？」

　アイリーンが強い瞳ひとみでレインを見つめてくる。アイリーンはアヴリルの存在に気づいているらしい。どの程度事情を把握しているかまではわからないが、侮れないひとだ。

「寮に連れ帰ります」

　レインは答えた。

「……そうか」

「なにか問題でも？」

「いいや」

　アイリーンが吐きだした煙はキレイな輪になった。

「ただ……」

「ただ？」

「猫は気まぐれだ。せいぜい気をつけるんだな」

「ご忠告どうも」

「アホ、これは忠告じゃない。警告だ。もとの飼い主だって今ごろ手を打ってるだろう」

「うまく立ち回ってみせますよ」

「ふん、どうせなら派手にやれ。そのほうがおもしろい」

「期待に添えるといいんですが」

「期待を裏切るのが、おまえのやり方だろうが」

「でしたっけ？」

「道化者が」

　アイリーンは紫煙を吐きだし、リリアへ視線を移した。なにかを言いかけ、けれど、言葉を飲みこむ。

「せいぜいヘマをしないことだ。わたしは助けない。くりかえす。わたしは、助けない」

　その言葉を残して、アイリーンは教室をあとにした。



　　　　　†



　グライムス学院聖徒会執行部特別寮へは、学院の敷地からでて森の中をとおる必要がある。一般寮は戦後になり改築された近代的な建築物だが、聖徒会寮のほうは一八〇年前よりほとんどその姿をかえていない、貴族の邸宅を思わせる石づくりの建物だ。

「もう、フードをとってもいいよ」

　重い扉を抜けてから、レインはアヴリルに告げる。

　すっぽりとフードつきマントに隠れていたアヴリルがそっと顔を覗のぞかせた。

「……すごい」

　玄関ホールに吊つるされている豪ごう奢しやなシャンデリアを見あげたアヴリルが、いつだかのリリアと同じように感嘆の声をあげる。

　白銀の髪、金色ゴールドの瞳ひとみ、白い肌。あらためて、アヴリルとイヴリンはそっくりだなと思う。同時に、それは姿だけなのだな、とも。

　イヴリンとアヴリルを姉妹水入らずにしてやりたいのは山々だったが、アヴリルをほかの聖徒の目に触れさせるようなことは避けたい。そのためにアヴリルを聖徒会特別寮に連れてきたのだった。

「ひとまず今晩は、この聖徒会寮に泊まってもらう」

　レインはアヴリルに話しかけた。

「部屋はスピカに用意させるよ。寮の中は自由に使ってもらって構わない。ただ、外にはでないでほしい。きみを閉じこめるようなことになって申しわけないけど、今後のことが決まるまでは頼む」

「わかりました」

　アヴリルは深々と頭をさげた。

「レインさんとリリアさんには本当に感謝しています」

「……ああ、いや、いいんだ」

　イヴリンと同じ顔をしているので、どうにも調子が狂う。



　その後、スピカがつくった妙に甘ったるい夕食を平らげてから、レインは屋根裏にある自分の部屋のマットレスにからだを投げだした。

「さて、これからどうしたものかな」

　昼間、リリアには心配ないと告げたが、実際には問題が山積みになっている状況だ。

　イヴリンを失うわけにはいかないレインとしては、アヴリルを誘拐してくるしかなかった。当の本人が協力的だったので、誘拐そのものはうまくいった。

　しかし、伯爵に見られたのは痛い。

　リリアが言ったように、レインたちの素性はすぐにバレてしまうだろう。

　貴族が自らの醜聞を広めるようなことはしないというのは事実であるが、なにもかもがレインの期待どおりに運ぶわけがない。

　相手は伯爵家なのだ。その気になれば、アヴリルを連れ戻すことはむずかしいことではないはずだ。それに伴い、レインにもなんらかの罰がくだる可能性がある。レインはまだしも、リリアを巻きこむわけにはいかない。へたをすれば、バラード家の名をさらに傷つけることにもなりかねない。それは避けたかった。

「アヴリルをどこかひと目のつかないところへ避難させるのが現実的か……」

　アヴリルがどこからも発見されなければ、言い逃れできないわけじゃない。

「でも、どこに預ける……？」

　ぜったいに見つからない場所……思い浮かんだのは、グライムスの魔導具があるという保管室だった。もちろん、単に思いついたというだけで案としては却下だ。

　頼るとすれば、接続ツナギ屋か。レインが願いでれば協力はしてくれるかもしれない。いや、やはりそれも却下だ。アヴリルをあんな無法者アナーキストどもに預けるわけにはいかない。接続ツナギ屋本人はまだしも、周辺のやつらは信用ならない。

「ダメだ、いい案が思い浮かばない」

　レインはマットレスからからだを起こした。風ふ呂ろにでも入ってきて、気持ちを切り替えよう。そう思い、タオルを手に屋根裏部屋をあとにする。

　寮内の全部屋は基本的にバス・トイレが完備されているが、大浴場も備えつけられている。寮内を保温するためにパイプの中を流れている温水の一部をこちらにも流用しているのだ。二四時間好きな時間に入ることができる。屋根裏には浴室がないため、レインはいつもこちらを利用していた。

　いつものように扉をあけ──レインはその場で固まった。

「──っ!?」

　大浴場の脱衣所に、アヴリルが立っていたのだ。

　目と目があう。間の悪いことにアヴリルは服を着ていなかった。風呂からでてきたところらしく、白い肌はほんのりと赤みをおびていて、湯気があがっていた。

「……きゃっ！」

　アヴリルは思いだしたように、タオルでからだを隠した。

「ご、ごめんっ！」

　レインは慌てて扉を閉める。額から汗がたれた。見てしまったのは一瞬だったけれど、脳裏にはアヴリルの裸体が焼きついている。濡ぬれた白銀の髪に、つやつやした肌……。

　まるっきりイヴリンと同じだと思っていたけれど、たぶん、イヴリンよりも胸の発育はいい──って、なにを考えているんだ！

　このまま扉の前に張りついていては、本当のヘンタイになってしまうので、早急にそこから立ち去ることにする。

「ま、待ってください！」

　するとそのとき扉の向こうから声がした。

「悪い、その、わざとじゃなかったんだ……」

　へどもどしながらレインは言った。

「今のはつまり、不可抗力というやつで……それにほとんど見えてないし」

　それは微妙に嘘うそだったけど……。

　ああ、このことをイヴリンに知られでもしたら、どんな目に遭わされるか、考えただけで軽く三回くらい死ねる。いや、リリアにも知られてはならない。スピカが擬態した剣で貫かれかねない。

「わ、わかっています。その、わたしこそ、カギをちゃんとかけていなかったのが、いけないのですから……」

　アヴリルはイヴリンやリリアのようにいきなり怒りだしたりはしなかった。

「ごめん、カギ、たぶん壊れてるんだ」

　普段、リリアは自分の部屋のバスを利用している。スピカもそうだ。ここはレインしか使わないので、カギが壊れていても気にしておらず、ずっと放置したままだった。

「そ、そうですか……」

「あの、なんで部屋のを使わなかったの？」

「お湯がでないみたいで……」

「それもごめん」

「いえ……」

　気まずい。レインは髪をくしゃくしゃとかき回した。

「えっと、じゃあ、ぼくはこれで」

「あの、待ってください、レインさん！」

　またもアヴリルがレインを呼びとめる。

「……なに、かな？」

「その……少しお話しできませんか？」

「話？　今ここで？」

















「あ、いえ、すぐ服を着ます。それから、どこかで」

「……わかった。それじゃあ、ホールで待ってる」

「すぐにいきます」

　レインはそそくさと大浴場の前から移動した。

　少し待っていると、白い簡素な服を着たアヴリルがぱたぱたと小走りでやってきた。

「ごめんなさい、お待たせしてしまって」

「いや」

　湯あがりのためなのか、さっきの一件のせいなのか、まだ頬ほおが赤く染まっている。

「それで、ぼくに話って言うのは？」

「えっと……あの、外へでませんか？」

「外へ？　湯ざめしてしまわないかな？」

「少しだけでも」

「……わかった」

　レインは扉をあけ、アヴリルを先にとおした。外はいくらか肌寒い。

　アヴリルはポーチを進んで階段の途中に腰をおろす。レインもその隣に座った。

　話があると言ったわりに、アヴリルはすぐには口を開かなかった。少しのあいだ、二人とも無言になる。ちらりと目をやって、レインは隣に座るアヴリルを観察した。柔らかな月の明かりが、彼女の湿った髪と石のペンダントを照らしている。

「きみたちは、本当にそっくりだな」

　と、レインは言った。

「見分け、つきませんか？」

「さあ、どうかな。こうして話せば似てないようにも思うけど」

「あなたの知っているイヴはどんな子ですか？」

「あいつは……そうだな、人一倍めんどうくさがりだ。くいしんぼうだけど、めんどうくさがって絶食することもある。協調性がない。部屋を片づけない。そして横暴だ。とくにぼくに対しては」

　アヴリルはくすっと笑った。イヴリンはそんなふうには笑わない、とレインは思った。

「イヴはレインさんのことが好きなんですね」

「あいつが、ぼくを？　召使いくらいにしか思ってないんじゃないかな」

「イヴがくれる手紙にはあなたのことがたくさん書いてありましたよ」

「どうせ悪口だろう？」

「どうでしょう」

　アヴリルがまた、くすりと微笑ほほえむ。

「わたしの知っているイヴは、泣き虫です」

「あいつが？」

「ええ。とても恥ずかしがり屋で、それから、すごく優しいです」

「ぼくの知ってるイヴじゃないみたいだ」

「そういうものではありませんか？　でも、レインさんの知っているイヴも、わたしの知っているイヴも、どちらも本当のイヴなんです」

「なら、ぼくの目の前にいるきみも、べつの面を持っているかもしれないね」

「そうですね。そして……ウィルフレッドさまも」

　伯爵の名がここであがるとは思わなかった。

「……イヴから聞いたところによると、きみは望まない結婚をさせられるということだったけれど、それは事実ではないのか？」

　アヴリルはウィルフレッドを擁護するつもりなのだろうか？

「ブラッドベリ家とフィッシュボーン伯爵家は古くからつきあいがあり、縁談はその延長線上にあるものです。この一〇〇年のあいだにも同じような話はありました。けれど、正統な血筋を守ってきた伯爵家としては呪のろいの血が混じることを危き惧ぐし、実現しなかったのです。ブラッドベリ家にとっては、今回のことは最初で最後の機会かもしれません。この結婚が実現すれば、両家のつながりはこれまで以上に強化されることでしょう」

　少し間を置いてから、アヴリルはぽつりと言った。

「わたしがイヴを守らないといけないんです」

　同じことを、イヴリンも言っていた。

　互いが互いのためを思って、べつべつのことをしようとしている……。

「きみは、ロッドストンに戻るつもりなのか？」

「……イヴとこうして会えたことを嬉うれしく思っています。でも、レインさんたちに迷惑はかけられません。わたしが大人しくしていれば、すべてがまるく収まるのです」

「それはどうかな。イヴは、きみと伯爵の結婚なんて認めないと思う」

　アヴリルは大きな瞳ひとみを見開くようにしてレインを見つめた。アヴリルの小さな手が、そっとレインの膝ひざの上に置かれている。

「ですから、イヴを説得してください。あなたの言葉ならイヴは聞くと思うんです」

　イヴリンとそっくりの、けれど、イヴリンではないその顔が、レインのすぐ目の前にある。かすかに鼻をくすぐるのは、石せつ鹸けんの香りか。

「悪いけど、そういう相談ならのれない」

「……どうしてですか？」

「きみとイヴのどちらかの言葉を選ばなければならないのなら、ぼくは迷わずにイヴの言葉をとる」

「当の本人である、わたしが迷惑だと言ってもですか？」

「イヴも、きみに守ってもらうことをよしとしないさ。この議論は永遠に平行線をたどるんじゃないかな」

　アヴリルは真剣なまなざしでレインのことを見つめている。静かなときが流れた。

　やがて、アヴリルはまた小さく微笑ほほえむ。

「わたしとイヴは、一対の靴のようなものなのです。片方だけでは意味がありません。あるいは、列車のレールにも似ています。どこまでも寄り添って並んでいますが、いつまでも交わりあうことはないのです」

「それは──」

　どういう意味なのか、そう問いかけようとしたレインの言葉を、アヴリルは遮る。

「イヴにはあなたがいて羨うらやましいな。わたしにも、わたしだけの『あなた』がいたらよかった」

　アヴリルは立ちあがる。

「やっぱり、少し湯ざめしてしまったみたいです。わたし、先に戻ります」

　白銀の髪をなびかせて、アヴリルは寮の中に帰っていった。レインは両手をポケットの中につっこみ、足を伸ばす。今にも落ちてきそうな星を見あげて呟つぶやいた。

「これでよかったのか、イヴ？」



　　　　　†



　翌朝は、早くに寮をでた。アヴリルを連れているところを、一般の聖徒には見られたくなかったからだ。彼女にはまたフードのついたマントをかぶってもらっている。

　まだ誰だれもいない東校舎を歩いていると、不意にアヴリルが足をとめた。彼女はなにかを見あげている。その視線の先にあるものを、レインも追いかけてみた。

「……これは？」

　アヴリルが問いかけてくる。

「ああ、これはイル・グライムスの肖像画だ」

　グレートブリトニアが誇る偉大なる魔導師サー・イル・グライムス。

　王室に召抱えられ、数々の魔法式と魔導具を世に生みだした天才。

　世界中の夜を集めたような黒髪を伸ばし、うしろで束ねている。すっきりした鼻筋、薄いくちびる、とがったあご。端整な顔立ちと言っていい。

　けれど、その鋭い目つきがすべてを台無しにしていた。

　灰色の瞳ひとみは、世界の終しゆう焉えんを望んでいるかのように深く、暗い。

「……わたし、この絵、好きじゃないわ」

　レインの隣で、リリアもグライムスの肖像画を見あげている。

「グライムスが本当にこの絵のような人物だったか、実はわかっていない」

　と、レインは言った。

「それだけじゃない。彼の生い立ちもはっきりしていないところが多い。あまり記録が残っていないんだ」

　一八〇年も昔の人物なので仕方がない面もある。

　しかし、いっぽうで、わざと記録を抹消したのではないかとも言われていた。

　肖像画にしてもそうだ。王室にはいくつかのグライムスの肖像画が残されているが、そこに描かれている人物は同一人物とは思えないほどだという。髪の色、目の色、肌の色、体格、すべてが肖像画ごとに異なっているのだ。

　まったく肖像画をなしていないと言っていい。

　暗殺者に狙ねらわれることがないよう、嘘うその姿を描かせたという説がある。同じ理由から、実際に擬態魔法を使って別人のようにふるまっていたという研究報告もある。

「グレートブリトニアでもっとも有名な男でありながら、実際には誰だれもグライムスがどのような顔をしており、どのように生きてきたのかを知らないんだ」

「……わたし、この方に会ったことがあるような気がします」

　ぽつりとアヴリルが呟つぶやく。

　レインは肖像画から、アヴリルへと視線を移した。アヴリルはまだ肖像画を見あげている。その横顔は真剣だった。レインも、もう一度肖像画を見あげる。

　一八〇年も前の人物だ。実際に会うことなどありはしない。

　おそらく、どこかべつの場所で見た似たような肖像画と混同しているのだろう。

　そう思いながら、ふと違和感にとらわれる。自分もこの人物と会ったことがあるような気がしたのだ。いや、この肖像画自体を何度も見ているのだ。それと勘違いしているのだろうとは思う。

　けれど、レインは胸に湧わきあがった違和感を拭ぬぐえずにいた……。

「どうかしたの？」

　リリアがレインの肩に手を置いた。

「……なんでもないよ。朝早くて寝ぼけてたみたいだ」

「ちょっと、しっかりしてよね」

「悪い。それより、誰かに見つかる前に聖徒会室へ急ごう」



　聖徒会室ではイヴリンが待機していた。その表情はいくらか険しかった。

　昨夜のアヴリルの様子から察するに、二人の意見は対立している。

「レイン」

　と、イヴリンが口を開く。

「少しのあいだ、アビーと二人にしてくれ」

「わかった」

　レインとリリアは聖徒会室の外へでる。扉をしめてしまえば、中でおこなわれている会話は聞こえない。同じように、外の会話も中へは聞こえないだろう。ちょうど、リリアと二人きりになれたので、昨夜アヴリルとかわした会話の内容を簡単に話した。

「ブラッドベリも、アヴリルも、お互いのために自分を犠牲にするつもりってこと？」

　リリアが形のいい眉まゆをひそめる。

「まあ、そうだ」

　イヴリンは今持っている地位をすべて投げだそうとしていたし、アヴリルはイヴリンの重荷にならないよう、政略結婚を受け入れようとしていた。

「リリア、きみはどう思う？」

「……なんだかしっくりこないわ」

「しっくりこない？」

「ブラッドベリの妹は、どうして大人しくわたしたちについてきたのかしら？」

「どういうこと？」

「ブラッドベリのためを思って政略結婚を受け入れるつもりなら、レインが彼女を連れだそうとしたときに拒否できたのに」

「……あのときはウィルフレッドが現れて時間がなかった。ぼくは彼女の意志を確かめずに、誘拐してしまったんだ。アヴリルはイヴリンと違って、あの性格だ、とっさに嫌と言えなかったんじゃないか？」

「……本当にそうなのかしら？」

　リリアはあごに手を添えて思案顔を浮かべる。

　と、そのとき廊下の向こうから、こつこつという足音が聞こえてきた。

　レインはそちらに顔を向ける。

　こつこつ、こつこつ。

　あれはアイリーンの足音だ。

　けれど、足音は一人分ではなかった。何人かの足音が重なる。

　廊下の角から最初に顔を覗のぞかせたのは予想どおりにアイリーンだった。

　そして、彼女のうしろに──。

　学院の理事会の面々が顔を揃そろえていた。現理事長であるサー・スタンリー・ザクセン・ブラックウッド、ダイロン市議の一人フィリップ・フィリップスに、王室の元警護主任であったソフィア・ランバードの三人が並んでいる。聖徒の自治権が強いグライムス学院にも当然ながら理事会は存在する。とはいえ、それぞれ、名を連ねているだけで学院に足を運ぶことなどほとんどない。

　そして、彼らのうしろには──。

「二人とも道をあけたまえ」

　アイリーンが冷たい声で言った。

「これは、いったいなんですか？」

「道をあけたまえと言ったんだ」

　アイリーンの言葉でレインたちはそこからうしろへさがる。理事会の面々はレインたちには目もくれない。

　だが、彼だけは違った。

「やあ、レインくん。お邪魔しているよ」

　赤みがかった黒髪、左目にはめた片眼鏡モノクル、黒曜石オブシデイアンの飾りがついた杖ステツキをたずさえている紳士──ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーン伯爵だ。ウィルフレッドは微笑ほほえむ。彼の左側には、顔に大きな刺青タトウーを入れた、真っ赤な大陸風の衣装ドレスをまとった女性──ヒルダが控えていた。

　レインたちを罰しにきたのか。いや、だったら、とっくに取り囲まれているだろう。なら、アヴリルを連れ戻しにきたのか。ウィルフレッド本人が自ら？　そんなこと恥さらしもいいところだろうに。

「サー・フィッシュボーン、どうぞ、こちらへ」

　アイリーンが聖徒会室の前にウィルフレッドとヒルダを導く。ウィルフレッドは笑みを残したまま、レインたちの前をとおりすぎた。

「……まずいわ」

　リリアが声をひそめてレインに言った。

「わかってる」

　いずれアプローチがあるだろうとは思っていたが、いくらなんでも早すぎる。

　レインはとっさに頭を回転させた。この場でレインがウィルフレッドを襲えば、みんなの目をそらせるだろう。その隙すきにリリアに二人を連れだしてもらう……。

　うまくいく見こみはない。それどころかリリアやアヴリルを危険にさらすことになる。

　なら、どうする？　……考えはまとまらない。

　せめて、このあいだに、二人が窓から逃げだしていてくれればいいのだが。

　しかし、レインの希望に反して、勢いよく聖徒会室の扉が開かれ、中から悠々とした足どりでイヴリンが姿を現した。

　その背中に隠すようにフードをかぶったままのアヴリルの姿がある。

「やあ、イヴリン。久しぶりだね」

　ウィルフレッドが朗らかな口調で話しかける。

「なんの用だ、ウィルフレッド？」

　イヴリンは尊大な口調で返事をした。ぐるりと周囲を見まわし、口に笑みを浮かべる。

「ほう、これはこれは理事会のお偉方まで揃そろっているとはね。どうやら、みんな暇らしい」

「口を慎みたまえ、イヴリン・ブラッドベリ」

　理事会の中で唯一の女性であるソフィア・ランバードが口を開く。代々王室の警護主任を務めてきたランバード家は、ブラッドベリ家とは相いれない。かつては表のランバード、裏のブラッドベリと言われていたほどだ。ランバード家はお飾りであり、実務はブラッドベリ家がこなす、と見られがちだった。ブラッドベリ家が王室から追放されてからはランバード家が名実ともに王室の警護を任されている。ブラッドベリ家がランバード家をどう思っているかは知らないが、ランバード家のほうはブラッドベリ家を強く敵対視しているのだ。その流れで言えば、ブラッドベリ家と懇意にしているフィッシュボーン伯爵家とも距離はあるはずなのだが……。

「わたしは気にしておりませんよ、ミス・ランバード」

　ウィルフレッドは言い、一歩前にでる。小柄なイヴリンを見おろすようにしながら、ウィルフレッドはつづけた。

「今日はきみに報告しにきたんだ」

「報告だと？　言ってみろ」

「イヴリン、きみがグライムス学院の敷地からでられないことは知っている。そのことを考慮した結果──」

　ウィルフレッドは一拍置いてから、

「アヴリルとわたしの結婚式は学院の中でおこなわれることになった」

　そう告げる。

「アヴリルの姉君であるきみにも式には出席してもらいたいからね」

「……バカな」

　これはレインの口から洩もれた。

　しかし、イヴリンは動じない。

「ロッドストンへ帰れ、田舎貴族。アビーがおまえと結婚なんてするわけがない」

　金色ゴールドの目を尖とがらせて、イヴリンはウィルフレッドを睨にらみつける。

　ウィルフレッドはコンコンと杖ステツキで地面を叩たたいた。

　その音にアヴリルがびくりとからだを反応させる。

「アヴリルに確かめてみてはどうだろう？」

「なんだと？」

「なによりも大切なことは彼女の気持ちだ。そうだろう？　だから確かめるのさ」

　ウィルフレッドはアヴリルに視線を定める。アヴリルは顔をあげ、怯おびえのまじった目でウィルフレッドを見つめかえした。

「アヴリル、きみは望んでもいないのに、わたしと無理をして結婚するのかい？　それとも自分の意志でそうするのかな？」

「……わ、わたしは」

「答える必要などない！」

　イヴリンはアヴリルの言葉を遮り、右手を高く持ちあげる。

「今すぐ立ち去れ、さもなければ力ずくで追いかえす」

「まずい」

　こんなところで、しかも、理事会の前での狼ろう藉ぜきは、たとえイヴリンでもマイナスだ。レインは飛びだすために腰を落とした。

　けれど、それよりも先に動いていた人物がいる。

　イヴリンの細い右手を、その人物が握りしめた。

「はしたないですよ、《神殺しの巫女アスタルテ》」

　ヒルダが妖よう艶えんな声で告げた。

「いえ、この学院では《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》でしたか」

「なんの用だ、《無心論者マツドヴエイン》」

「次期当主ともあろうお方が、このような些さ事じに心乱されるようではいけませんね」

「些事だと？」

　イヴリンは金色ゴールドの瞳ひとみを鋭くさせる。

「わたくしはブラッドベリ家の代表としてここにいるのです。フィッシュボーン伯爵とアヴリルの婚約は公式なものであり、ブラッドベリ家はこれを支持します。あなたにもそうであってもらわねばなりません」

「きさま……」

　イヴリンはヒルダから自分の腕をもぎとった。

「アヴリル」

　と、《無心論者マツドヴエイン》が囁ささやく。

「あなたがどのように思っているのか、イヴリンに教えて差しあげなさい」

　彼女は睨にらみつけるようにアヴリルに視線を注ぐ。イヴリンの背後に立っていたアヴリルがうつむきながら前にでてきた。その手は固く握りしめられている。イヴリンの正面に立ち、その顔を覗のぞきこんだ。

「わたしは……ウィルフレッドさまと結婚します」

　ああ……。レインは胸の中で嘆息した。

　ウィルフレッドたちはアヴリルの心のうちを読んでいる。アヴリルがこれ以上、イヴリンの足あし枷かせにはなりたくないと望んでいることを知っているのだ。

　アヴリルに選択させるのであれば、結婚以外の道を選ぶはずがなかった。

　イヴリンの目が見開かれる。

「……アビー」

「呪われた一族ブラツドベリの娘にはもったいないお話だもの」

「なにを……言わされているんだろう、アビー！」

「違うよ、イヴ。わたしは……わたしはウィルフレッドさまを愛しているの」

　アヴリルは微笑ほほえむ。

「そんなはず……」

「イヴに会えてよかった。イヴにもわたしの結婚式に出席してほしいな」

　アヴリルはイヴリンに手を伸ばす。けれど、イヴリンはアヴリルの手をとろうとはしなかった。この世の終わりを宣告されたような顔をしてアヴリルを見つめている。

「わかったでしょう、イヴリン」

《無心論者マツドヴエイン》がアヴリルのほうへ一歩踏みだした。

「さあ、アヴリル。こちらへいらっしゃい」

　アヴリルはイヴリンから目をそらし、ウィルフレッドたちのほうへ足を向けた。

　そのとき、イヴリンはなにかを呟つぶやいた。

　もし、レインの思い違いでなければそれは──。

　突如、イヴリンの魔法が炸さく裂れつする。壁がえぐれて煙が舞いあがった。ウィルフレッドとアヴリルを守るように《無心論者マツドヴエイン》が動いたのが見えた。アイリーンが理事達の前で魔法壁を構築する。レインとリリアは腕で爆風から顔を守った。

「まったく、イヴリンには困ったものだな」

　ウィルフレッドが赤みをおびた黒髪をかきあげ、苦笑いを浮かべる。

　イヴリンの姿は──もうない。

　大勢の人間の前で、イヴリンは姿を消していた。

　魔法を発動させる寸前、イヴリンが囁ささやいた言葉は、レインにはこう聞こえた。



「わたしは認めない」








第四章　異形遊び



　瞬く間に数日が経過した。

　フィッシュボーン伯爵ご一行は迎賓館ゲストハウスに滞在している。

　ウィルフレッドとアヴリルの結婚式のうわさはダイロン市内でも話題を呼んでいた。祝いごとにあやかった商品や割引セールのおかげでいつにも増して活気づいている。

　伯爵の結婚式ということもあって女王陛下がコメントをだしたことも大きい。ご本人は海外視察のために出席されないが、大臣は列席するという話だ。

　式は学院内の広場を利用しておこなわれることがすでに決まっている。式の進行役は外部より牧師を呼ぶことになった。音楽は吹奏楽部が請け合ってくれた。

　イヴリンは姿を消したままだ。

　聖徒会長は学院からでることができないので、敷地の中にいることは間違いない。どこかを爆破したり、ウィルフレッドを狙ねらったりということは今のところ起こしていなかった。



　コンコン、とレインは樫かしの木の扉をノックする。

「……入りたまえ」

「失礼します」

　ノブをまわして、室内に足を踏み入れる。とたんにレインは軽いめまいを覚えた。

　壁一面が書棚と化している。精巧な人体模型と骨格標本、水晶クリスタルでできた地球儀や実験器具の数々。独特のにおいに満たされた部屋だ。

　木製の作業台の上に、解体された機械人形オートマタが横たわっている。

　使いこまれている作業台には黒いシミが点々と残っていた。

「これは……」

　迎賓館ゲストハウスの一室ではない。

「驚かせてしまったかな。今、大事な時期でね、一時的に、わたしの屋敷の工房とつなげてあるんだ。安心したまえ、許可はとってあるし、あとでもとに戻す」

　飴あめ色いろに磨かれた文ふづ机くえを前にして、ウィルフレッドは分厚い書物を広げていた。

「すまないが、少し待っていてくれ。学会で発表する論文の準備に忙しくてね」

　あらかじめ面会の約束をとりつけていたのだが、言葉どおり彼は忙しいらしい。ウィルフレッドはペンでなにごとかを書きつけている。

　彼のそばに《無心論者マツドヴエイン》こと、ヒルダ・ブラッドベリの姿があった。顔に刻まれたいかめしい刺青タトウーと、地獄の業火を集めたような真っ赤な衣装ドレスはいつもどおりだ。彼女はブラッドベリ家からの代表であると同時に、ウィルフレッドの身辺警護を兼ねている。四六時中ウィルフレッドのそばで目を光らせているらしい。

　やがて、ウィルフレッドはペンを置いて、こちらに向きなおった。左目につけていた片眼鏡モノクルをはずし、両方のまぶたを揉もむ仕草をする。

「それで、わたしになにか用かな？」

　ウィルフレッドはにこやかな笑みを浮かべる。

「実は伯爵さまにお願いがあって参りました」

「お願い？　なんだろう？」

「少しのあいだで構いません。アヴリルを町に連れていってあげたいんです」

　アヴリルも、この迎賓館ゲストハウスのどこかにいる。しかし、ほとんど軟禁状態にあり、またどの部屋にいるのかも機密扱いとなっていた。というのも、姿を消したイヴリンがアヴリルの前に現れるかもしれないからだ。アヴリルに自由はない。

「わたしの婚約者フイアンセをきみに預けろと？」

「今日一日でいいんです。彼女はダイロンにきてから一度も外へでていません。いえ、そればかりか、ブラッドベリ家でも長く幽閉されて育ったとか。少しくらい彼女を自由にしてあげてもよいのでは？」

「ふむ。きみはどう思う、ヒルダ？」

　ヒルダ・ブラッドベリは、イヴリンを除けばブラッドベリ家からの唯一の出席予定者だ。ブラッドベリ家は闇やみ稼業の一族なのでハレの舞台には顔をださないのが通例とされている。今回、彼女がいるのは、ウィルフレッドの護衛という面のほうが強い。

「わたくしは反対です。また、アヴリルを連れてどこかへ逃げないともかぎりません」

「それは一理あるな。どう反論する、レインくん？」

「イヴが学院のどこかにいる以上、アヴリルを外へ連れだすメリットはありません」

「きみはイヴリンを裏切らないと？」

「ぼくがアヴリルを誘拐したのは、イヴのためですからね。もし不安でしたら、誰だれかに見張らせても構いません」

「なるほど、それはそれで説得力がある」

「伯爵殿」

　ヒルダが忠言しようと口を開くが、ウィルフレッドは手をあげてそれを制した。

「いいだろう。きみにアヴリルを任せよう」

「ありがとうございます」

「わたしもアヴリルの待遇には心を痛めていたのだよ」

　ウィルフレッドは短い期間で何度見たか知れない、あの笑みを浮かべる。

「警護は……いらないな。いざとなれば、きみが彼女を守ってくれるだろう？」

「この命にかえましても」

「よろしい」

　ウィルフレッドは満足そうに頷うなずいた。



　レインは迎賓館ゲストハウスの前でアヴリルを待った。学院が雇ったらしい外部の警備員がこちらをじろじろと無遠慮に眺めてくる。

「お、お待たせしました」

　という声がして、レインはふりかえった。そこにはイヴリン……ではなく、その双子の妹のアヴリルが立っている。彼女は少し恥ずかしそうにうつむいていた。

「あの、ウィルフレッドさまが、ここでレインさんが待っているから、と……」

「あ、ああ」

　頷きつつ、レインは自分の髪をかきあげる。

　アヴリルがちらりとレインを見あげた。目があうと、急いで下に向きなおってしまう。

「変、でしょうか？」

「ごめん、まさか、その格好でくるとは思ってなかったから」

　アヴリルはグライムス学院の制服に身をつつんでいた。おかげで驚くほどイヴリンに似ているのだ。実際、イヴリンが現れたのかと思った。風に揺れる白銀の髪、金色ゴールドの瞳ひとみ、白い肌。短いスカートから伸びる細い脚も。

　でもよく見れば、イヴリンとは違ってきちんとボタンをとめていたし、リボンタイもしっかりと結んでいた。上着ジヤケツトもちゃんと着ている。髪形だって違うし。

「よく似合ってるよ」

　レインが言うと、アヴリルは恥ずかしそうにうつむいた。

「……あ、あの、それでいったい、わたしはどうすれば……」

「伯爵さまにお願いして、デートをさせてもらうことにしたんだ」

「デ、デート……ですか？」

「ずっと、迎賓館ゲストハウスに閉じこめられっぱなしだったろ？　少しは外の空気を吸いたいんじゃないかと思って」

「そうですか。その、ありがとうございます」

　アヴリルは深々と頭をさげた。

　イヴリンなら、感謝してやるからありがたく思え、くらいのものだろう。

「さて、どこかいきたいところはある？」

「いきたいところ、ですか？」

「べつに遠慮しなくていい。今なら劇場もあいているし、博物館を見学してもいいな。それか露店をひやかすとか。どこでも案内するよ。なにか希望は？」

　アヴリルはわずかに迷う仕草をみせた。

「あの……わたし、本が好きなんです」

　思いかえしてみると、伯爵家の中にあったアヴリルの部屋には大きな書棚があった。本当に本が好きなのか、単にそれ以外の娯楽を知らないだけなのかはわからないが。

「そうか。じゃあ、本屋めぐりでもしようか」

「あ、いえ、その……」

　アヴリルの返答は歯切れが悪い。

「ダイロン市内には大きい本屋が何軒かあるけど？」

「町にでるのではなく、よければ図書館を案内してくれませんか？」

「学院の？」

「はい。グライムス学院の図書館は王立図書館と肩を並べるほどの蔵書量だとか」

「読み物というよりも歴史書や魔法学の本ばかりだけど？」

「構いません」

「まあ、きみがそう言うなら」

　二人で並んで歩きだす。小柄なアヴリルは少しばかり歩くのが遅かった。レインは彼女にあわせてゆっくりと進む。

「そういえば、伯爵から手紙を受けとったイヴは、学院から脱出しようとして図書館の地下にある禁書保管室を爆破したんだ。そのときに何冊か禁書が脱走してしまったらしい」

　一応、すべての禁書はその後回収されたと聞いているが。

「……なんてことを！　本を粗末にするなんて！」

　信じられない、という顔をするアヴリル。その様子にレインは思わず笑ってしまった。自分が笑われているとわかったらしく、アヴリルはまた顔を赤くしてうつむく。

「……す、すみません」

「いや、こちらこそ笑ったりしてごめん」

　アヴリルは恥ずかしそうに肩をすぼめた。

　そんな控えめなアヴリルだったけれど、図書館に入ると、突然ひとがかわったみたいに感嘆の声をあげて、巨大な棚のあいだをいったりきたりした。あまりにもその声が大きかったために、司書のミス・グレイスに叱しかられてしまったほどだ。ミス・グレイスは無類の本マニアで、彼女はできれば図書館全体を立ち入り禁止にしたいとまで思っている。ひとが触ると、本が傷むからだそうだ。

　図書館は六階まである。地下に禁書保管室があり、一階には新聞や雑誌などが集められたコーナーが設置されていた。二階は軍記ものと歴史書、三階は古い地図や最新の測量図。四階に数学書、哲学書、語学書が並び、五階より上が魔法科学の本で埋まっている。

　レインはアヴリルのうしろをついて歩いた。

「普段はどんな本を読むの？」

　司書のミス・グレイスにこれ以上叱しかられたくはないので、小声で彼女に訊たずねてみる。

「いろいろ読みますが、やっぱり小説ノベルスが多いですね」

「ふーん。恋愛ものとか？」

　現在ダイロン市内では空前絶後の恋愛小説ラブコメブームらしい。中でも挿絵師イラストレーターの描かいたイラストが入っている軽文学ライトノベルというものが人気であるそうな。小説を原作にした演劇や漫画本カートウーンもいくつか成功している。

「もちろん、恋愛小説も読みますが、本当にいろいろです。冒険活劇小説アクシヨン、恐怖小説ホラー、疑似科学小説サイエンスフイクシヨン、探偵小説ミステリーも読みます」

「ぼくも『名探偵ハウス』を読んでるよ。あれはおもしろい」

　読んだことある？　と、訊ねようとしたところで、

「わたしも『ハウス』大好きなんです！」

　と、アヴリルが食いついてきた。

「あ、うん、そうなんだ？　えっと、でも、できればもうちょっと声を」

　控えめに、と言いたかったのだが……。

「ハウスとワッツのかけあいがいつも楽しいですし、事件の真相も毎回驚きですよね！『悪魔城殺人事件』のラストは驚きでした。まさか、最後にあんなどんでんがえしがあるなんて。わたし読んでいて鳥肌が立ってしまいました。今思いだしてもぞくぞくします。あ、ところで、レインさんはハウス派ですか、ワッツ派ですか？　わたしは断然ワッツ派なんですよ。彼って、いつも文句を言いながらもハウスのことを見捨てずに、一緒にいてあげるじゃないですか。優しいですよね。『きみとの友情は今日かぎりで解約する』っていつも言っていますけど最後はちゃんとハウスのことを助けてくれますし。『殺し屋は二度ふりかえる』のときは、逆上した犯人に襲われたハウスを、身をていして守ってあげたじゃないですか。犯人の前に立ちはだかって『逃げろ、ハウス！』って言ったときは、ワッツがこのまま死んじゃうんじゃないかと思ってドキドキしました。それから──」

　レインは慌てて、アヴリルの口を塞ふさいだ。まさか、アヴリルがこんなにも饒じよう舌ぜつになるとは思わなかった。そうとう好きらしい。

「ア、アヴリル、落ちついてくれ。あんまり騒ぐとまた──」

　ぞくりと気配を感じ、ゆっくりとレインはふりかえる。

　ミス・グレイスが髪を逆立てて仁王立ちしていた。



「……ごめんなさい、わたしのせいで」

　ミス・グレイスに図書館から追いだされたアヴリルはしょんぼりと肩を落としている。

「いや、ぼくはいいんだけど、きみはもうちょっと本を見たかったんじゃない？」

「そうですね……でも、自業自得です」

　アヴリルは「ああ、恥ずかしい」と頬ほおに手を当てた。

「だいじょうぶ、イヴはもっと恥ずかしいことを平気でやってる」

「それ、言われても、あんまり嬉うれしくないです」

　かすかに頬を膨らませるアヴリルを見て、レインは笑った。

「さて、それじゃ、次はどこへいこう？　少しおなかがすいたかな？」

「でしたら、学食へいきませんか？」

「学食？　うまいものなら外でも食べられるよ？」

「イヴの手紙には学聖食堂がとてもおいしいと書いてありましたし、一度、いってみたかったんです。いけませんか？」

「いけないということはないけど。本当にいいの？」

「はい」

「まあ、うちの学食はうまいからいいか」

　レインは彼女と一緒に学食へ向かった。

　一見してアヴリルはイヴリンにしか見えない。聖徒たちはレインとアヴリルが学食を訪れると、さーっと道やら席やらを譲ってくれた。アヴリルの存在はすでに学院中に知れ渡っているのだが、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》の妹ということもあって、おそれられているようだ。当の本人が現れて、事件を起こさないともかぎらないし。

　レインとアヴリルはピッツァという、異国の料理を頼むことにした。アヴリルが食べたことがないと言ったからだ。先の大戦が終結してからというもの、ダイロンでは他国の文化が大量に流れこんできている。ピッツァもその一つだった。

「でも、わたしはぜんぶ、食べられそうにありません」

「なら、一枚を二人でわけよう」

　テーブルにつき、ベーコンやきのこ、チーズがのったピッツァを小皿にとりわける。窯で焼いたばかりなので湯気がのぼっていた。

「熱いから気をつけて」

「ありがとうございます」

　アヴリルはナイフとフォークを使ってピッツァを小さく切りわけている。レインは気にせずにがぶりと頬張った。きのこは肉厚で歯ごたえがあり、ベーコンからは肉汁がしみだしてきた。生地はかりっとしていて絶妙だ。アヴリルはそれを驚いたような目で見ている。

「そ、そのように食べるものなのですか？」

「いや、作法とかはとくにないと思うけど……」

　アヴリルは小皿の上のピッツァをむずかしそうな顔をして見つめた。それから意を決したように両手で持って、端っこを小さな口に含む。

　すると、とけたチーズが伸びた。

　少し恥ずかしそうにしながら、チーズをはむはむと口の中に入れていく。

「とっても、おいしいです！」

　口もとをナプキンで押さえながらアヴリルが言った。

「それはよかった」

「イヴはいつもここで、レインさんたちと食事をしているんですね」

　感慨深げに口にして、アヴリルはぐるりと食堂を見まわす。飴あめ色いろに輝く長テーブル、神話を再現した壁画、時代物の燭しよく台だい、大理石の床……。

「いや、イヴはほとんど食堂には足を運ばない」

「……そうなのですか？」

「あいつがどんなふうにきみに学院での生活を伝えていたのか知らないけど、イヴはぼくに食事を運ばせるばっかりで自分からは、まったく動こうとしないんだ。ぼくのことを召使いかなにかだと勘違いしている節がある」

「そういえば、イヴの手紙には『使い魔』のようなもの、と書いてありました」

「…………ああ、そう」

　今度、お仕置きだな、と心の中で誓う。

「そういえば、このあいだ、きみは、イヴが本当は泣き虫だと言ったよね」

「ええ」

「恥ずかしがり屋で、そしてすごく優しいって」

「言いました」

「むかしのイヴの話が聞きたいな」

　アヴリルはテーブルの上に視線を落とした。少しのあいだ考えるようにして、それからそっと口を開く。

「わたしたちは特殊な環境のもとで育ちました。イヴはブラッドベリを継ぐ者として、わたしはイヴの予備スペアとして」

「予備スペア……？」

「はい。ブラッドベリの人間は、かけられた呪のろいによりひとを殺すことができません。赤ん坊だったわたしは、そのおかげで生き残りました。なんの力も持っていなかったことが逆に幸いしたとも言えます。イヴと同じだけの力を持っていたとしたら、わたしは危険因子として、やはり処分されていたでしょう」

　アヴリルは処分という言葉をあっけなく使った。

　確かに、アヴリルに力があったのなら、権力を二分するおそれがあった。魔法適性がなかったというのは、その意味では幸運だったのか。

「わたしは長いあいだ、存在しないことになっていました。いずれ、イヴがブラッドベリ家の当主となったときに、その予備スペアとするためだけに育てられたのです」

「なるほど、影武者というわけか」

　似せている、なんてものではない。本物と見分けがつかないのだ。

「そのとおりです」

　アヴリルはわずかに瞳ひとみを伏せ、テーブルの上で細い指を組む。

「わたしたちは顔をあわせることを禁じられていました。それでも、お互いのことを知らなかったわけではありません。わたしは許可なく部屋からでることができませんでしたが、部屋の窓からイヴを見ていました。イヴも、ときどきわたしがいる部屋を見あげているようでした。近くて遠い、もう一人の自分を」

　トレーを持った聖徒二人が隣の席に腰かけようとした。けれど、レインとアヴリルの顔を見たとたん、慌てたように立ち去っていく。

「あれは、わたしたちの六つの誕生日のことでした。ブラッドベリの家では祝賀行事をおこないません。いっぽうで、受けた仕事によってはパーティーに出席することもあります。あの日は、その演習も兼ねていたのでしょう。イヴリンの盛大な誕生日会が催されました。もちろん、わたしは出席を許されませんでしたが」

　アヴリルは柔らかく微笑ほほえんだ。

「その夜は寝つかれませんでした。永遠に夜が明けないのではないかと思えるくらいに長い時間、わたしはベッドの中で寝がえりをくりかえしていました。真夜中すぎのことです、誰だれかが部屋の前に立つのがわかりました」

　アヴリルが言葉を切る。その夜を思いだすみたいに金色ゴールドの目を細めた。

「そのひとは、ドアをあけると、ゆっくりとわたしの部屋の中へ入ってきました」

「……イヴか」

「ええ、そのとおりです。わたしはベッドから起きあがって、イヴを見つめました。イヴもわたしのことを見つめていました。そのとき、イヴがなんて言ったかわかりますか？」

　少し考えてみたけれど、うまく想像できず、レインは肩をすくめた。

「こんばんは、って言ったんです。姉妹じゃないみたいでしょ？　でもそれくらい、わたしたちは遠かったんです。言葉をかわしたのだって、そのときがはじめてでした。わたしは返事ができませんでした。それからイヴはためらいがちに、お誕生日おめでとう、とわたしに言いました。イヴはわたしの誕生日を祝うために、言いつけを破ってわたしの部屋にやってきたんです。たくさんのお菓子と、それから──」

　アヴリルは懐かしそうな表情を浮かべ、胸からペンダントをとりだした。

「この、手づくりのペンダントを持って」

　それはなにかの石を磨いてつくったものらしかった。

「川辺で見つけた石のようです。イヴはそれをわたしに差しだしました。じょうずじゃないけれど、月の光を集めたからお守りになるって言って」

　月光にさらした宝石を美容や健康のお守りにする習慣がある。月は時間の神トーカンヤの右目と言われていて、その光には魔力が宿っているとされてきた。月の光を浴びつづけた物質は時間の流れが遅くなり、風化や劣化を防ぐことができるのだ。

「わたしはそれを受けとりませんでした。わたしはイヴの手を払いのけたんです。イヴの手からペンダントがこぼれて、床に落ちました。わたしは──」

　言いかけて、アヴリルは一度口をつぐんだ。それから、またゆっくりとつづける。

「わたしはイヴのことが嫌いだったんです。イヴだけが大切にされていて、わたしはいつも部屋の中に一人ぼっちだった。だから、わたしは……」

　アヴリルは言葉を詰まらせる。

「……すいません」

「いや」

　──わたしとイヴは、一対の靴のようなものなのです。

　アヴリルが言っていた言葉を思いだす。

　──片方だけでは意味がありません。

　近くて遠い、もう一人の自分。

　──あるいは、列車のレールにも似ています。どこまでも寄り添って並んでいますが、いつまでも交わりあうことはないのです。

　二人でなければ意味がない。だが、二人がわかりあうこともない。

　二人は驚くほどそっくりで、でも、だからこそ、まるで違う一人の少女なのだ。

「いけませんね、暗い話になってしまいました」

「ぼくのせいだ。悪かった。嫌なことを思いださせてしまったみたいで」

「……レインさんは、とても優しいですね。イヴの手紙にあったとおりです」

「あいつがぼくのことを優しいと書いていたの？」

　にわかには信じられない。ひとのことを使い魔とか書いてたやつが？

「イヴの手紙にはあなたのことばかりが書いてありましたよ。ほかには……」

　と、言いかけて、

「あ、これは秘密でした」

　アヴリルは口もとに手を当てる。それから、ぺろっと舌をだした。



　食事を終えて、レインとアヴリルは学食の外へでる。影魚シヤドウフイツシユが群れをなして泳いでいた。

「他ほかにいきたいところはある？　学院の中でも、外でも」

　アヴリルに訊たずねる。

「いいえ、十分に楽しみました。今日は、どうもありがとうございました」

　アヴリルが深く頭をさげる。白銀の髪が、さらりとこぼれた。

「息抜きになったならいいんだけど、無理につきあわせてしまったなら悪かったね」

「いえ、そんなことはありません」

　並んで迎賓館ゲストハウスのほうへと歩きだす。

「なにかあれば呼んでくれ。ぼくはたいてい、執行部の部屋にいるから。たとえば、本が読みたいとか、食べたいものがあるとか」

「ありがとうございます。では、一つだけお願いがあります」

「なに？」

「わたしをここから連れだして」

　あまりにも自然に言うので、レインはとっさに返事ができなかった。影を縫いつけられてしまったみたいに、そこから動けなくなる。

　レインはアヴリルを見つめた。アヴリルはレインを見つめかえす。

「冗談ですよ」

　アヴリルは微笑ほほえんだ。

「ここまでで結構です。あとは一人で戻れますから」

　言って、アヴリルは最後にもう一度頭をさげた。

















「今日は本当にありがとうございました」

　レインをそこに残して、アヴリルは迎賓館ゲストハウスに走っていく。レインは揺れる白銀の髪が見えなくなるまで、その場に立ちつくしていた。
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「あの、オスカーさま！」

　声をかけられ、オスカー・ベネトンがふりかえると、三人の女子聖徒が立っていた。

「なんの用だ？」

　三人は互いに目配せをする。おそらくは在学一年目の聖徒だろう。

「あ、あの、わたしたち、料理部の者で」

　三人のうちの一人がおずおずと切りだした。

「それで、その、今度の伯爵さまの結婚式で、わたしたちもお菓子を献上することになったのですが、その味見をぜひ、お願いしたいと思いまして」

　その手には、レースのハンカチの口をリボンで結んだものが握られていた。

「おれにか？」

「はい！」

「悪いが、おれは甘いものが苦手でな」

　オスカーがそう答えると、三人は落胆の表情を浮かべた。

「そ、そうですか……あ、ああ、あの、失礼しましたっ！」

　大げさに頭をさげ、三人はその場から立ち去ろうとする。

　オスカーは「待て」と、三人を呼びとめた。

「なにをつくった？」

「……ナッツとくるみのクッキーです」

「では、一枚いただこう」

　リボンをほどき、中からクッキーを一枚つまむ。口の中に入れると、バターの香りが広がった。三人の女子聖徒は不安そうな顔でオスカーを見つめている。

「悪くない」

　オスカーがそのように答えると、少女たちは頬ほおをバラ色に染めた。

「本当ですか？」

「ああ」

　彼女たちは口々に感謝の言葉を残して、オスカーの前から去っていった。



　一人になったオスカーは、そのままゆっくりと歩みを進める。

　伯爵とイヴリンの妹との結婚式が学院の中でおこなわれる。聖徒会長であるイヴリンが学院からでられないからだそうだが、あまりにもナンセンスだと言わざるを得ない。

　イヴリンはこの結婚を認めてなどいない。先日よりつづいたイヴリンの一連の暴挙はその表意であろう。

　ならば、式は学院の外でこそおこなうべきだ。イヴリンの手が届かない場所で。

　それをわざわざ学院でとりおこなうなどと、オスカーには気が知れなかった。

　伯爵はなにを考えているのか……。

　オスカーは斜陽に染まる迎賓館ゲストハウスを見あげた。茜あかね色いろの太陽はオスカーの着る白いコートをも染めあげている。

「ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンか……」

　フィッシュボーン伯爵家の現当主。

　ウィルフレッドといえば家柄よりも、魔法人形師ドールメイカーとしての名前のほうが有名だろうか。二一歳という若さですでに三つの魔法特許を取得している。

　もともと、彼は「魔法式による無機物の自発的運動及びその思考」という研究をおこなっており、学会でもその成果を発表している。簡単に言えば、意識を持たない物体を生き物のように動かすという研究をしているらしい。

　その結果として、いくつかの機械人形オートマタが製品化された、というわけだ。

　ウィルフレッドがつくる機械人形オートマタは、まるで人間のようだと巷ちまたでも評判である。

「なにかご用ですか？」

　またしても声をかけられ、オスカーはふりかえった。

　そこには顔に刺青タトウーのある、赤い衣装ドレスを着た女性の姿があった。

　ヒルダ・ブラッドベリ──ブラッドベリ家の代表だそうだ。

「ただの学院内の見回りです。封規委員なので」

「そうですか」

「なにか問題は？」

「いいえ、なにも」

「イヴリンは学院内のどこかにはいるはずですが、まだ具体的な情報を得られていません。ひきつづき警戒を怠らないように願います。間もなく伯爵殿の結婚式ですから」

「もちろんですわ、ベネトン封規委員長」

　ヒルダ・ブラッドベリは表情一つかえずに答えた。

「伯爵殿は今なにを？」

「次の学会に発表する論文の準備をなさっています」

「お目通りは叶かないますか？」

「申しわけありませんが、誰だれもとおすなと厳命されておりますので」

「そうですか。では、くれぐれも一人での外出は避けるようにとお伝えいただきたい。封規委員の者が見回りをおこなってはおりますが、万全とは言えません。相手は、あなたもご存じのイヴリン・ブラッドベリなのですから」

「ええ、賜りました」

「では失礼」

　オスカーはヒルダに頭をさげてから、歩きだす。しばらく進み、足をとめてふりかえった。そこにはもう誰だれの姿もなかった。オスカーの長い影だけが地面に落ちている。

　クッキーを食べたせいだろうか、口の中が妙に甘ったるい。
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　寮の扉を開いたとたん、レインの目の前を鋭い刃がとおりすぎた。

「うおっ!?」

　驚いて、レインはその場で尻しりもちをついた。あと少しでも前にでていたら首が飛んでいたかもしれない。どっと冷や汗がこぼれる。

「あ、レイン。ごめん」

「できることならば、もっと心をこめて謝ってほしい」

　リリアの手にはスピカが擬態した魔銃剣ガンブレードがあった。玄関ホールが広いのをいいことに、ふりまわしていたようだ。

「そんなことより、レイン！」

　立ちあがろうとしたレインのもとに、いきなりリリアがつめ寄ってくる。おかげで立ちあがるきっかけを失ってしまった。

「わたし、考えたんだけど」

　ここにはレインとリリア、それからスピカ以外には誰もいないのだが、どういうわけか声をひそめるようにしてつづける。

「今夜、ウィルフレッドを誘拐するというのはどうかしら？」

「伯爵を誘拐だって？」

「ちょっと、大きな声ださないでよ！」

　リリアは慌てたみたいにして、レインの口を塞ふさいだ。あたりをきょろきょろと見まわしたりもしている。レインはリリアの手をべりべりとひきはがした。

「誰も聞いてないって」

「念のためよ、念のため」

「伯爵を誘拐なんかしてどうするんだ？」

「スピカに擬態魔法で入れ替わってもらうのよ」

「スピカに？」

　リリアの左手にある魔銃剣ガンブレードが、ぽんっと煙をまとわせた。擬態魔法を解いたのだ。浅黒い肌、ほのかに赤い瞳ひとみ、黒髪を左右にくくった、人間の姿のスピカが現れる。

　スピカは背を反らせるようにして胸をはった。

「スピカが計画の要なのですよ！」

「スピカをウィルフレッドに擬態させて、それでどうするんだ？」

「結婚を中止にするという声明をださせるのよ！」

「なるほど、それはなかなかの名案に思えなくもない」

「でしょ？」

　リリアがぱっと表情を輝かせる。

「思えなくもないってだけだけど」

「なによ、それ」

　一転して、リリアは不満そうな顔をした。

「こいつにそんな高度な演技ができるか、ぼくには疑問だな」

　レインの視線にスピカは「……うぅ」と怯ひるむ。

　スピカの擬態魔法は外観を似せることは可能だが内面にまでは及ばない。スピカがウィルフレッドになりきれるかどうかは疑問と言わざるを得なかった。レインやリリアのそばをはなれ、一人で立ちまわるのは勇気もいるし、スピカの魔法には時間制限まであるのだ。

「仮にスピカがうまくやりとおせるとして、本物のウィルフレッドはどうするんだよ？」

　いつまでもスピカと入れ替わらせておくわけにもいかないし、本物を始末するなんてもってのほかだ。リリアの案ならば、アヴリルとの結婚式を一時的に遅らせることはできるかもしれないが、本物のウィルフレッドが、あれは自分ではなかったのだと釈明すれば、それでおしまいではないか。

「ちょっとばかり脅して、式を断念させればいいのよ」

「まさか本気じゃないよね？」

「なによ、文句あるわけ？」

　リリアは紅玉ルビーの瞳を険しくさせる。

「穴だらけじゃないか」

「レインだってアヴリルを連れてくるときは作戦らしい作戦も立ててなかったじゃない」

「それを言われると痛いけど」

「ねえ」

　と、リリアは呼びかけ、少しのあいだ、レインの目を覗のぞきこんでいた。そこから、レインの真意を読みとろうとするみたいに。

「レインはこの結婚に反対じゃないの？」

　リリアの真剣なまなざしに、レインは思わず苦笑する。

「アヴリルが自分の口から結婚を受け入れると言った以上、ぼくが賛成しているか反対しているかはあまり関係ないと思うけど」

「本心なわけないじゃない。レインが言ったのよ、ブラッドベリ姉妹はお互いのために自分を犠牲にしようとしてるって」

「ああ、そのとおりだ」

　そう、あれは本心なんかじゃない。そもそも、あれは──。

「だったら、なにか手を打たないと！」

「わかってる」

「……レインはなんでそんなに落ちついていられるの？」

「焦っても仕方がないからだよ。イヴは式の当日には姿を見せる。アヴリルとウィルフレッドの式をぶち壊すためにね」

「警備は厳重なのよ？」

　オスカー率いる封規委員のみならず、ダイロン市警が式の警備に当たることになっている。また、女王の計らいにより、王室からも警備隊が派遣されることになっていた。

「それでもイヴは必ず現れる」

　ウィルフレッドもそれはわかっているはずだ。なら、彼の目的はなんだろう？　わざわざイヴリンを焚たきつける理由は……？

「ブラッドベリの者は、誰だれも殺すことができないかわりに、手加減をする必要がない。イヴリンがまた本気をだせば、式が台無しになるくらいでは済まないだろう」

「つまり、ブラッドベリをとめるってこと？」

　リリアが訝いぶかしげな顔をした。

「ぼくがイヴをとめる？」

　──わたしをここから連れだして。

　あの声がレインの耳に残っている。

「まさか」

　レインは笑った。

「イヴに協力して、式をぶち壊してやるさ」
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　彼女は月を見あげる。

　人間の娘に恋をした、時間の神がこぼした右目。

　ときの流れが一時的に遅くなったように感じる。昼間の一分が本当に「一分」でしかないのとは異なり、月夜の晩の一分は「五分」くらいありそうだ。

「──約束の夜、蝶ちようたちの葬列に並ぶは、

　──鎖につながれた蜥蜴トカゲ、右耳のない兎ウサギ、解剖された鴉カラス」

　彼女は囁ささやいた。

「──棺ひつぎの中に、安息を閉じこめ、笑い明かす。

　──汝なんじの名は救済執行人、永と久わに迷うことを義務づけられた、無情の奴隷」

　彼女の手の中で、それは淡い光をおびる。



　役者は舞台にあがり、やがてベルの音とともに、喜劇は開幕する。
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　美しい青空を鳥たちがよぎっていく。絶好の結婚式日和といったところだろうか。

　レインは広場の中央にある特設舞台を見おろすことができるように、南校舎の三階廊下に立っていた。

　広場は招待客で溢あふれている。理事会のお歴々、きらびやかな衣装ドレス姿のご婦人がたに、タキシード姿の紳士たち、取材にきた記者、それから物々しい警備の姿があちらこちらにある。白いコートを着ているのが封規委員で、黒に近い紺色の制服を着ているのがダイロン市警だ。王室警備隊は赤い制服に黒い帽子をかぶり、銃剣とサーベルを構えていた。それはそれでなかなかの見ものだ。

　警備とはべつに一見の価値があるのは、給仕をしている機械人形オートマタたちだろうか。その姿は、ほとんど人間とかわりがない。

　不意に、背後から気配を感じてレインはふりかえる。

「おっ……ととと」

「なにしてるんだよ、メル？」

　メル・ホワイトはいたずらが見つかった子供みたいな笑みを浮かべた。

「きみの膝ひざをかっくんってしようと思ったんだ」

「……おまえなあ」

「そっと近づいたのに、気づかれてしまったか。惜しかったな」

　太陽の光を浴びて輝く美しい金髪ブロンドと、青玉サフアイアを思わせる瞳ひとみ、すっきりした鼻びり梁よう、薄いくちびる。いつもとかわらず、上着ジヤケツトの胸ポケットに簪カンザシをさしている。

「きみは、ここでイヴリンが現れるのを待っているのかい、レイン？」

「まあ、そんなところだ。メルはなにしてるんだ？」

「今日は両親とも会場にいてね、顔をあわせたくないから逃げまわってるんだ」

　メルの父親、ブランドン・ホワイトは現職のダイロン市議だ。母親のメアリー・ホワイトのほうは歌劇団の花形女優だった。今日の結婚式にも招待されている。

「なんだよ、ケンカでもしてるのか？」

「近ちか頃ごろは顔をあわせるとお見合いの話をされるから嫌なんだ。休日にもできるだけ戻らないようにしている。今日は結婚式だし、否いや応おうなく意識させられてしまうだろう」

「なるほど」

「結婚なんてことになったら、学院生活をつづけられなくなってしまうじゃないか。それに、どこの馬の骨とも知れない男の妻になるなんて考えられないよ」

　言って、メルがちらりとレインを見た。

「ん？　ぼくの顔になんかついてるか？」

「な、なんでもないよ」

　メルは心なしか顔を赤くして、ごにょごにょとなにごとかを呟つぶやいていた。

「と、とにかく、ボクは知らない誰だれかとの結婚なんてごめんだね！」

「だが、式は間もなくはじまる」

　新たな声がして、レインはそちらへ目を向けた。

　白いコートをはためかせながら、オスカーがこちらに歩いてくる。やや長い、アッシュブルーの髪が揺れた。オスカーはレインとメルの前で立ちどまる。

















「ブラッドベリはどうするつもりだ、フォックス？」

　祝いごとには向かない、険しい表情をしていた。

「一人だけ、こんなところにいていいんですか、封規委員長？」

「問題ない。すでに警備は万全だ」

　オスカーの言うとおり特設舞台周辺の守りは堅い。

　白い大理石の舞台は階段状につくられており、赤い絨じゆう毯たんが敷かれていた。舞台のまわりには理事長が贈った一万本の青バラが飾られている。

　その頭上にはブリトニア国旗であるユニオンフラッグ、十字の杖つえと獅し子しがあしらわれたフィッシュボーン伯爵家と、剣と盾をモチーフにしたブラッドベリ家の紋章旗バナー、それからグライムス学院の学院章がロープに結びつけられ、風に揺れていた。

「ブラッドベリは今、どこにいる？」

「学院の中のどこかですよ。ご存じでしょう？」

　オスカーは敵を見るような目でレインを見つめる。

「ブラッドベリは現れるのか？」

「イヴはこの結婚式を潰つぶすためなら、どんなことでもするでしょう」

　そう、どんなことでも。

「やつは、なぜ、事前にことをすませなかった？　どうして今日まで手をださなかったんだ？　おれには理解できない」

「どうしてぼくに訊きくんです？」

「おまえはブラッドベリの企たくらみを知っているのだろう、フォックス？」

「まさか、知りませんよ」

　レインは肩をすくめた。

「……ふん、道化者め」

　オスカーは吐き捨てる。

「理解できないと言えば、ボクは伯爵のほうが理解できないな」

　メルも口を開く。

「彼はどうして学院で式をあげるんだろう？　これではまるで、イヴリンに邪魔をしてくれと言っているようなものじゃないか」

　この問いにもレインは肩をすくめてみせた。

「伯爵殿のお考えなんて、もっと知らないよ」

　そのときだ。

　カラン、カラン、カラン。

　グライムス学院に、大きな鐘の音が鳴り響く。
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　リリアの目の前をきらびやかな衣装ドレスをまとったご婦人がとおりすぎる。

「今のは違うわね……」

　リリアは会場内に紛れこんでいた。上流階級の人々は一様に着飾り、発条人形ピノツキオをうしろに従えている。

「うう、ひとがいっぱいいるのです……」

　リリアの隣でスピカが青い顔をしていた。

「だいじょうぶ、スピカ？」

「だいじょうぶじゃないかもです……き、気持ち悪いです……」

　式がはじまる前は「擬態の専門家スペシヤリストであるスピカにどーんとお任せなのです」と言っていたのだが、どうやら当てになりそうもない。

　リリアとスピカは、レインとは別行動をとっていた。

　会場の中から彼女ブラツドベリを見つけるためだ。

「ちょっとここで待ってて。お水もらってくる」

「……うう、面目ないのです」

　スピカをその場に残して、リリアは給仕をしている機械人形オートマタをさがした。会場のあちらこちらで、ウィルフレッドが用意した機械人形オートマタたちが働きまわっている。

　その精巧さには驚かされる。遠目に見るだけでは人間と区別がつかないほどだ。ウィルフレッドのことを好きにはなれないが、さすがは当代きっての魔法人形師ドールメイカーといったところか。

　リリアはひとの波をかきわける。広場の後方にて招待客に飲み物を配る給仕を見つけたので近づいていった。普段スピカが着ているような紺色の使用人服に白いエプロンをあわせている少女型の機械人形オートマタだった。

　やや長く伸ばした黒髪、顔には黒ぶちのメガネをしている。機械人形オートマタなのだからメガネなんか必要なさそうだけれど、ファッションなのかもしれない。

「ねえ」と、リリアは声をかけた。

　給仕がこちらを向く。給仕はリリアを見て、一瞬身を固くした。

　リリアはそれを見逃さなかった。

「あ！」

　それだけではない。メガネをしても隠すことができていない。

　その金色の瞳だけは！

　瞬間、給仕が持ち場をはなれて逃げだす。リリアはすぐさまその背中を追った。招待客たちが逃げる機械人形オートマタと、それを追うリリアとに好奇の視線を向けてくるけれど、そんなことを気にしている余裕はなかった。早く捕まえなければならない。

「失礼、お借りします！」

　リリアは言って、そばにいた紳士の頭から帽子を奪った。

「聖徒会執行部です、道をあけてください！」

　リリアの一喝できれいに一本道ができあがる。

　リリアは逃げる機械人形オートマタめがけてブーメランのように帽子を投げつけた。回転する帽子は空中で大きく弧を描くように曲がって、機械人形オートマタの足をとらえる。

　機械人形オートマタはその場で足をもつれさせて転んだ。

「おお！」

　リリアの捕物を見物していた招待客らが感嘆の声と拍手を送ってくる。

　リリアは優雅な仕草で一礼をかえす。

「お騒がせいたしました」

　それから倒れた機械人形オートマタのところへと向かった。

「……っ」

　機械人形オートマタがリリアを見あげる。

　黒髪はウィッグだったらしい。今のでズレてしまい、下から白銀の髪が覗のぞいている。メガネも当然、変装用だ。身長に誤差があるけれど、それは厚底の靴でごまかしたのだろう。おかげで転びやすくなっていたのだ。

「どうやら、レインの言ったとおりみたいね」

「──っ」

　リリアの言葉に彼女──ブラッドベリは顔をあげた。

　そのときだ。

　カラン、カラン、カラン。

　グライムス学院に大きな鐘の音が鳴り響いた。



　　　　　†



　招待客が歓談を中断する。

　レインはあけはなたれた窓から広場を見おろした。

　鐘の音を合図に吹奏楽部による演奏がはじまる。

　魔法が発動し、白いハトが空を舞った。

　中央通路の端に一台の馬車がやってくる。正装した機械人形オートマタが扉をあけた。中からウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーン伯爵が現れる。

　清潔な白い上下をまとった伯爵は、堂々とした歩みで中央通路を進んだ。

　魔法人形師ドールメイカーとして名を馳はせるウィルフレッドにはご婦人のファンも多いそうだ。うっとりとしたような声が漏れ聞こえてくる。

　ウィルフレッドは赤い絨じゆう毯たんの敷かれた階段を一歩ずつあがった。

　つづいてもう一台、花飾りのされた馬車が中央通路の端にとまった。やはり、機械人形オートマタが前に進みでて、その扉をあける。

　中から花嫁姿のアヴリルが姿を現した瞬間、会場がたくさんのため息でつつまれた。

　レースのついた純白の衣装ドレス、その背中には妖よう精せいの羽を思わせる飾りがあった。結われた白銀の髪に映える、黄金の装飾冠テイアラが輝いている。手にしているブーケは囁き花ウイスパー・フラワーズの一種で、吹奏楽部の演奏にあわせて、その名のとおりに歌っている。

　アヴリルはゆっくりした足どりで舞台に向かって歩いていく。

　ベールをかぶっているので、その表情はよく見えない……。

　本当ならばイヴリンが彼女の付き添いエスコートをするはずだった。しかし、今日まで姿を現さなかったために、ヒルダ・ブラッドベリが代理として付添人を務めている。彼女はいつもどおり真っ赤な大陸風の衣装ドレスを着ていた。アヴリルの花嫁衣装ウエデイングドレスの長いスカートを持って、同じようにゆっくりと歩く。

「ほう、これはキレイだね」

　メルの言葉のとおり、花嫁姿のアヴリルは美しい。誰だれもが彼女に見み惚とれていた。

　ヒルダに付き添われたアヴリルは楚そ々そとして歩みを進める。一歩、二歩、三歩。

「さて」

　レインは呟つぶやいた。ひょいと飛びあがって、窓枠に足をかける。

　それを見み咎とがめ、オスカーが口を開いた。

「なにをしている、フォックス」

　レインはポケットから自動拳銃ハンドガンをとりだし、すぐさまオスカーの胸を狙ねらって引鉄トリガーをひいた。ぷしゅっ、と音がしてオスカーの胸に針が刺さる。

「な、に、を……」

「悪いね、封規委員長。少し眠っていてほしい」

　レインは自動拳銃ハンドガンをほうり捨て、国旗や紋章旗バナーを吊つったロープを握りしめた。結び目を蹴けってほどけさせる。

「レイン、きみはいったいなにを……？」

　訊たずねてくるメルに向かって、レインは笑いかけた。

「ちょっと結婚式の邪魔をしに」

「レイン!?」

　ロープにつかまったまま振り子のように落下する。

　最初にレインに気づいたのはアヴリルの付き添いエスコートをしていたヒルダだった。気配を察して、すぐさま身構えたようだけれど、それでは遅い。

　招待客たちも花嫁に見み惚とれているのでレインには気づかない。数名の警備がレインの奇行を認めたものの、それでレインをとめられるわけでもない。警備の本質は「未然に防ぐ」ことにある。その存在をアピールすることで「犯行を断念させる」ことが一番の狙ねらいなのだ。まして、彼らが注意を払っていたのはイヴリン・ブラッドベリであり、レインではないのだから、とっさに動けるはずもない。

　アヴリルも驚いた顔でこちらを見あげる。

「悪いね」

　レインは素早く花嫁の腰に手をまわした。囁き花ウイスパー・フラワーズのブーケが彼女の手からこぼれ落ちる。

　レインはそのまま花嫁を奪って、ヒルダとウィルフレッドの前をとおりすぎた。

「レイン……さんっ!?」

　勢いで花嫁のベールがめくれあがる。レインの腕の中でアヴリルが目をまるくしていた。

「黙ってろ、舌を噛かむぞ」

　ロープが反対側の頂点に達すると同時に、レインは手をはなした。

「つかまっていろ！」

　レインとアヴリルは空中に投げだされる。

「どけぇえええええええええええええええええええええっ！」

　レインが叫ぶと、招待客たちは悲鳴をあげながら四散した。レインはアヴリルを抱えたまま両足で石畳の上に着地する。広場に敷かれている石畳の敷石がバリンと砕けた。

　あたりが静けさにつつまれる。

「……だ、だいじょうぶ、ですか？」

「い……た、く、な、い」

「いったい、なぜこんなことを……」

　心配そうにレインを見あげてくるアヴリル。

　レインは彼女の金色ゴールドの瞳ひとみを見つめかえした。



「おまえこそ、なにしてるんだよ、イヴ？」



　とっさにアヴリルの顔に困惑の色が浮かぶ。

「……な、なにをおっしゃっているんですか？　わたしは──」

「諦あきらめろよ、イヴ。おまえの計画はもう失敗してるんだ」

　招待客を押しのけるようにして、警備の者たちが前へでてきた。

「……レインさんのおっしゃっている意味がわかりません」

「おまえはイヴリンだ。アヴリルじゃない」

　紺色の制服がダイロン市警、白いコートが封規委員たちだ。レインとアヴリルをぐるりと取り囲む。王室警備隊は壇上にいるウィルフレッドの周辺を固めていた。

「わたしはアヴリル・ブラッドベリです」

　頑かたくなな調子で彼女は言った。

「いいや、おまえはイヴリン・ブラッドベリだよ」

「……なぜ、そう思うのです？」

「この結婚を認めていないイヴはウィルフレッドを潰つぶそうとする。どうすれば厳重に守られているウィルフレッドに近づけるか？　答えは簡単だ。アヴリルになりすませばいい。おまえたちは双子なんだから不可能ではない」

「わたしはこの結婚を受け入れています。入れ替わりになど応じません」

「それも嘘うそだ。この作戦を成功させるために、ぼくらにそう思いこませただけだ」

　聖徒会寮で、アヴリルは「わたしが大人しくしていれば、すべてがまるく収まるのです」と言った。あのとき、すでに二人の計画は動きだしていたのだ。リリアはアヴリルが大人しくレインについてきたことを疑問に思ったりもしていたが、その答えがこれだ。

「だが、ウィルフレッドに近づくことは、婚約者フイアンセと入れ替わっても容易ではなかったはずだ。たいていはヒルダが控えていたし、彼女がはなれたときも数人体制でウィルフレッドは守られていた。護衛を挟まない形で接近できる瞬間をおまえは待った」

　つまり、

「結婚式の本番だ。この瞬間、伯爵とアヴリルはもっとも接近する。では、おまえたちはいつ入れ替わったのか？　当然ながら今日じゃない。もっと前からだ。ぼくが思うに、ウィルフレッドが学院を訪れた日の朝だな。『アビーと二人にしてくれ』とおまえは言った。ぼくとリリアが聖徒会室をでた、あのときに入れ替わったんだ。前日、アヴリルは聖徒会の寮を訪れているから、あの時点で入れ替わっていたとは考えられない」

「動くな、両手を頭に当ててひざまずけ」

　市警がレインに自動拳銃ハンドガンを向けた。招待客の中で悲鳴があがり、封規委員と機械人形オートマタたちが彼らを避難させる。レインは気にせずに話しつづけた。

「まったく大した役者だよ。あの朝、ウィルフレッドが学院で結婚式をおこなうと告げたとき、おまえは一度だけ魔法を使った。イヴリンのフリをしていたアヴリルでは魔法を使えなかったから、実際に詠唱をおこなったのはアヴリルのフリをしていたおまえのほうなんだろう。さすがだな、《鮮血の詩人ブラツデイ・ブラツドベリ》」

　アヴリルは静かにレインを見あげている。

「ぼくがおまえを町に連れだそうとしたときは焦っただろう？　聖徒会長になった者は学院の外へでられない。だから、おまえは必死になって学院の中にとどまろうとした」

　図書館へいったり、学食で食事をしたり。

　レインはアヴリル──いや、イヴリンを見つめる。

「さあ、観念しろよ、イヴリン・ブラッドベリ」

「わたしはアヴリル・ブラッドベリです」

「まだ言うか。おまえは、ぼくと一緒に図書館にいったときにミスを犯してるんだぜ？」

「……ミス？　なんのことですか？」

「アヴリルは本が好きだな」

「ええ」

「とくに『名探偵ハウス』がお気に入りだ」

「大ファンです」

「なら、間違えるはずがない。『殺し屋は二度ふりかえる』で、逆上した犯人にハウスが襲われるエピソードは漫画本カートウーン版にしかない。原作の小説ノベルスでは、犯人は最初からワッツを狙ねらうんだ。原作ファンなら間違えないと思うがな？」

「……それは」

「おまえがイヴだという証拠はまだある」

　たたみかけるようにレインはつづけた。

「おまえのほうが、胸が小さい」

　瞬間イヴリンがレインに向かって、こぶしをくりだし──レインはそれを受けとめる。

「そんなに違わない！」

「ほらな、やっぱりイヴだ」

「くっ、きさま、謀ったな……」

　イヴリンがレインの手を乱暴にふり払い、睨にらみつけてくる。

「……きさま、いつ見破った？」

　ウィルフレッドは気づかなかった。ヒルダも気づかなかった。双子の入れ替わりは完かん璧ぺきなものだったのだ。けれど──。

「最初からだ」

「……そんなはずはない」

「いや、最初からだよ。ひと目で気づいた」

　アヴリルを町へ連れていきたいとウィルフレッドに申しでたのは、単にイヴリンとアヴリルの入れ替わりを確認するためだった。だから、実はとっくに気づいているということを悟られないようにするのが大変だったくらいだ。

「……バカな……最初から、気づいていただと？」

「なに言ってる。ぼくがおまえを見間違うと本気で思ってたのか？　見損なうなよ？」

「……なぜ、邪魔をした？」

「おまえとウィルフレッドの結婚式なんて、たとえ嘘うそでも認めるわけにはいかなかった」

　警備の者たちが少しずつレインたちとの距離を狭めてくる。

「おまえと契約してるのは、ぼくなんだ。ほかのやつにでしゃばられるのは腹立たしい」

　イヴリンの耳が少し赤いように見えたのは、気のせいだろうか。

「それに、ぼくにも一枚噛かませろよ」

　警備の者たちに向けてレインは構えた。レインたちの会話から、目の前の花嫁こそが警戒の対象であるイヴリンだと気づいたようだ。今や保護するつもりはなく、レインとまとめて取り押さえようとしている。

　──わたしをここから連れだして。

　ふと、その言葉が思い浮かんだ。

　あれはイヴリンの本音だったのではないだろうか。なぜだか、そんなふうに思う。

「聖徒会を引退したら、一緒にうまいものでも食べにいこう」

「引退したら、か」

「そうだ。引退したら、だ」

「……約束か？」

「約束だ」

「レインの奢おごりだぞ」

「もちろんだ」

「たらふく食うぞ？」

「ああ、存分に食い散らかせ」

　二人ともご同行願おうか、と市警の現場責任者が言った──そのとき。

「待ちたまえ」

　言葉を発したのはウィルフレッドだった。警備たちはウィルフレッドに道を譲り、彼は絨じゆう毯たんの敷かれた階段をおりてレインとイヴリンの前に姿を現す。赤みをおびた黒髪に、片眼鏡モノクル、黒曜石オブシデイアンの飾りがついた杖ステツキを手にしていた。

「まったく、きみたちには手を焼かされる」

　ウィルフレッドは呆あきれたように言った。しかし、その顔はあくまでも穏やかなままだった。よくできた仮面のように。

　この状況は、まだ伯爵のシナリオどおりなのだろう。

「ふん、花嫁の見分けもつかないようなやつに妹を嫁がせるわけにはいかないな」

　イヴリンは花嫁衣装ウエデイングドレスの長いスカートをびりっとひき裂き、低く身構える。今にも飛びかからんばかりだ。

「きみは血の気が多すぎる」

「褒め言葉として受けとっておく」

「この状況でどうするつもりだい？」

「きさまを叩たたき潰つぶす！　二度とバカな考えを起こさないよう念入りにな！」

　イヴリンがいよいよ飛びだそうとする。しかし、それより前に、

「フィッシュボーン伯爵さま」

　レインはイヴリンを手で制して、ウィルフレッドに呼びかける。

　伯爵の計画はここまで。ここからはレインのターンだ。

「なんだい、レインくん」

「この場であなたを告発したく存じます」

　レインはまっすぐにウィルフレッドを指さした。この場であることが重要だった。ここにはダイロン市警もいるし、王室警備隊もいる。大勢の証人がいる前でこその告発。

「告発だって？」

　ウィルフレッドは余裕たっぷりの笑みを浮かべたままだ。

「きみが、わたしのなにを告発するのだろう？」



「告発するのは彼ではありません、ウィルフレッドさま」



　そこへ彼女が姿を現す。

















　きらめく白銀の髪、まばゆい金色ゴールドの瞳ひとみ、雪のごとき白い肌。

　イヴリンの妹──アヴリル・ブラッドベリだ。

　変装用なのだろう、紺色の使用人服に白いエプロンをつけている。

　彼女の隣にリリアの姿があった。風を受けて豊かな赤毛が揺れる。リリアはレインに向けて親指を立てた。レインはそれを見て頷うなずく。



「イヴに協力して、式をぶち壊してやるさ」

　聖徒会寮にて、レインはリリアにすべてを説明した。イヴリンとアヴリルが入れ替わっているであろうことを。そして、イヴリンが式の本番中に伯爵を襲うであろうことも。

　しかしそれは阻止しなければならない。ウィルフレッドのシナリオを正確にトレースすることはできないが、イヴリンに式を破壊させることは、彼の計画のうちだと思われた。そうすれば、少なくともブラッドベリ家に貸しができる。

「でも、じゃあ、どうするつもりよ？」

　と、リリアはレインに訊たずねた。

「アヴリルに証言をさせる」

「証言？　なにを？」

「ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーン伯爵の闇やみ、かな」

「どういうことよ？」

「ぼくだってこの数日、なにもしていなかったわけじゃない。ウィルフレッドのことを調べていたんだ。すると、いくつか興味深いことをつきとめた」

「興味深いことって？」

「伯爵家に仕えていた使用人のうち、数人が行方不明になっているんだ。家族や友人が捜索願をだしているが、見つかっていない」

「伯爵がかかわっていると言うの？」

「可能性は高い」

「なんの根拠があってそう思うわけ？」

「迎賓館ゲストハウスの部屋は、現在、伯爵邸の工房に接続されている。一度だけだが、そこで見たんだ。機械人形オートマタが横たわっていた作業台には黒いシミがいくつか残っていた」

「……それって、まさか」

「血けつ痕こんだ。間違いない。機械油なんかじゃなかった」

　それに、とレインはつづける。

「伯爵のあの笑顔、あれは偽物だ」

「偽物？」

「道化師クラウンのメイクと同じだよ。心のうちを読ませないためのものだ。あいつはなにかを隠してる。状況を照らしあわせれば、自おのずと答えはでる」

「……でも、それだけなんでしょ？　証拠がないわ」

「だから、婚約者フイアンセに告発させるんだ。屋敷にいた彼女が言えば真実味が増す」

「でも、アヴリルの居場所がわからなければ、証言だってしてもらいようがないわよ。ブラッドベリと入れ替わっているなら、学院をでたのかしら？」

「おそらくね。外のほうがまだ安全だろう。だが、彼女も式の当日には現れる」

「危険を伴う以上、ブラッドベリがそうはさせないと思う」

「いいや。彼女は現れる。賭かけてもいい」

　ブラッドベリ姉妹は、互いのために自分を犠牲にすることを厭いとわない。姉イヴリンは妹アヴリルに対して、妹アヴリルは姉イヴリンに対して、それぞれ後ろめたさを持っているからだ。そこは演技じゃない。

　おそらくは、六歳の誕生日の日になにかがあったのだろう。

　その後ろめたさが二人を強く結びつけている。

「アヴリルは必ずやってくる。目立たないよう変装してくるだろうな。リリアにはスピカと一緒にアヴリルをさがしてもらいたい。彼女を保護して、伯爵の罪を証言させるんだ」



「アビー、なぜここに？」

　イヴリンがアヴリルの登場に表情を険しくさせる。アヴリルはイヴリンに微笑ほほえみかけ、それからレインを見た。レインは頷うなずいてみせる。アヴリルも頷き、それからウィルフレッドを見あげる。

「告発するのはわたし、アヴリル・ブラッドベリです」

　市警たちが動揺する一方で、ウィルフレッドは特別に驚いている様子もなかった。あくまでも穏やかな調子でウィルフレッドは言う。

「わたしのなにを告発するんだい、アヴリル？」

「殺人と死体遺棄です」

「ほう？」

「伯爵家に仕えていたアンナ・リデルが現在行方不明となっています」

「彼女には暇をだしたんだよ」

「誓いますか？」

「ああ、誓おう」

「では、お屋敷の庭から発見された遺体は誰だれのものなのですか？　アンナの服を着た、あの少女の遺体は、誰のものだと言うのですか？」

「……なんの話だろう？」

「とぼけても無駄です。迎賓館ゲストハウスの一室は工房につながったままでしたから、そこから屋敷に戻り、確認しました」

　レインたちを囲んでいた警備の者たちのあいだにさらなる動揺が広がっていく。

　そこでリリアが一歩前にでた。

「庭を掘りかえしたら、数名分の遺体がでてきたわ。そして、フィッシュボーン伯爵家に仕えていた使用人の中には行方不明者がいる。これってどういうことなのかしら？」

　ウィルフレッドはなおも笑みを失わなかった。

「そうか、掘りかえしたのか」

「あなたが殺して埋めたんでしょ！　言い逃れできないわよ！」

「ふふ」

「なにがおかしいの！」

「あれは遺体ではない。あれは──ただの失敗作だ」

「なにを……」

「機械人形オートマタを人間に似せることは、きみたちが思っている以上にむずかしいことなんだ。研究過程で人間を使うこともある。惜しむらくは、人間は機械人形オートマタと違って、すぐに壊れてしまうことだ」

　その場にいた誰だれもが言葉を失っていた。

「人間は脆もろくていけないね」

「……フィッシュボーン伯爵、あなたは自らの罪をお認めになるのですか？」

　ダイロン市警の現場責任者がウィルフレッドに問いかけた。

「わたしの主観によれば罪ではない」

　市警が一斉に自動拳銃ハンドガンをウィルフレッドへ向ける。

「大人しく投降してください、伯爵殿」

　ウィルフレッドは抗あらがうことなく、両手をあげ、ゆっくりと膝ひざを地面につけた。

　市警たちがウィルフレッドへと迫る。封規委員も王室警備隊もこの状況に困惑するばかりでなにもできずにいた。

　それらを眺めながら、レインは妙な胸騒ぎに駆られる。

　なぜ、ウィルフレッドはこうも簡単に罪を認めたのか？　アヴリルとリリアが言ったことは、レインが指示したハッタリだ。実際に、遺体を発見したわけではない。そんな時間はなかった。ただ、工房の作業台に残された黒いしみは間違いなくひとの血液で、ウィルフレッドの笑みはなにかを隠している者の笑みではあった。行方不明者がおり、そして貴族の敷地内なら遺体を埋めるには最適だと思われた。だからカマをかけたのだ。

　それでも、ウィルフレッドはこの場では否定できたはずだ。アヴリルの告発は、実際に屋敷を調査するための口実になればよかっただけなのだが……。

　ことがうまく運びすぎている。なにかがおかしい。

　ウィルフレッドの意図が見えない。彼はどういうつもりで結婚式を強行したのか？　本当にイヴリンに式を壊させ、ブラッドベリ家に恩を売ることが目的だったのだろうか？　いや、そもそも彼は本当に双子の入れ替わりに気づいていなかったのか？

　実はまだ、彼のシナリオどおりにすべてが進行しているとしたら？

　ふと気づく。

　ヒルダ・ブラッドベリがいないことに。

　どこへいった？　なぜ、ウィルフレッドのそばに彼女がいない？

　レインは周囲を見まわす。招待客はすでに避難を終え、機械人形オートマタも外へだされ、広場には警備の者しか残されていない。

　そんな中、ヒルダは誓いの儀がおこなわれるはずだった大理石の壇上で、一人佇たたずんでいた。彼女の赤い衣装ドレスが風に揺れている。まるで炎のように。

　誰だれも彼女に注意を払っていない。彼女の存在を完全に失念していた。

　ヒルダの顔に刻まれた刺青タトウーが歪ゆがむ。

　彼女は──笑っているのだ。

「屍し者しやよりもなお死んでいる者に告ぐ」

　ヒルダが不気味な言葉を吐いた。右手には、奇妙な機械装置があった。手のひらよりもいくらか大きく、平べったい。硝子ガラス窓まどのようなものと、タイプライターのようなボタンが見える。しかし、ギアやコイルが剥むきだしになっているので、正常な状態とは思えない。

「この世界を混こん沌とんと憂ゆう鬱うつで満たせ」

　ヒルダは唱えつづける。

「破壊し略奪し犯し殺し食らい奪われ奪いかえせ。破滅を厭いとうことなく、深き絶望に身をゆだねよ。さすれば道は開かれん。その者をこそ、われは定義する──人間、と」

　凄すさまじい絶叫が空気を切り裂いた。

　ウィルフレッドを囲んでいた市警や警備隊たちが、獣のように咆ほう哮こうしていた。

　彼らの首を奇怪な魔法式の輪が締めつけているのだ。

「なんだ、あれは……」

　彼らが一斉に引鉄トリガーをひきはじめる。

　レインはとっさにテーブルを蹴け倒たおし、身をかがめた。それでも左頬ほおを弾丸がかすめる。

　イヴリンは平気だろう。アヴリルもイヴリンが守るはずだ。

「リリア！　無事か？」

　レインは声を張りあげた。

「誰に言ってるのよ！　無事に決まってるわ！」

　大きな返事がある。レインは安あん堵どの息を吐いたが、安心してもいられない。いったい、なにが起こったというのか……。

　レインはテーブルからそっと顔をだす。すぐそばで、ウィルフレッドが煙草たばこをふかしているのが見えた。彼の着ている白いタキシードがじわじわと赤く染まっていく。

「なにやってんだ、あんた！」

　レインは弾丸が飛び交う中を走った。ウィルフレッドの服を乱暴につかみ、べつのテーブルの陰にひきずった。すぐにウィルフレッドの上着ジヤケツトを脱がせる。

「くそ、流れ弾が当たったのか」

　どうやら腹部を貫通したらしい。脱がせた上着ジヤケツトを強く押し当てる。

「ちゃんと押さえてろ！」

「撃たれるのは想定外だった」

「あんたには聞きたいことが山ほどあるんだ。死んでもらっちゃ困るんだよ！」

　ウィルフレッドは口から血を流しながら煙草たばこをふかすだけで、止血の努力をしない。

「……なんなんだ、あんた？」

「せっかくの特等席だ。きみの活躍を見せてくれ」

「なに言ってる？」

「きみなら彼らをいかにして救う？」

　ウィルフレッドは煙草の火で示した。

「誰だれかとめてくれ！」「助けてくれ！」「嫌だ、嫌だ嫌だあああああ！」

　市警たちの首には奇怪な魔法式の輪が浮かんでいる。彼らは涙を流しながら、手にしている銃を乱射しつづけていた。仲間の銃弾を受けて、倒れる者もいる。血を流し、地面にうずくまりながら、なおも引鉄トリガーをひきつづける。

「どういうつもりだ？　あんたたちはなにをしたんだ？　答えろ！」

「《偽善不全悪夢症MEGA-paranoia》、それなら彼らをとめられる。わたしに見せてはくれないか？」

　ウィルフレッドは微笑ほほえんでいるのに、その目は暗黒そのものだった。

「あんたは、いったい、何者なんだ……」

　そこへ、

「うわあああ、よけてくれ！」

　王室警備隊の男が現れた。弾が切れたのか銃剣をふりまわしている。

　突きだされた刃は、しかし、レインには届かなかった。

「背中が隙すきだらけよ、レイン！」

　リリアが魔銃剣ガンブレードで、刃を弾はじいてくれたのだ。そのまま警備隊の銃剣を破壊し、素早く男の顔面を蹴けりあげる。男はひっくりかえり、沈黙した。

「助かった。きみの腕前はいつ見てもほれぼれするな」

「お、おだてたって、なにもでないんだからっ！」

「本心だよ」

「そ、そんなことより早くなんとかしないと！」

「ああ、そのとおりだ」

　レインはウィルフレッドを睨にらみつける。



　　　　　†



　弾丸が横殴りの雨のごとく飛び交う。

　そんな中、アヴリルの視界は黒く塗りつぶされた。四方を囲むようにして石の壁が生みだされていたからだ。それが弾丸を防いでくれている。

「無事か、アビー？」

　花嫁衣装ウエデイングドレスで着飾ったイヴリンがアヴリルの顔を覗のぞきこんでくる。

「……これは？」

「壁を生みだした。鉛玉など貫通させない。それより怪け我がはないのか？」

「……うん」

　ひゅん、ひゅん、と弾丸が空くうを切る音だけが生々しく耳に届く。

　いったい、なにが起こっているのか……。

　アヴリルは立っていられなくなって、その場に座りこんでしまう。ひどく、からだが震えていた。伯爵邸から連れだされたときも、イヴリンと入れ替わったときも、ウィルフレッドを告発したときも、こんなにからだが震えることはなかったのに。

　イヴリンがその場で膝ひざをついて、アヴリルを抱きしめてくれる。

「怖かっただろう。でも、もうだいじょうぶだ」

　甘く、優しい、イヴリンの声。その柔らかな手が、アヴリルの背中にまわされる。

「おまえは、わたしが守ってやる」

　鼻の奥がつんとした。と同時に、じんわりと温かいものが伝わってくる。イヴリンのぬくもりを強く感じた。けれども……。

「……イヴ？」

　アヴリルはイヴリンのからだをひきはがす。アヴリルのかわりに着た純白の花嫁衣装ウエデイングドレスが赤く染まりはじめていた。

「イヴ！」

「ああ、大したことじゃない。かすり傷だ」

　イヴリンは壁を生成する直前に弾丸を受けていたのだ。

「アビーに怪我がないなら、それでいいんだ」

　イヴリンはぎこちなく微笑ほほえんだ。

　ああ、とアヴリルは思った。この笑顔を、アヴリルは見たことがある。



　アヴリルには自由がなかった。

　ずっと、ずっと、小さな世界に閉じこめられてきた。

　でも、そこはどこよりも安全だった。

　平和で穏やかで、なにも起こらない、アヴリルだけの楽園。

　イヴリンは楽園の外にいた。

　イヴリン・ブラッドベリ。もう一人の自分。近くて遠い、遠くて近い、わたしの片翼。

　あれは、六つの誕生日のことだった。

　ブラッドベリの家で開かれたパーティーに、アヴリルが出席することなどありえなかった。アヴリルはただ、漏れ聞こえてくるざわめきに耳をすませていただけだった。

　会がお開きになっても、アヴリルの耳にはそのざわめきが残っていた。

　だからベッドに横になっても、いつまでも寝つくことがでずにいた。

　アヴリルはイヴリンの予備スペアではあったが、それは、ただそれだけなのだ。

　利用価値があるから生かされていただけ。

　とはいえ、粗末に扱われているわけではなかった。世間にはもっと過酷な環境で生きる子供たちもいるだろう。彼らにくらべたら、自分はなんと恵まれていることか。温かい食事に、ふかふかのベッド。たくさんの読み物に、清潔な衣服。

　何度もそう思おうとした。

　そのたびに姉の顔が思い浮かぶ。

　ほんの少しなにかが違えば、わたしがイヴリンだったのに……。

　やがて日が改まるころ、アヴリルの部屋を誰だれかが訪れた。

　アヴリルの双子の姉、イヴリンだった。彼女の白銀の髪は、手にしていたロウソクの明かりでオレンジ色に染まっていた。

　少しのあいだ、二人は見つめあい、

「……こんばんは」

　イヴリンが控えめな声で言った。それから叱しかられた子供みたいにうつむいた。

　アヴリルは返事ができなかった。思ったのだ。

　こんなのがブラッドベリ家の家督を継ぐ者なのか、と。

　わたしは、こんなやつのためにここに閉じこめられていなければならないのか、と。

　イヴリンはうつむいたままアヴリルのそばまで近づいてきた。右手は燭しよく台だいを、左手はスカートのうしろに隠されていた。

　イヴリンはそっと燭台を置いてから、ためらいがちに口を開いた。

「……お誕生日おめでとう」

　スカートのうしろに隠されていた左手をアヴリルのほうに差しだした。

　袋に入ったきれいなお菓子がそこにあった。

「……それから、これも」

　右手をスカートのポケットに入れた。なにかをとりだして、アヴリルに突きだした。

「……じょうずじゃないけど」

　それは手づくりのペンダントだった。

「川でキレイな石を拾ったから、月の光に当てておいたの。きっと、お守りになるよ」

　しかし、アヴリルは差しだされた姉の手を乱暴に払いのけた。

「ぁ……」

　お菓子とペンダントが床に転がった。

「いらない。あなたからのものなんて、一つもいらない」

　イヴリンは床に落ちたペンダントを悲しそうに見つめていた。

「あなたなんて大嫌い。あなたがいなければよかった。あなたがいなければ、わたしがイヴリンだったのに！」

　イヴリンはなにも言わなかった。しゃがんで、お菓子とペンダントを拾い、少し迷うようにしてから、それらをテーブルの上に置いた。

「いらないって言ったでしょ！」

　アヴリルは声を荒らげた。イヴリンは顔をあげて、アヴリルを見た。イヴリンは泣きそうな顔をして、でも、微笑ほほえんでいた。

「ごめんね、アヴリル」

　瞬間、アヴリルの中のなにかが決壊した。ベッドを飛びだし、燭しよく台だいをつかむと、イヴリンを壁に押しつけた。そして、その顔に燭台を突きつけてやった。

　ロウソクの炎が揺れ、ちりちりと、なにかが焦げるにおいがした。

「ブラッドベリはひとを殺せない。でも、一生消えない傷を負わせることはできるのよ！　あなたの顔を焼けただれさせてあげるわ！　そうすれば、わたしとあなたと、似ているところが一つ減るもの！」

　そう口にしながら、アヴリルはまったく逆のことを考えていた。

　さあ、怒りなさいよ。せっかくだから、とっておきの魔法とやらを使って見せてよ。あなたの魔法でわたしが傷つけば、わたしとあなたと、似ているところが一つ減るもの。

　そしたら、わたしはあなたの予備スペアじゃなくなる。

　そうなって、はじめてわたしはアヴリル・ブラッドベリになれる。

　それなのに──。

「いいよ」

　イヴリンは言って、そっと目を閉じた。

「アヴリルがしたいようにしていいよ」

「……どうして？　わたしができないと思ってるの？」

　イヴリンは首を横にふった。

「……はっ、火傷やけどなんてすぐに治ってしまうって思ってるわけね」

「ううん、違うよ、アヴリル」

「ならなに？　惨みじめな妹を憐あわれんでくださってるわけ、お姉さま？　ご立派ですこと！」



「……アヴリルと仲よくなりたいから」



　イヴリンはそう言った。

「アヴリルが怒ってるなら許してほしいから」

「……なに、それ」

「アヴリルをお部屋に閉じこめるのはやめてって言ったの。でも、アヴリルは外にだしちゃいけないんだって。そういう決まりなんだって。でも、そんなのおかしいと思って。だって、わたしたち姉妹なのに。わたしはお姉ちゃんだから、アヴリルのこと助けなくちゃって思って……今日だって、アヴリルのこと、ちゃんと祝わなくちゃって思って、でも、アヴリルがわたしのこと嫌いなら、それは、わたしのせいで……なに言ってるんだろ……」

　イヴリンは泣きそうなのに、涙はこぼさず、微笑ほほえみつづけた。

「これでアヴリルがわたしのこと許してくれて、仲よくなれるならなんでもしていいよ。ぜんぜん、平気だから」

　イヴリンはアヴリルの手から燭しよく台だいをとりあげて、ロウソクの炎を自分の顔に押しつけようとした。アヴリルは慌てて、イヴリンの手からロウソクを叩たたき落とした。床に落ちた拍子に、ロウソクの炎が、ぼっ、と音を立てて消えた。

　部屋の中が暗くなった。

「こんなの意味ない！　わたしはただ、あなたに、イヴリン・ブラッドベリとして生まれてきたことを後悔させたかっただけよ！」

「……後悔してるよ」

　イヴリンは言った。暗くて、その表情は見えなかった。

「後悔してる。もっと普通の家に生まれたかった。小さな家で、家族と肩を寄せあって暮らしたかった。姉妹で同じ服を着て、ときどきケンカして、そういうのがよかった。でも、わたしはイヴリン・ブラッドベリで、あなたはアヴリル・ブラッドベリだった。わたしたちは選べなかった」

　イヴリンはつづけた。

「だからわたしが強くなる。いつか、アヴリルをここからだしてあげる。約束するから」



　あの日、イヴリンは自らに呪のろいをかけたのだ。

　強くなって、いつか、アヴリルを自由にするために。

「ごめんなさい、イヴ」

　今、目の前で傷ついているイヴリンを、アヴリルは強く抱きしめた。

「でも、わたしはもう、あのころのアヴリルじゃないから」

　言って、アヴリルは首からペンダントをもぎとる。六つの誕生日にイヴリンが贈ってくれた月の光を集めた石がぶらさがっている。しかし、それはかつての形状とは異なり、細く削られていた。

　さながら一発の弾丸のように。

　アヴリルは、スカートの内側から回転銃リボルバーをとりだす。素早く回転式の弾倉を抜きだし、そこへペンダントの弾丸をこめた。

「……アビー……なにを？」

「あなたのことが憎くてたまらないわ、イヴ」

　アヴリルは金色ゴールドの瞳ひとみでイヴリンを見つめた。

「でも同じくらい、あなたが大切よ」

　アヴリルは回転銃リボルバーを空へかまえ、



「時間神トーカンヤに告ぐ。われ、月の代行者の名において、『九九九日の夜』を消費、『発砲者』より時を奪う」



　引鉄トリガーをひきしぼった。

　発射された石の弾丸は空中にて砕けて、魔法式を散らばらせる。

　瞬間、一度かぎりの魔法が発動し、飛び交う弾丸の音が空中で静止した。

「……これはいったい？」

「わたしはイヴみたいに魔法が使えないけど、でも、これ以上イヴを縛る呪のろいではいたくない。わたしはもうイヴの足あし枷かせにはならない。強くなって、今度はわたしがイヴを守ってあげる。イヴが弱音を吐いてもいいように、わたしだって強くなったんだから！」

　アヴリルはイヴリンの疑問には答えず、さらにもう一丁の銃をとりだす。

「わたしが、ただおとなしく幽閉されていたなんて思っているなら大間違いよ」

「……アビー？」

「さあ、イヴ！」

　アヴリルは目の前のイヴリンに呼びかけた。

「お茶会パーテイーの時間だよ！」

　アヴリルはイヴリンがつくった土と石の壁を蹴けり破って、外に飛びだした。
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　それは不思議な光景だった。

　今まで広場を飛び交っていた弾丸がすべて空中で停止しているのだ。

「時間魔法ね」

　誓いの儀がおこなわれるはずだった大理石の壇上にて、ヒルダ・ブラッドベリは呟つぶやく。

「月の代行者……なるほど」

　月の光には微力な魔力が宿っていると言われている。その光を根気よく集めつづければ、たとえ魔法適性がなくとも、一時的に魔法を発動させられるというわけだ。まして、月は時間神トーカンヤの右目という伝説もある。時間魔法との相性はよかろう。

　そんな中、イヴリンがつくった石の壁から、アヴリルが飛びだしてくるのが見えた。右手にはヒルトン社の『SR-71リボルバー』、通称《革命の聖処女ロツクン・ロール・クイーン》が、左手にはバッケン・クライシスの自動拳銃ハンドガン《スレイブ・アンド・マスター》が握られている。

　感嘆すべきは彼女の銃さばきだ。アヴリルは一時的に時間を奪われた市警らが手にしている銃だけを狙ねらって破壊していた。アヴリルのうしろからイヴリンも飛びだし魔法を発動させる。地面が隆起し、彼らを拘束する。

「なかなか、おもしろい」

「おもしろくなるのは、むしろ、ここからよ！」

　突然、ヒルダの前に立ちふさがるように、赤い髪の少女が現れた。紅玉ルビーの強い瞳ひとみに睨にらみ据えられる。彼女は魔銃剣ガンブレードをかまえて、こちらに向けた。

「あんたには聞きたいことがあるんだ」

　背後からも声がしてヒルダはふりかえる。

　ダークブラウンの髪に、琥珀色アンバーの瞳をした少年の姿があった。
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「聞きたいことですか？」

　ヒルダは穏やかな調子で問いかえしてきた。

「ああ、そうだよ」

　と、レインは答える。ウィルフレッドに問いただしても、あの調子では時間の無駄だろう。ならば、この状況をつくりあげた張本人から聞きだすまでだ。

「いったい、なにをお聞きになりたいのです？」

「彼らをもとに戻す方法だ！」

　市警たちの行動は明らかに異常だった。一時的に鎮静化したようだが、根本的な解決にはなっていない。

「さあ、わたくしにはわかりかねます」

「ウィルフレッドは流れ弾に当たって重傷だ。このままだとあいつも危険なんだぞ！」

「そうは言われましても」

「悪いが一刻を争うんだ。ふざけている余裕はない。力ずくでも聞きだすぞ」

　レインは身構える。

　レインは、かつてのメルの証言を思いだしていた。オスカーが召喚した翼竜プテロサウリアの暴走にはレイモンド・コーネルがかかわっている。レイモンドが持っていたという奇怪な装置、それこそが、ヒルダが手にしているものなのではないか。

　だとしたら、レイモンドがうわごとのようにくりかえす「黒い女」というのは、目の前にいるこの女のことではないだろうか。

　やがて、ヒルダはにっこりと笑みを浮かべた。顔に刻まれた刺青タトウーが歪ゆがむ。

「よい顔をしています。さすがは彼の子供ですわ」

「……なんの話だ？」

　彼……スノーのことを言っているのか？　かつて孤児院から脱走したレインを救ってくれた地下抵抗組織レジスタンスのリーダー、スノー・レッドハート。彼のことなのか？

　レインがつめ寄ろうとすると、ヒルダは素早く動いた。

　同時に、リリアも大理石を踏み抜くようにして飛びだす。一瞬にして最高速度に達する跳躍とともに、スピカが擬態している魔銃剣ガンブレードをふるう。

　ヒルダは口の中で魔法詠唱をおこなったらしい。黒炎が地面から噴きあがった。

　魔銃剣ガンブレードと黒炎がぶつかりあい、魔法式が弾はじける。芯しんを持たない炎のかたまりは、リリアの剣に競り勝てず、消滅した。

　ヒルダは大きくうしろへ飛ぶ。血のように真っ赤な衣装ドレスがはためいた。

　逃がすつもりはない。レインは彼女の腕をとり、関節とは逆にひねりあげた。彼女の手からあの装置が落ちる。しかし、今はそちらにかまっている暇はなかった。

「力を抜け。暴れなければ痛くはないはずだ」

「──くっ！」

「さあ、答えてもらおうか？」

　しかし──。

「……く、くくっ、はははははははは」

　ヒルダはレインの腕の中で不気味に笑った。

「本当におもしろくなってきましたね」

　言うが早いか、ヒルダはボキリと自分の腕を折って、レインから逃れた。

「なっ!?」

　素早くレインの背後にまわりこむと、今度はさっきとは逆にレインの腕をとった。関節がぎしりと軋きしみ、そのままひざまずかされてしまう。

「なにやってるのよ！」

　リリアがレインを罵ば倒とうした。

「面目ない」

「この間抜け！」

「弁解の余地もない」

　答えながら、レインはうまく抜けだそうとするが、ヒルダは完かん璧ぺきにレインの腕を押さえこんでいた。今ヒルダがやったように腕を折って犠牲にしても、逃げられそうにない。

「少しだけ、遊んでさしあげます」

　妙に甘ったるい声でヒルダは言った。

　ぼたっ、ぼたっ、と顔になにかがふりかかる。レインはヒルダを見あげ、不気味な光景に目を疑った。どういうわけか、ヒルダの顔がぐずぐずと崩れはじめているのだ。

　やがて顔の皮膚は、血の糸をひきながら地面に落ちた。

「なによ、その顔！」

　リリアが悲鳴にも似た声をあげる。レインも息を飲んだ。

　そこにはつるりとした人形の顔があった。真っ白くて、表情らしい表情も、もっと言えば、はっきりした凹凸さえもない。

　ヒルダが顔を拭ぬぐう──と、なにもなかった人形の顔に涙模様の化粧が浮かびあがった。

「お目にかかるのは、これがはじめて」

　と、ヒルダだった彼女は言った。赤い衣装ドレスが黒炎につつまれ、漆黒の衣装ドレスへと変化する。

「……あなた、何者なの？」

　リリアは素早く魔銃剣ガンブレードを構える。

「嘘泣き姫レデイ・ジヨーカー。以後、お見知りおきを」

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーはレインの腕をはなすのと同時に、背中を蹴けった。つんのめるレインを、リリアは飛びあがってかわす。というか背中を踏みつけにされた。

「ナイス、踏み切り台！」

「それほどでもないよ」

　リリアが疾風にのせた素早い突きをくりだす。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーはリリアの突きを、どこからとりだしたのか、さっきまでは手にしていなかったはずの傘パラソルでさばいた。

　だがリリアはひかない。さらに踏みこみ、二撃、三撃を躊躇ためらわずに突きこむ。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは顔色一つかえずに、それらを弾はじいた。

「高水準なのは身体能力。悪くない。けれど、重みもない」

「なら、これはどう？」

　リリアの言葉でレインは目を閉じた。世界が真っ白に脱色される。魔銃剣ガンブレードに装そう填てんしてある閃せん光こう弾だ。空になった薬やつ莢きようが弾はじきだされて、白い大理石の壇上に転がった。

　が──。

「知っているのは、あなたの戦法」

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは傘パラソルを開いて、閃光を遮断していた。

「──なっ!?」

　彼女は素早く傘パラソルを閉じて、リリアに突きをお見舞いした。リリアは身をよじって、間一髪のところで先端をよける。けれど、完全にはかわし切れなかった。上着ジヤケツトの左肩が裂けて、血がにじんでいる。

「リリア！」

　レインはリリアの援護にまわろうとしたが、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーのほうがわずかに早い。

「警戒すべきは、その指輪」

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーがリリアの右手をつかんだ。

　刹せつ那な。

　閃光弾に負けないほどの眩まばゆい光に満たされる。白く、強く、清浄で、温かい。

　リリアの指輪が反応していた。

　そこから空中に浮かびあがるユリの紋章。そこに祝い名《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》が刻まれ、天使を思わせる翼が生みだされる。

「これは……」

　レインは呟つぶやく。

　あのときと──レインの傷喚魔法が暴走したときと、同じ現象だ。

　同時に、

「はわわ？」

「……スピカ？」

　スピカの擬態魔法が制限時間内にもかかわらず、強制的に解除されていた。呆ほうけた顔をしてリリアを見あげている。

「ど、どどど、どうしてスピカは、え、あれ？」

　スピカはぎゅーっと目をつむり、もう一度、リリアの魔銃剣ガンブレードに変化しようとしている。しかし……。

「……だ、だめなのです。擬態できないのです」

　やはりそうなのか、とレインは思った。リリアの指輪は魔法無効化魔法を発動させることができるのだ。スピカの擬態魔法もそれで無効化されてしまった。

　光があたり一帯を覆いつくす。しかし、膨張した光は突如として収縮していった。まるで時間が巻き戻るように指輪から召喚された翼が消えていく。

　それでも、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーの右手には異変が現れていた。皮膚が破れ、中からネジやギアが飛びだし、石畳の上に転がる。そればかりか、肩から右腕がはずれてしまった。緑色の液体が流れ、接触した導線が火花を散らせる。

「……機械人形オートマタ!?」

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーの崩壊はとまらない。

「観測したのは、翼の民アルコンテスの力……興味深い」

　彼女は無事な左手で傘パラソルを拾いあげる。

「待て！」

　逃げようとする気配を察し、レインは嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーに迫る。

「あなたがたにないのは、わたしに構っている暇」

　彼女は傘パラソルをまっすぐに舞台の下へ向けた。リリアの力によるものなのか、あらゆる魔法が無効化されていた。市警たちの暴走もとまっている。傷ついた仲間たちを連れ、彼らは撤退をはじめていた。

　無効化されたのは彼らにかけられた魔法だけではない。空中に静止していたはずの弾丸が動きだし、壁や窓を撃ち抜いていく。

　レインは、すぐさまイヴリンとアヴリルの姿を確認した。よかった、二人は無事だ。

　しかし……。

「……なによ、あれ？」

　リリアが呟つぶやく。

　レインの目も捉とらえていた。その巨大な化け物の姿を。

　気をとられた瞬間、耳もとで囁ささやかれる。

「ごきげんよう、偽悪の王マイ・ロード」

「──っ、待て！」

　だが、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーの姿は、すでにない。
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　白い光につつまれると、ウィルフレッドの目の前で、静止していた弾丸が再び空を駆けていった。バラードの娘が発動させた《矛盾する純天使エンドレス・パラドクス》の効果であろう。肉体をつなぎとめていたものが崩壊していくのがわかった。このからだには、あまり時間が残されていないようだ。煙草たばこの火もいつの間にか消えている。

「ウィルフレッドさま」

　顔をあげると、そこにはアヴリルの顔があった。

　彼女の横には双子の姉、イヴリンの姿もある。

「ウィルフレッド、きさまはなにがしたかったのだ？」

「……ああ、神が生みだした美しき失敗作、ブラッドベリ姉妹」

　ウィルフレッドは血をこぼしながらも微笑ほほえみを浮かべた。

「とどめを刺しにきたのかい？」

「バカを言え、ブラッドベリは誰だれも殺せない」

「そうか、そうだったな」

「きさまなんて生きのびてしまえ。監獄で屈辱を味わいつづければいい」

「それもまた一興だな」

「ウィルフレッドさま、これはいったいなんなのですか？」

　アヴリルの手にはあの装置があった。ヒルダの手からこぼれ落ちたものだ。

「……《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》だ」

　ウィルフレッドが答えると、イヴリンの顔が歪ゆがんだ。

「バカな、ありえない……これがグライムスの魔導具だと言うのか！」

　彼女はウィルフレッドの胸ぐらをつかみあげた。

「真なる独裁者は、支配されている者たちに、自分が支配されていることを気づかせないものだ。その意味では《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》は二流品だよ」

「ご託はいい、答えろ！　これは本当にグライムスの魔導具なのか！」

「わたしは、怪け我が人にんだぞ？　もっと丁重に、扱って、ほしいな」

「これをどこで手に入れた？　魔導具の保管室を見つけたのか？　なぜきさまが？」

　ウィルフレッドは咳せきこむ。口から血がこぼれた。

「優れた機械人形オートマタは、人間と見分けがつかない。きみたち双子を、見分けることが、むずかしいように」

「わたしの質問に答えろ、ウィルフレッド！」

「ならば、こういう可能性もある。ある日、精巧な機械人形オートマタが、人間と入れ替わってしまっても、それを見破ることができる者は、いない」

「なにを言っている？」

「わたしは本当にウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンか？」

「……どういう意味だ？」

「たとえば、ある日、ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーンは、本人そっくりの機械人形オートマタと入れ替わっていたら？　きみはそれを見破れるか？」

　ウィルフレッドの言葉にイヴリンとアヴリルは言葉を飲んだ。

「きさま、まさか……」

　ウィルフレッドは笑う。

「しかし、それすらも真相には足りないのだがね」

「なにを言っている……？」

　イヴリンの問いに、しかし、ウィルフレッドは答えなかった。

「屍し者しやよりもなお死んでいる者に告ぐ」

　言葉を発すると、アヴリルの手の中にあった《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》が起動した。

「この世はさながら未完の人形劇パペツトシヨーにすぎないのだよ」
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「アビー、そいつをはなせ！」

　イヴリンは叫ぶ。アヴリルは手の中にあった《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》を地面にほうりだした。火花を散らせながらも、装置は起動しつづける。

　大量の魔法式がウィルフレッドのからだをとりまいた。

　すると、イヴリンとアヴリルの目の前で、ウィルフレッドのからだが、奇妙に歪ゆがみはじめる。ギリギリギリという奇怪な音。右肩の肉が盛りあがり、爆はぜた。イヴリンは目を疑う。ウィルフレッドの肉にく腫しゆから大量の血液がふきでる。

　それだけではなかった。破れた皮膚の隙すき間まから覗のぞくのは絡みあう大量のコード、運動するポンプ、蒸気をあげるパイプ、ギチギチと噛かみあうギア、そして駆動ベルトだった。

「ウィルフレッド、きさま……」

　機械義手や義足の発達に伴い、技術的には不可能でないとされていたが、倫理的観点から禁止されていた人体利用の機械人形オートマタ。

　ウィルフレッドの体内から無数の手が伸びてくる。大人の手、子供の手、男の手、女の手、獣の手までも。手だけではない。顔が、足が、胴が、飛びだし、からまりあい、飲みこまれる。まるで無数の骸むくろを体内で召喚したかのごとく……。

　ギチギチとからだを軋きしませながら、ウィルフレッドのからだが膨らんでいた。肉体は機械と融合しながら、マグマのように熱を帯びてうねる。

　そうしながら、ウィルフレッドの肉体は肥大化していった。その顔にはもはやかつての面影はない。左右で目の大きさは異なり、口は耳まで裂け、頭髪は焼け落ちていた。それはもう、醜くただれた化け物フリークスでしかない。

　首には魔法式の輪が浮いている。さっきまで市警たちの首に浮かんでいたものだ。

「オォォオオオオオオオオオオオ」

　巨大な機械と肉の塊となったウィルフレッドは咆ほう哮こうし、こぶしをふりあげた。それはアヴリルめがけて──。

「させるものかっ！」

　イヴリンはアヴリルを庇かばうようにして前にでた。魔法詠唱の時間はない。頭の上で腕を交差させて、重量級を受けとめる。重い一撃。腕の骨が折れた。いや、腕だけではない。からだ中の骨という骨が軋きしむ。激痛がとおり抜けた。肉がえぐれて、血管も破れる。血があふれ、意識が消えそうになる──という寸前。



「どうした、聖徒会長。油断のしすぎじゃないか？」



　レインの声がして、イヴリンは顔をあげる。

　巨大化したウィルフレッドのこぶしが、イヴリンに到達することはなかった。ウィルフレッドのこぶしにはロープが巻きついている。ブリトニア国旗や学院章を吊つっていたロープだ。レインが式の途中でイヴリンを連れ去ったときに使った、あのロープ。その両端をレインとリリアが握りしめ、ウィルフレッドの腕に巻きつかせている。そうすることで、こぶしを空中にとどめていた。

「レイン……」

　しかし、巨大化したウィルフレッドの力のほうが上だ。懸命にロープを握りしめるレインとリリアも徐々に地面をひきずられていってしまう。

「イヴ、なにぼさっとしてやがる！」

　レインが叫んだ。

「もう、もたないわよ！」

　リリアも大声を張りあげた。



　イヴリンは素早く反応した。

「そのまま押さえこんでいろ、書記と会計脇役ども」

　言って、地面を蹴ける。



「──魚は溺おぼれ、鳥は墜おち、太陽は西からのぼって東へ沈む」

　花嫁衣装ウエデイングドレスが風ではためいた。



「──屍し者しやは蘇よみがえり、生者は死なず、地獄の門は開かれる」

　魔法の詠唱とともに、イヴリンのこぶしに蒼あおい光が集まりはじめた。



「──花に刃を、傷口に蜜みつを、われに混こん沌とんの理論を」

　握りしめたこぶしをふりあげる。



「──汝なんじの名は絶滅志願者。自らをも破壊し、むさぼる者」

　渾こん身しんの力をこめて、イヴリンはウィルフレッドの顔面に爆撃魔法を叩たたきこんだ。爆風とともに巨体が宙に浮き、そのまま地面をえぐるようにして墜落する。石畳が抉えぐれて、バリバリと地面が裂けていく。ウィルフレッドを模していた機械人形オートマタはそれで沈黙した。

　イヴリンは衣装ドレスをはためかせて着地する。

「ふん、大したことはなかったな」

　イヴリンのセリフにレインが肩をすくめたのが見えた。

　イヴリンはもう一度「ふん」と鼻を鳴らす。

　と、次の瞬間、沈黙したはずのウィルフレッドの腕がイヴリンに向かって伸びた。

「イヴ！」

　レインの叫び声。だが、油断していたイヴリンは反応できない。

　バン！

　そのとき一発の銃声が轟とどろく。

　ウィルフレッドの巨大な腕は弾はじけ飛び、イヴリンまで届くことはなかった。ふりかえると、アヴリルが《革命の聖処女ロツクン・ロール・クイーン》の銃口にふっと息を吹きかけている。

「感謝してくれてもいいよ、イヴ」

　そう言って、アヴリルは笑った。
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　──どくん。

　大きく脈打ち、男は暗くら闇やみの底から意識をとり戻す。

　手足にしびれのような感覚があった。呼吸をするのがひどく辛つらい。

「……まったく、人形遊びも楽ではないな」

　男は革張りの椅い子すに深く腰かけていた。細く息を吐きだし、椅子から立ちあがる。

「伯爵は死んだんだね」

　声がして、男はそちらをふりむいた。

「その言い方は正確ではない。彼はもともと亡くなっていた。わたしは、彼の肉体を利用して機械人形オートマタをつくっただけだ。なかなかに有意義な経験だった。それよりも、どうしてここにいる？　式場にいたのではなかったか？」

「一連の騒ぎのせいで、閉めだしを食らったんだ。少ししたら戻るよ」

「そうか」

　男は水差しからグラスに水を移して、口に運んだ。

「ところで、きみの目から見て、レイン・レッドハートはどうだろう？　彼は《王》の器に相応ふさわしいだろうか？」

「彼は間違いなく《王》を継ぐべき人間だと、ボクは思う」

　男は口もとに笑みを浮かべた。

「その言葉に偽りはないな、メル・ホワイト？」

「もちろんだよ、サー・グライムス」








エピローグ



　泥の底から起きあがるみたいにして、レインは目を覚ました。

　むっくりとからだを起こして、腕を伸ばす。

　そこは聖徒会執行部特別寮の中にある屋根裏部屋、つまりはレインの自室だった。傾斜した天井は低く、小さな本棚に大型の旅行鞄トランク、文ふ机づくえと椅い子すなどが申し訳程度にあるばかり。あとは自分が今寝ているマットレスだけ、なのだが。

「おはようございます、レインさん」

　声をかけられ、レインは飛びあがらんばかりに驚いた。というか、マットレスから転げ落ちて、部屋の隅にずりずりと逃げる。

　小柄な体たい躯く、雪のように白い肌と金色ゴールドの瞳ひとみ。白銀の長い髪を三つ編みにしている彼女。

「な、ななな、な、なにしてるんだ、アヴリル？」

　イヴリンの双子の妹、アヴリル・ブラッドベリがレインの隣に寝ていたのだ。

「はい、朝ごはんの支度が整いましたので、お呼びしようと思っていたんです」

　彼女は、スピカが着ているのと同じ、紺色の服に白いエプロンをつけている。ただ、腰にさげた二丁の拳けん銃じゆうが、いくらかアンバランスではあったが……。

「でも、レインさんがあまりにもぐっすりとお休みでしたので、見ているうちにわたしも眠たくなってしまって」

　にゅいっとアヴリルが顔を近づけてくる。甘い花みたいな香りがした。

「そ、そう……。えっと、準備してすぐにいくから、先におりていてくれないか」

「わかりました」

　アヴリルは柔らかく微笑ほほえんだ。レインに頭をさげて、階段をおりていこうとする。

「ねえ、アヴリル」

　レインは呼びとめる。

「はい、なんでしょう？」

「どれくらい前から、ぼくの部屋にいた？」

　アヴリルは頬ほおに手を当てて、わずかに首を傾ける。

「たぶん、一〇分くらい前です」

　眠っていても誰だれかがそばにきたら、その気配で起きあがる自信がある。そのレインに気づかれずに部屋に入ってきたというのは……。

「侮れねえ」

　レインは額を手で覆った。



　ウィルフレッド・エヴァン・フィッシュボーン伯爵と、アヴリル・ブラッドベリの結婚は当然のことながら破談となった。レインのハッタリ、もとい推察どおり、伯爵邸の庭から大量の遺骨が発見されたのだ。どれも行方不明になった使用人たちのものだった。

　そもそもウィルフレッド自身、すでに死亡していたことがわかっている。イヴリンが倒した機械人形オートマタを分析したところ、大部分にウィルフレッドの肉体が利用されていたことが判明した。彼が一年以上前に亡くなっていたことも……。

　しかしながら、それらが判明して、めでたしめでたしとはいかない。

　嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーを名乗ったあの黒衣の少女と、機械人形オートマタのウィルフレッドとの関係は不明だ。驚くべきことに、ヒルダ・ブラッドベリの遺体もまた、伯爵邸の中から発見されることとなった。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカー……彼女は何者なのか。

　ほかにも謎なぞはある。イヴリンによれば、ヒルダに化けた嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーが持っていたあの機械装置は、グライムスの魔導具《独裁者の右脳アイソレーシヨン・システム》だと言うのだ。現在は回収されて、専門機関で調査されているはずだ。レインの推理どおり、先日のレイモンドの一件も、嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーがかかわっていたのであれば、これを機にあの事件の謎も解決するかもしれないと、淡い期待を抱いているのだが……。

　まだある。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーは最後にレインをこう呼んだ。

　彼の子供……偽悪の王マイ・ロード、と。

「どういう意味だ……」

　わからないことは多いが悪いニュースばかりでもない。あれだけの騒動ではあったが、市警、封規委員、王室警備隊からは死者はでなかった。重傷者は六〇人を超えたが、全員命は無事だ。もちろん、聖徒や招待客からも死者はでていない。



　食堂にはスピカがいた。スピカはもはや寮監の仕事を完全に放棄し、もりもりと朝ごはんを口につめこんでいるところだった。

「アヴリルさんの食事は激うまなのです！」

「ありがとうございます」

　アヴリルが三つ編みを揺らして頭をさげる。彼女は聖徒会寮で暮らすことになった。図書館司書のミス・グレイスに見こまれて、司書見習いとして図書館に勤務することも決まっている。とはいえ、それも一時しのぎだ。ブラッドベリ本家がどのような決定をくだすかによって彼女の今後もかわってくるだろう。

　レインも席について、アヴリルのつくったマフィンを頬ほお張ばる。

「ほんとだ。うまい」

「よかったです」

「でも、レイくん。スピカの料理が食べたくなったらいつでもつくるのですよ？」

「いや、べつにいい」

「遠慮しなくていいのですよ？」

「いや、べつにいい」

　それから、ぐるりとあたりを見まわす。

「ところでリリアは？」

「リリアさんは、用事があるとかで、先に学院へ向かわれました」

　アヴリルが答える。

「……そうか」

　リリアのことも気がかりの一つだった。嘘泣き姫レデイ・ジヨーカーがリリアに手を伸ばした際に、指輪が反応した。彼女は、翼の民アルコンテスの力と言っていたか。

　リリアの指輪は古代の遺物なのだろうか？

　やはり、一度きちんと調べる必要がありそうだ。

「まあ、一人で考えても仕方がないか」

　呟つぶやき、アヴリルがつくったマフィンをがぶがぶと食べる。



　食事を終え、レインも少し早めに登校することにした。アヴリルがつくった朝食をバスケットに入れて。

　聖徒会室の扉をノックする。いつものように返事はない。

「ぼくだ、入るぞ」

　中に入ると、イヴリンがめずらしくきちんと起きて、会長の席に座っていた。

「なんだ、起きてたのか」

　季節はずれの雪でもふらなければいいが。

「なにしてる？　なんか書いてたのか？」

　執務机にはペンと紙が広げられていた。

「始末書だ」

「……始末書？」

「一連の騒動を起こした詫わび状じようだ。提出すれば不問にするとアイリーンに言われた」

「封規委員長はそれでは許してくれなそうだけどな」

　レインが催眠銃をお見舞いしたせいで、騒動の最中、オスカーはずっと意識を失っていた。そのことをかなり根に持っていると聞いたので、しばらくは顔をあわせたくない。

　イヴリンは「むー」とうなり、くたっと前のめりにつっぷした。

「ダメだ、書けない。レイン、わたしのかわりに書け」

「たまには自分でやれよ」

「こういうのは向き不向きがある。きさまには向いていると思う」

「始末書に向き不向きなんてない」

　レインはイヴリンの頭にバスケットをのせた。

「ほれ、アヴリルのつくったやつ」

「うむ」

　イヴリンはバスケットをあけて、マフィンにもふもふと食らいついた。

　レインはソファに座り、結局、イヴリンのかわりに始末書を書く。

　しばらくすると「……レイン」と、イヴリンに呼ばれた。

「なんだ？」

　レインはイヴリンのほうを見やる。イヴリンはもふもふとマフィンに食らいついたままこちらを見ない。けれど、ぽつりと言う。

「……今回のことは……その、感謝している」

　レインはソファから立ちあがり、イヴリンの横に立つと、そうっと前髪をかきあげて、すべすべのおでこに手を当てた。イヴリンが不機嫌そうにレインを見あげてくる。

「……な、なんだ？」

「熱でもあるのかと思って」

「どういう意味だ!?」

「ぼくの知っているイヴは、ぼくに感謝したりしない」

「なんだと！　失礼な！　もう二度とねぎらってなどやらんからな！」

　ボケ、死ね、とのたまって、イヴリンはまたマフィンに食らいつく。

　しばらくそれを眺めていた。

　はじめてイヴリンに会ったとき、彼女は一人きりだった。学院史上最強と呼ばれる聖徒会長は、最強ゆえに一人でいなければならなかった。

「《聖者の歯車ロードギア》を手に入れれば、アヴリルを自由にできるとは考えなかったのか？」

　イヴリンに向かって訊たずねる。

　どんな願いでも一つだけ叶かなえてくれるという魔導具《聖者の歯車ロードギア》。

　しかし、イヴリンはそれに固執していない。少なくともこれまではそうだった。

「アビーを自由にするにはわたしがブラッドベリの当主に相応ふさわしく、ただ純粋に最強であればいい。この学院でザコどもを蹴け散ちらしつづけていれば、自おのずとそれが叶う。なら魔導具など必要ない」

「なるほど。でも、本当のおまえはどうなんだ？　自分を装うのは辛つらくないか？」

　恥ずかしがり屋で心優しい少女は、妹のために自分を殺し、最強を目指した。ブラッドベリが誰だれも殺せないなんてのは嘘うそだ。イヴリンは幼いころに自分自身を殺している。

「知らんな。おまえがなんの話をしているのかわからない」

　イヴリンはマフィンを頬ほお張ばりながらそっぽを向く。

「そうか」

　イヴリンはこちらを見ずにマフィンを食べつづけている。

　そんなイヴリンを眺めていたらふと思いだした。

「ああ、そういえば、言うの忘れてたけどさ」

　レインはしゃがんでイヴリンと視線をあわせた。

「おまえの花嫁の衣装ドレス、似合ってたぜ？　ほかのやつに見せるのがもったいないくらいだった」

　その場でイヴリンが硬直する。口いっぱいにマフィンを頬張ったままなので変な顔だ。イヴリンの白くてつるりとした肌が、みるみるうちに赤く染まっていった。

　イヴリンはレインから目をそらして、ごくんと口の中のものを飲みこむ。

　それからぽつりと言った。

「…………褒め言葉として受けとっておく」

　レインは笑う。

「いや、褒めてるんだって」



ＥＮＤ








あとがき



　こんにちは、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。どうでもいいけど、二階堂と胃い潰かい瘍ようって似てますね。

　さて、『偽悪の王＃２』はいかがでしたでしょうか。一巻はプロローグみたいなもので、今回、後半から一気に物語が動いてきました。楽しんでもらえたらよいのですが。

　ところで、もう一つのシリーズでタイトルの略称を募集したので、こちらでも「俺が考えた激かっこいい呪じゆ文もん」を募集してみることにしました。この呪文を唱えると、こんな魔法が使えるぜ、みたいなのを思いついたひとはアンケートにちょろりと書いて送ってくださいませ。ネタに走ってもいいですよ。三巻で採用する場合があるので、そのへんをご了承の上、どしどし送ってください。もちろん、本書の感想も大歓迎です！

　では、謝辞です。担当さま、vane先生、関係者の皆さまありがとうございます。

　いつも応援してくれる読者さま、本当に感謝しています。今後もよろしくです！

　また、本書の執筆中に二つの結婚式に招待されました。例のシーンで参考にさせてもらったことは言うまでもありません。秀しゆう磨まさん・あゆみさんご夫妻、賢けん吾ごくん・聡さと美みさんご夫妻にもお礼申しあげます。どうぞお幸せに（建前）。ちっ、リア充どもめ（本音）。

　では、次は『俺が主人公じゃなかった頃の話をする』の二巻で会えることを願って。

二階堂紘嗣



















　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。他著作に『D-breaker』『あまとう！』『俺が主人公じゃなかった頃の話をする』。

　　驚愕の新事実というほどでもないですが、私服のおよそ半分がコスプレです。ただ、マイナーすぎて誰も気づかないという……痛いな、俺



　イラスト

　vane（※※）

　　読みはばね、またはヴぁね、もしかしたらべーん。

　　秋が好き。左利きファンタジー系イラストレーター。

　　『Fate/EXTRAドラマＣＤ』ブックレットイラストなどに参加。










偽悪の王＃２

Guns, Grunge and Lost Gemini
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